
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──これは、とある何でもない話。

　小さくてかわいい先輩を喜ばせたいがゆえに結果としてすぐに照れさせてしまう一人の男子生徒と、そうやって照れさせられてしまうのを何とかして防ぎつつ後輩に対して威厳を示したい先輩の、色々あったりなかったりする日常のお話だ。
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　夏休みが終わった。

　長かったようでもありあっという間のようでもあったおよそ四十日間が過ぎ、今日九月一日から新しい学期がスタートしようとしていた。

　急勾配の坂道が三百メートルほど続く通学路には、夏休み前と変わらずに多くの生徒たちの姿があふれている。それぞれ夏休みの思い出について語り合っていたり、新学期への展望を口にしていたり、それらとはまったく関係のない昨日見たネコ動画の話をしていたりと、その内容は様々だ。

　そんなまだどこか夏休み気分の抜けない空気の中、スマホに保存された先輩の写真を一枚一枚食い入るように眺めながら歩いていた龍りゆう之の介すけは、少し先に自転車を押す小さな人影を見つけた。

　すぐさま大型犬のように全力疾走してそこに追いつく。

「花か梨りん先輩」

「え？　あ、龍りゆう之の介すけ」

　龍りゆう之の介すけが声をかけると、先輩は振り返りながら目をぱちぱちとさせた。

「夏祭りの日ぶりですね、おはようございます」

「ん、あ、お、おはよ」

「夏休み、気づいたらあっという間に終わってしまっていました。もう少し花か梨りん先輩と色々なことをやりたかったのですが……残念です」

「ん、そ、そうだなー。あ、阿あ波わ踊おどりとかもしたかったかもなー」

「？」

　と、そこで、龍りゆう之の介すけは先輩の様子がどこかいつもと違うことに気づいた。

　反応が散漫というか落ち着きがないというか、視線がふらふらと定まらない。

　トレードマークのネコ耳ヘアーも何だか不安定な感じだった。

「花か梨りん先輩、どうかしましたか？」

「！」

「何だかソワソワとしていて、顔も赤いように見えるんですが……」

　その言葉に先輩がぴくん！　と反応する。

「べ、別に何でもないよ！　ぜ、ぜんぜん通常運転だから！」

「ですが……」

「ほ、ほんとにだいじょうぶ！　きょ、今日はまだ暑いからちょっとのぼせちゃったのかにゃ……？」

　手を顔の前でぱたぱたとあおぎながら勢いよく首を振る。

　その挙動も明らかに普段とは異なるものであって……

「花か梨りん先輩……？」

「……」

（う、うう……だめだ……あのお祭りの日からどうしても龍りゆう之の介すけのことが気になる……）

「あの……」

（ていうか意識しちゃう……も、もしかしたらあたしが龍りゆう之の介すけのことが、す、すすす……かもしれないなんて……。そ、そんなことないと思ってたのに……。で、でも、そのせいか、な、なんか龍りゆう之の介すけの顔を見てると落ち着かなくなってくるっていうか、顔が熱くなって赤くなってサクランボみたいになっちゃうっていうか……）

「ええと……」

（りゅ、龍りゆう之の介すけうにゃうにゃ現象がダメな方向に進化しちゃった感じ……？　も、もちろんあたしは大人の女だからこれくらいじゃ動じないよ？　ぜ、ぜんぜん、これっぽっちもドキドキなんてしてないよ……？　で、でも、い、意識しないようにすると何だか余計に龍りゆう之の介すけの顔が見れなくなってるっていうか……）

　なおももじもじとする先輩。

　その先輩のリアクションに、龍りゆう之の介すけはピンとくるものがあった。

「花か梨りん先輩、もしかして……」

「……！」

　声をかけると先輩はネコ耳ヘアーをピン！　と逆立たせた。

（ま、まさか、こんな速攻でバレちゃった……!?　え、で、でも龍りゆう之の介すけってそんなに勘がいい……？　そ、それだけ態度に出ちゃってたってこと……？）

　龍りゆう之の介すけの言葉に動きを止める先輩に。

「もしかして、放送室の冷蔵庫に入っていた『大満足３５０％特濃こってりプリン』を食べてしまったのがよくなかったのでしょうか……？」

「……え？」

「夏休みの登校日にたまたま見つけて、賞味期限が近かったので片付けてしまったのですが……」

「え、う、うそ……あ、あれ、食べちゃったの……？」

「……はい……」

「え、えぇえええええ……あれなかなか買えない限定品のとっておきの最後の一個で、家に置いとくと花か恋れんに食べられちゃうし、休み明けまでぎりぎり保もちそうだったから今日食べようと思って楽しみにしてたのに……」

　先輩がその場に崩れ落ちるようにがっくりと肩を落とす。

「……す、すみません……」

「…………にゃ、にゃふ…………」

　喉の奥の奥から絞り出されるような切ない鳴き声。

「……うう……しょうがないよ……悲しいけど、すっごく悲しいけど、龍りゆう之の介すけに悪気はないんだし……ちゃんと言っておかなかったあたしも悪いっていうか……」

　そう口では言うものの、明らかに落ちこんでいる様子である。

　そんな落ちこんだ姿（ネコ耳ヘアーがしょんぼりとしている）もかわいいとはいえ……龍りゆう之の介すけの過失で新学期初日から先輩の気持ちを沈ませたままにはしておけない。

　知恵を総動員して、解決策をひねり出そうとする。

　と、あることを思い出した。

「そ、そうだ、お詫わびと言ってはあれなんですが……今度駅前の百貨店で開催される限定十人対象の『ニャン左ざ衛え門もん握手会』に行きませんか？」

「え？」

「たまたま姉がそこでバイトをしていて、無料招待券をもらったんです。花か梨りん先輩、ニャン左ざ衛え門もんが好きだったと思って……」

「え、そ、それ、ほんと！」

　ぱっと先輩の表情が輝く。

「はい。なのでぜひ」

「もちろん行くよ！　風邪で倒れてても這はってでも行く行く！　『ニャン左ざ衛え門もん握手会』かー。楽しみだなー、ふんふんふ～ん……って、はっ！」

（ち、違うよ！　ニャン左ざ衛え門もんにつられて忘れてる場合じゃないって……！　い、今は龍りゆう之の介すけが勝手に誤爆してくれたからいいけど、龍りゆう之の介すけを見るとヘンに意識しちゃうのをどうにかしないとまずいんだってば……！）

「……」

「ん、ど、どうしたの、龍りゆう之の介すけ？　じーっとこっち見て」

「いえ、気づいてしまったことがあるのですが……」

「！」

（も、もしや、こ、今度こそ……!?）

　何やら身構えたネコのような姿勢をとる先輩に。

「──花か梨りん先輩、もしかしてシャンプーを変えましたか？」

「…………へ？」

「おそらくなのですが、匂いがこの前までのものと違うように思えるのですが……」

「え……あ、う、うん、今まで使ってたのが販売終了になっちゃったから、違うシリーズに変えたけど……」

「やはりそうでしたか。先輩と会った瞬間から気になっていたので」

「え、気づいたことって、それ……？」

「え？　はい」

「……」

（ま、紛らわしい……！　や、シャンプーを変えたのを即座にわかるのも色々あれっていうか、そ、それもそれで恥ずかしいけど……！）

「あ、それと……」

「!!」

（と、とうとうきた……？　さ、さっきからはずれっぱなしだけど三度目の正直っていうし、も、もしも「俺も同じ気持ちです……」なんて言われたら、ど、どう答えたら……？）

　ぎゅっと目をつむって身体からだを震わせる先輩に。

「夏が過ぎても……花か梨りん先輩はかわいいですね」

「…………はい？」

「いえあいかわらず圧倒的なかわいさだと思いまして。ちっちゃくて守ってあげたくなる仔こ猫ねこを彷ほう彿ふつとさせる見た目、ＡＳＭＲで一晩中聞きたくなってしまうような魅力的な声、隣にいるだけで世界のあらゆる環境汚染が浄化されていくような清浄な空気……そのもはや神こう々ごうしいとも言える領域のかわいさに改めて尊敬の念を覚えていたところです」

「ちょ、ちょっと、突然何を言い出すの!?　え、えーえすえむ……？　て、ていうか通学路なんだから少しは声を控えにゃさい……！」

「すみません、一週間ほど花か梨りん先輩に会えていなかったのでつい待てができずに大声になってしまいました」

「あ、あたしってひさしぶりに帰省した実家のワンコに迎えられるご主人様……!?」

「いえ、忠犬ハチ公の飼い主でしょうか」

「もっと重かった!?」

「俺にとって花か梨りん先輩は生涯を賭としてでも待ち続けようと思える存在ですから」

「にゃ、にゃ……っ……」

（そ、そうだった……龍りゆう之の介すけは照れハラのプロだった……。なんか色々考えこんでわーってなってたから忘れてたけど、これだけでもう十分すぎるくらいの破壊力があるんだった……）

　先輩がぷるぷると震えながら耳まで真っ赤にする。

　どこからか、夏休み明け初のワンアウト！　の声が聞こえてきたかのようだった。
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「……あー、も、もうほんとに龍りゆう之の介すけは夏休み明け早々……」

「？　俺がどうかしましたか？」

「……何でもない。龍りゆう之の介すけは龍りゆう之の介すけだってこと」

「はあ……」

　龍りゆう之の介すけには先輩が何を言っているのかさっぱりわからない。

　ただ何か先輩が複雑そうな表情をしていることだけはわかった。

（う、うう、ただでさえ今の龍りゆう之の介すけにどういう対応をしたらいいのかわかんないのに……こ、このままじゃ照れさせられすぎて爆発しちゃうよ……とにかく何か対策を考えにゃいと……）

　先輩がネコ耳ヘアーを抱えて何やら考えこむような仕草を見せる（かわいい）。

　と、その時だった。

「お、そこにいるのは……おーい、おはよ、花か梨りん、後輩くん」

「？　あ、真ま衣い……」

　聞き慣れた声が後ろから聞こえてきた。

　龍りゆう之の介すけが振り返ってみると、そこには笑顔で大きく手を振る真ま衣いさんの姿があった。

「ひさしぶりだねー。後輩くんとはみんなで海に行って以来かな？　元気してたー？」

「はい。真ま衣いさんも変わらないようで何よりです」

「うん、私は元気元気……ん？」

　と、そこで真ま衣いさんがわずかに首を傾かせながら先輩に目をやった。

「どしたの、花か梨りん。なんか顔が赤いっていうかのぼせたみたいな感じだけど……」

「え、や……」

「ははーん、さてはまた後輩くんが無自覚な照れハラをやらかしたのかな？　それで一方的に照れさせられて悶もん絶ぜつしてたとか。当たりでしょ？」

「ま、まあ、そんな感じっていうか……」

「？　なんか歯切れが悪い感じだね。大丈夫？」

　少し心配そうに尋ねる真ま衣いさん。

「体調が悪い……とかじゃないよね？　夏風邪とか……」

「あ、う、うん、そうゆうのではないかな、たぶん」

「ならいいんだけど……花か梨りんは自分のことだとすぐガマンするところがあるから、しんどいようだったらすぐ言うんだよ？」

　労いたわるように真ま衣いさんがそう口にする。

　その姿からは本当に先輩を心配していることが伝わってくるのであって……

「ん、なに、後輩くん？」

「いえ、真ま衣いさんはやっぱり友だち思いですね」

「え？」

「口では軽い感じで言っていますが、花か梨りん先輩のことをまるで我が事のように気にかけているのがヒシヒシと伝わってきます。優しさがにじみ出ているといいますか……」

「え、そ、それは、だ、だって、花か梨りんは友だちだし……」

「友だちとはいっても関わり方は人それぞれです。そんな中でこういう風に親身になって接することができるのは、間違いなく真ま衣いさんの本質が慈愛に満ちたものだからだと思います。そういうところ──素晴らしいと思います」

「！　じ、慈愛って、ちょ、き、きみはあいかわらずそういうことを普通に口にするんだから……！」

「ですが本当にそう思ったので……」

「……あー、そういうことじゃなくてさー……」

「？」

　落ち着かない様子で髪の毛を手でいじる真ま衣いさん。

　どこからかアウト！　の声が聞こえてきたような気がした。

「ま、まあいいや……も、もう、ほんとに後輩くんは触れる者全てを照れさせる無差別破壊兵器みたいだな……ん、あれ？　どうしたの、花か梨りん？」

「……え？」

「今、海辺でお気に入りの唐揚げサンドイッチを食べてたらトンビに横から取られた時みたいな顔してたよ？」

「そ、そうかにゃ……？　べ、別に何でもないよ。ただ……」

「ただ？」

「なんか龍りゆう之の介すけが真ま衣いに照れハラをしてるのを見たら……うにゃうにゃごろごろってなっちゃったっていうか、何だか胸の奥がちくちくってしたっていうか……」

　胸の前でくるくると指を回しながらそう口にする。

「胸の奥がチクチク？」

「う、うん……」

「でも後輩くんがところ構わず無差別に照れハラするなんていつものことじゃ……」

　そこで真ま衣いさんが、何かに気づいたようにぱんと手を叩たたいた。

「──あ、もしかして」

「！　にゃ、にゃにかな……？」

「ははーん、そういうことか。なるほどなるほど」

「な、なに？　そ、そういうことって……」

「みなまで言わなくても大丈夫。そっかそっか、ようやく花か梨りんも自覚したかー。うん、めでたいめでたい」

「ちょ、ちょっと、よくわかんないけど勝手に納得しないでったら！」

「ふふふ、これについては後でじっくり話し合う必要があるかもねー」

[image: ]

「む、むー……」

　先輩が釈然としない表情で真ま衣いさんを見上げる。

　と、その時だった。

「……あ、あの……お、おはようございます……」

　背後から声が聞こえた。

　振り返って見るとそこにいたのは……
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「……お、おはようございます、市いち村むら先輩、高たか遠とお先輩、塔とうヶが崎さき先輩……」

　小さくてか細いものの、まるで夜の星空の下に咲いた花のようなしっとりとした特徴的な声。

　そこにいたのは……大きくて大人びていてきれいな『放送部（仮）』の後輩──舞まい原はらさんだった。

「舞まい原はらさんか、おはよう」

「あ、おはよ、舞まい原はらさん」

「後輩ちゃんも海ぶりだね。同じ時間だったんだー」

「……は、はい……歩いていたら遠くに市いち村むら先輩の姿が見えたので……お、追いかけてきてしまいました……」

「あー、後輩くん、大きくて目立つもんね」

　真ま衣いさんが龍りゆう之の介すけを見て苦笑する。

「……」

「……？……」

「……」

「……え、ええと……い、市いち村むら先輩……？」

　と、そこで龍りゆう之の介すけの視線に気づいたのか、舞まい原はらさんが小さく声を上げた。

　実は舞まい原はらさんの姿を見た時から、龍りゆう之の介すけには気になっていることがあった。

「……あ、あの……わ、わたしに……な、なにか……？」

「いや大したことじゃないんだが」

「……は、はい……」

「舞まい原はらさん、もしかして髪型を変えたのか？」

「……え……？」

　龍りゆう之の介すけのその言葉に舞まい原はらさんは驚いたように目を瞬しばたたかせた。

「……あ、は、はい……す、少し思うところがありまして……ま、前髪を、思い切って五ミリほど短くして……みたのですが……き、気づかれたんですか……？」

「やっぱりか。似合ってる」

「……っ……!?」

「すぐにわかった。前よりも明るい雰囲気になったと思う」

「……あ、明るい雰囲気……ですか……？」

「ああ。すごくきれいだ」

「……！　そ、そんな、まぶしいくらいに……す、すごく……き、きれいで……ま、まるで太陽のように……か、輝いて見えるなんて……!?　……わ、わたしごときアオイソメが……い、市いち村むら先輩からそんなご褒ほう美びをいただくなんて……ひ……ひっ……く……！」

　若干の拡大解釈をしながら後ずさりしつつしゃっくりをする舞まい原はらさん。

　顔を真っ赤にしてわたわたと慌てていたものの、その表情は明らかにうれしげだった。

「…………」

「花か梨りん、またなんかうにゃうにゃしてるんでしょー？」

「！　え、な、なんでそれを……？」

「見ればわかるって。水族館でご飯タイムに一羽わだけ食いっぱぐれちゃったイワトビペンギンみたいな顔してたじゃん。でも、うーん、これはなかなか重症だなー」

　真ま衣いさんが何かを考えこむように口元に手を当てる。

「あー、こうなったらちょっとつついてみるしかないか……」

「……？」

　うなずきながらそう口にすると、真ま衣いさんは龍りゆう之の介すけの方を向いた。

「ねえねえ、後輩くん」

「はい」

「あのさ、何か花か梨りんに変わったところがあるとは思わない？」

「ちょ、ま、真ま衣い……！」

　先輩が弾はじかれたように声を上げる。

「変わったところ……ですか？」

「うん、そうそう。夏休み前と比べて……っていうか、たぶんだけど後輩くんが最後に会った時と比べて何か違うところがないかな？」

「だ、だから、そんなこと訊きかなくていいってば……！」

「そう、ですね……」

「りゅ、龍りゆう之の介すけも考えなくていいから……！」

（う、うう、もう真ま衣いってば……！　で、でもどうせ龍りゆう之の介すけのことだからまた何かズレたこと言うだけだよね……？　う、うん、き、きっとそうだって。心配するだけムダっていうか……）

「べ、別に何もないよね？　あ、あたしはいつも通りっていうか、変わらず年上の風格漂う余裕たっぷりな大人の女っていうか……」

「いえ、あるといえばあるのですが……」

「！　あ、あるの!?」

「はい」

　龍りゆう之の介すけの返答に、焦あせったように先輩が咳せき払ばらいをする。

「あー、は、はいはい、今度はにゃにかな？　シャンプーといっしょにトリートメントも変えたこと？　そ、それともあたしの背が〇・二ミリ伸びたことに気づいちゃったとか……？」

「いえ、そうではなく……」

「？」




「──声が、違うような気がします」




「え……？」

　龍りゆう之の介すけの言葉に、先輩が動きを止めた。

「花か梨りん先輩の声は二つあって……素の時のかわいらしい天使のような声と、張った時の女神のように美しい声が印象的だったのですが……」

「……」

「ですが、さっきから花か梨りん先輩から向けられている声は、そのどちらとも違うもののような気がします。声の色が違うといいますか、言うならば第三の声といいますか……」

「だ、第三の声……？」

「はい。まるで森で舞う妖精のように色鮮やかに輝く瑞みず々みずしい声です。そのどこか弾んだような優しくも甘い響きが鼓膜からそのまま胸の奥まで直接染しみこんでくるかのようで、とても心地よく……愛いとおしいです」

「い、いとお……っ……!?」

「はい、なのでつい意識してしまいます」

「い、いしき……!?　にゃ、にゃっ……!?」

　先輩が鳴き声を上げながら大きくのけぞる。

　そう、愛いとおしい。

　果たしてその表現が正解かどうかはわからなかったけれど、それは龍りゆう之の介すけが抱いた偽りのない気持ちだった。

「声って……後輩ちゃん、わかった……？」

「……い、いえ……わたしにはまったく……」

「だ、だよねー？」

　首を傾けながら顔を見合わせる真ま衣いさんと舞まい原はらさん。

「私たちにはぜんぜんわからないのにそれがわかるって、後輩くん……う、うーん、ちょっと引くくらいの花か梨りんマニアだってことは知ってたけど、まさかここまでとは思ってなかったっていうか……うん、ちょっとびっくりした」

「……す、すごい……です……」

　そんな声が聞こえてくる。

　だけど龍りゆう之の介すけにとって、先輩に何かしらの変化があればたとえそれがどんな小さなものであれ、気づくことなど息をするよりも簡単なことだった。

「というわけで、声が違うんだって。ふふ、よかったね、花か梨りん。ちゃんと大事なところを気づいてもらえてて。恋する乙女の声なのかな？」

「！　こ、恋って、ちょっとなに言って……！　て、ていうか別に、そんなこと訊きいてないっていうか……」

「顔がにやけてるよ、花か梨りん」

「に、にやけてない……！」

「花か梨りん先輩？」

「にゃ、にゃんでもない！　も、もう龍りゆう之の介すけはいいからおとなしくシャンプーの匂いでも嗅ぎ分けながらプリンでも食べてればいいよ！　ス、ステイ！」

「……？」

　耳まで真っ赤にしながらそう叫ぶ先輩。

　通学路のザワザワとした喧けん噪そうの中、どこからかツーアウト！　の声が響き渡ったのだった。
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「それでは花か梨りん先輩、また放課後に」

「……あー、うん、そうだね……」

「……あ……わ、わたしも……し、失礼します……」

「……あ、うん、舞まい原はらさんもまた……」

　そんな風に挨拶を交わして、龍りゆう之の介すけが二年生の校舎に、舞まい原はらさんが一年生の校舎へと消えていき。

　真ま衣いとともに残された花か梨りんは、朝からコミュニケーション過剰な飼い主に撫なで回まわされた仔こ猫ねこみたいに疲れた心地だった。

「……はぁ、疲れた……龍りゆう之の介すけは何でああいう……ああいう……」

「えー、よかったじゃん。花か梨りんが意識してることが伝わってないんじゃないってことはわかったんだから。すごいよね、恋する乙女の声を一瞬で聞き分けるなんて。つっついてみた甲か斐いがあったっていうか」

「だ、だから、こ、恋する乙女とかじゃないし……！」

「ま、そこは見解の違いかもしれないけど、でも何にせよそんなちょっとした違いを後輩くんは気づいたってことでしょ？　そこまで花か梨りんのことをしっかり見てくれてるなんて、ちょっとはうれしかったんじゃない？」

「そ、そんなこと……」

「……」

「……な、なくはない……かもしれないけど……」

　目を逸そらしながら唇をとがらせる花か梨りん。

　そんな花か梨りんの様子に真ま衣いがにんまりと笑う。

「だ、だけど、べ、別に龍りゆう之の介すけにめろめろとか、そ、そういうことじゃないからね！　ま、まだ、その、ちょっと意識しちゃうってだけで、それ以上でもそれ以下でもないから……！」

「はいはい。わかってますって。『まだ』そうなんだよねー」

「にゃ、にゃんか引っかかる言い方……」

「まあまあ。ふふ、ほんとかわいいねー、花か梨りんは」

「う、うー……」

　花か梨りんの頭を撫なでながら真ま衣いが楽しそうに頰を緩める。

　その時だった。

　ヴヴー……

「？」

　ポケットでスマホが振動したのに気がついて花か梨りんは手に取った。

　するとそこにあったのは。




『さっきは言い忘れてしまいましたが、二学期もよろしくお願いします。尊敬する大好きな花か梨りん先輩と同じ時間を共有できることを心から嬉うれしく思います。不ふつ束つか者ものですが、病める時も健やかなる時も、これからもずっと末永く仲良くしてもらえるとありがたいです』




「ん、何これ？　プロポーズの言葉？」

「ち、違うから……！　た、たぶん……！」

　赤くなりながら両手を振って否定する。

「で、でも……尊敬する先輩か……も、もー、しょうがないなー、そこまで言われたらよろしくされるしかないじゃんね、……そ、それに、だ、大好きとかも言われちゃったし。そ、そっかー、龍りゆう之の介すけはあたしのこと大好きかー……む、むふふ……」

　もにょもにょとつぶやきながらも口元が緩むのを抑えきれない花か梨りんに。

「いやもう完全に恋する乙女でしょ。目の奥にハートマークが見えるよ？」

「え、そ、そんなこと……」

「あるある。よっ、恋する乙女♪　かわいいぞー♪」

「だ、だからちが……」

「ふふ、おめでとう。今夜はお赤飯だねー♪」

「にゃ、にゃぁあああああああああああああああああああああああああああああ……！」

　朝の校舎に花か梨りんの鳴き声が響き渡ると同時に、夏休み明け初のスリーアウトチェンジ！　の声もどこからか聞こえてきたのだった。








・本日のアウト数：３

・本日のヒット数：０

・累計のアウト数：47









　──これは、とある何でもない話。

　小さくてかわいい先輩を喜ばせたいがゆえに結果としてすぐに照れさせてしまう一人の男子生徒と、そうやって照れさせられてしまうのを何とかして防ぎつつ後輩に対して威厳を示したい先輩の、色々あったりなかったりする日常のお話だ。



















　＊




「はーい、こんにちは、センパイ♪」

　夏休み明けのとある放課後。

　その日『放送部（仮）』は機材点検があり休みだったため、速やかに下校しようとしていた龍りゆう之の介すけに、校門を出るなり声をかけてきた相手がいた。

「海に行った時ぶりですねー。どうですか、元気してました？　可か憐れんな花か恋れんちゃんに会えずにさみしかったですか？　一人悶もん々もんと眠れぬ夜を過ごしてたりしたんじゃないですかー？」

　制服姿の背の高い中学生──先輩の妹の花か恋れんだった。

「いやそんなことはまったくないが」

「う、いつも通りの塩対応。そこはウソでもさみしかったって言っておきましょうよー。女心を理解しないともてませんよ？」

　龍りゆう之の介すけのリアクションに不満そうにそう口にする。

「花か梨りん先輩以外にどう思われようと何も問題はない」

「……はぁ、もう、あいかわらずなんですからー」

　腰に両手を当てながら大げさにため息を吐く。

「それで何か用事でもあるのか？　わざわざここまで来るなんて」

「あ、そうでしたそうでした。ねえセンパイ、今からわたしといっしょにカラオケに行きません？」

「カラオケ？」

「はいー。駅前に友だちとよく行くところがあるんですよー。いっぱい曲が入ってて楽しいですよ。いいですよね？」

「あいにくだが遠慮しておく──」

「あ、そういえばカラオケで歌うのは発声にいいからお勧めってお姉ちゃんが前に言ってたような……」

「──わかった、行こう」

「うわ変わり身はやっ！　途中まで完全に断ろうとしてた流れだったのに」

「花か梨りん先輩のお勧めなら行かないという選択肢はない」

「……わー、あいかわらず引くくらいお姉ちゃん信者ですねー……まあセンパイがいっしょに来てくれるなら何でもいいですけど」

　少しだけ呆あきれたような目でそう口にすると。

「さ、そうと決まれば気が変わらないうちにさっそく行きましょうか。こっちですよー」

　龍りゆう之の介すけの腕を取って歩き出す。

　こうして龍りゆう之の介すけと花か恋れんの二人でカラオケに行くことになった。

（ふっふっふ、よしよし、誘い出し成功。今日こそ一いつ矢し報むくいてやるんですから。なんかここんところお姉ちゃんはうにゃうにゃしてて頼りないし、ここはわたしがさくっとリベンジを決めてやらないとですからねー）







「さ、それじゃあばりばり歌いましょうかー！」

　カラオケボックスに到着し、そのまま流れるように個室に案内されると、マイク片手に花か恋れんが元気にそう声を上げた。

「何がいいかなー。あ、センパイ、わたしが先に歌ってもいいですか？」

「それは一向に構わないんだが……」

「？」

「どうしてそんな隣に座るんだ？」

　部屋の広さ的には余裕があるにもかかわらず、三十センチと離れないくらいのやたらと近くに座っていた花か恋れんに龍りゆう之の介すけがそう尋ねる。

「えー、だってせっかくいっしょに来てるんだから、近い方がいいじゃないですか。離れて座ったら逆に落ち着かないですよー」

「そういうものなのか」

「そういうものなんです。深く考えたら負けですよー。……ま、わたしもセンパイ相手じゃなきゃこんな至近距離には座りませんけどねー」

「？」

「何でもないです。それじゃ歌いますね。センパイもちゃんと曲を決めておいてくださいよ？」

「わかった」

「ん、よろしい」

　満足そうにうなずいて、花か恋れんがマイクを手に立ち上がる。

　花か恋れんが選んだのは、龍りゆう之の介すけでも知っているくらい有名なアイドルの曲だった。

　慣れた様子で振り付けを合わせながら、元気に声を響かせる。

　先輩にもよく似た高音の聞きやすい声で、普通に上う手まかった。

（ふっふっふ、この曲、振り付けがすっごく人気があるしスカートの裾がひらひらしてかわいいんですよね。さ、どうですか、きっとセンパイはこーいうのに免疫がないだろうから可か憐れんな花か恋れんちゃんに釘くぎ付づけに……）

「……」

「……って、ぜんぜん見てないし！」

[image: ]

「？　いや曲を選んでいたから。だけどちゃんと歌は聴いてはいたぞ」

「そ、それはそうでしょうけど……」

（だ、だけど微動だにしないでリモコンに一点集中してこっちをチラリとも見ないっていうのはどうなんですかね……）

　何やら疲れたように花か恋れんが肩を落とす。

「……まあいいです。ところでセンパイ、曲は決まりました？」

「ああ、大丈夫だ」

「お、じゃあ歌ってくださいよー。なににしたんですか？　演歌とか軍歌とかはＮＧですからねー？」

　からかうように花か恋れんがそう言う。

　真横からの強い視線を感じながらも龍りゆう之の介すけは立ち上がり。

　マイクを手にすると、リモコンの中から選んだ曲を歌い始めた。

「え、ま、まさかのエ●ザイル系……!?」

　花か恋れんが驚いたような表情になる。

「え、い、意外すぎ……セ、センパイ、こんな曲、どこで仕入れてきたんですか……!?」

「日ひ野のからだ」

「日ひ野のセンパイ……？」

「ああ、あいつにはよくカラオケに付き合わされるから、覚えた」

「あー、確かにあの人はこういうの得意そう……」

（しかもセンパイ、いい声してる……聞いてて心地良いっていうかお腹なかの奥にズーンって響く低音っていうか、普通にかっこいい……）

「？」

「!!」

（……って、な、なんでわたしの方が聞きき惚ほれさせられちゃってるんですか！　花か恋れんちゃんのかわいい美声と可か憐れんな姿でセンパイをトリコにするはずなのに……セ、センパイ、おそろしい子……！　て、ていっても、まだまだわたしのターンは終わってないですからね……っ……！）







　そんな感じで何曲か歌い終わって。

　大きく背伸びをした花か恋れんが、ソファにすとんと座りこんだ。

「はあ、歌った歌った。暑いですね。ちょっと喉かわいちゃいました。──あ」

「？」

「ね、センパイの飲み物、ひと口もらってもいいですか？　わたしのなくなっちゃって」

「ああ、構わない」

「ありがとーございます！　じゃあ遠慮なく……」

　そう言って、龍りゆう之の介すけの飲んでいたコップに口をつける。

「……ぷはぁ。おいしい。やっぱり飲み物は炭酸の方がいいですね。この刺激がたまんないです」

「ジンジャエール、好きなのか？」

「はい。このちょっとした辛みもいいですよねー。あ、ありがとうございましたー」

　うなずいて、コップを戻してくる。

（ふっふっふ、この前は二本が一本に合体してるカップルストローでいっしょに飲もうとしたからムダにこっちが照れさせられちゃいましたけど……今回は単独ストローだから完璧です。さ、ストローには今日のために用意した恋する潤いリップの跡がばっちりついちゃってますよ。これにどう対処するんですか、センパイ）

　何やら期待を込めた視線を花か恋れんから感じられたが、特に気にせずに龍りゆう之の介すけはストローを口にした。

「……！　な、なんのためらいもなく口をつけた……!?」

「どうしたんだ、何かあったのか？」

「え、や、その、ストロー……」

「？　何かついていたのか。暗くてよく見えなかったが」

「……」

（こ、この人……わたしのリップ跡を埃ほこりか何かくらいに思ってるんじゃないですかね……？）

　花か恋れんがふるふると小刻みに震える。

（こ、こうなったらもう最後の手段……こ、これだけはあんまりやりたくなかったんですけど……）

「あのセンパイ、少しだけ待っててもらえますか？」

「？　どこに行くんだ？」

「ちょっと受付まで。だいじょうぶです、すぐに戻ってきますから」

「……？」

　勢いよく立ち上がって部屋を出ていく。

　その言葉通り花か恋れんはすぐに戻ってきた。……ネコ耳メイド姿で。

「じゃ、じゃーん、どうですか、センパイ？」

「……」

「こ、このお店、コスプレ衣装も貸し出してるんですよねー。だからお姉ちゃんとおそろいのネコ耳メイドのを借りてきちゃいました。センパイ、こういうの大好きですよね？　に、似合ってますかにゃー？」

「……」

「ちょ、ちょっと、何か反応してくださいよ。かわいいですか？　抱きしめたいですか？　お持ち帰りしてお家うちでノドをごろごろ撫なでたいですか？」

　うにゃうにゃと動きながら、花か恋れんがしきりにそんなことを訊きいてくる。

　だけど龍りゆう之の介すけはというと……

「……」

「あ、あの、センパイ……？　何で無反応なんですかね……？」

「……ん？　ああ、いや、花か梨りん先輩のネコ耳メイド姿を思い出して幸せな記憶に浸っていた」

「……は？」

「花か梨りん先輩のネコ耳メイド姿は本当にかわいかった。愛くるしくて尊くて、まさに生きる重要文化財と言ってもいいほどで……」

「な、なんですかそれー！　べ、別にセンパイがお姉ちゃんのことを大好きなのは知ってますけど、わ、わたしが目の前にいる時くらいはちゃんとわたしのことを見てくださいよー！　ほら、魅惑のにゃんにゃんポーズですよー、にゃんにゃんにゃーん──」

　ネコ耳の横に両手を添えたポーズを取りながら全力でアピールする。

　その時だった。

　ガチャ。

　ふいに花か恋れんの背後の扉が開かれた。

　続いて数人の人影が室内に入ってくる。

「あ、やっぱ花か恋れんだー！」

「!?」

　入ってきたのは花か恋れんと同じ制服を着た中学生らしき三人組の女子だった。

「声が聞こえたからそうだと思ったんだよねー。今日はなんか急いで帰っちゃったから用事でもあったのかと思ったけど、ヒトカラしてたんならあたしらもまぜてくれてもいいじゃん──」

　そこで女子たちの言葉が止まった。

　妙なポーズを取るネコ耳メイドの花か恋れんと龍りゆう之の介すけの姿を見比べる。

　そして一瞬にして全てを悟ったような目になると。

「あー、じゃ、邪魔しちゃ悪いから、あたしら帰るね……」

「え、ええと、また明日学校でね……」

「ば、ばいばーい……」

　気まずそうに手を振りながら、そそくさと退出していった。

「あ、や、ちょ、待って、アカネ……」

　パタリ……

　無情な音とともに扉が閉められる。

　後に残されたのは魅惑のにゃんにゃんポーズを決めたままの花か恋れんと、いまだに微動だにしない龍りゆう之の介すけ。

　そんなシベリアの永久凍土のような空気の中。

「にゃ……にゃぁああああああああああああああああああああああああああああああ……！」

　花か恋れんの悲痛な鳴き声が響き渡ったのだった。
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「──ここに水族館のチケットがあります」

「え？」

　夏休み明けから二週間ほどが経たった放課後。

　ホームルームが終わるとすぐに荷物をまとめて放送室へ向かおうとしていた花か梨りんを呼び止めて、真面目な顔をした真ま衣いがそう告げた。

「二枚組のカップルチケットで、水族館のアイドルゴマフアザラシちゃんのお触りができて、さらにいっしょに写真が撮れる特典付きです。これをあげるから、花か梨りんは速やかに後輩くんを誘って二人で行ってくるように」

「え、ちょ、ちょっと、突然なに？」

　唐突な提案に花か梨りんが声を上げる。

　確かに水族館は好きなのでタダで行けるのならそれはうれしいことだし、特典の内容も惹ひかれるものではあったけれど、どうしていきなり龍りゆう之の介すけと二人で……それも、その、カップルチケットで行くことになるのかさっぱりわからない。

　そんな花か梨りんを見て、真ま衣いが言う。

「だって花か梨りん、まだ後輩くんのこと意識してるでしょ」

「う……」

　花か梨りんが声を詰まらせた。

「新学期になってからもう二週間も経たつのに、いまだにうにゃうにゃごろごろしてばっかりでちゃんと目を見て話せてないよね？　後輩くんは花か梨りんには甘々だから深くは突っこんでこないけど、いつまでもこのままじゃダメだってことは花か梨りんもわかってるでしょ？」

「そ、それは……」

「だからここはしっかり時間を取って、ちゃんと後輩くんと二人で話をすること。いい？」

「う、うう……」

　真ま衣いの言葉はもっともだった。

　龍りゆう之の介すけのことを一方的に意識してしまっている今の状況がよくないことは花か梨りんも十分に自覚している。

　年上の先輩として、『放送部（仮）』の部長として、それはまったくもってＮＧな振る舞いだ。

　だけど頭ではそうだとわかっていても、理屈では何もないように接するべきだと理解していても……目の前で大好きなオモチャをふりふりされたネコちゃんのように意識してしまうものはどうしようもない。

「うん、花か梨りんの気持ちもわかるよ？　それは意識しちゃった相手と急に普通に接しろって言われても難しいよね。特に日常的に武たけ田だの騎馬隊みたいにガンガン攻めてくるあの後輩くんだし。だからそのためにこのチケットを用意したの。いきなり今まで通りに戻るのは無理でも、水族館を回りながらだったら織お田だの鉄砲隊みたいに少しはリラックスして自分の気持ちに向き合えるんじゃない？」

「そ、それは……で、でも、龍りゆう之の介すけにも都合があるんだし、いきなり誘ったりしたら迷惑じゃないかにゃ……」

　花か梨りんのその言葉に、真ま衣いは呆あきれたように瞬まばたきをした。

「えーとさ、この期に及んであの後輩くんが花か梨りんに誘われてミジンコほども迷惑に思うことがあるなんて本気で思ってるの？」

「そ、それは……」

「あれだけ花か梨りんのことかわいいかわいい言ってるのに？　文化祭を二人で回ってなんかいい雰囲気で花火を見たのに？　夏祭りでドキドキしながらお姫さま抱っこされたのに？　あれで付き合ってないっていうのがほとんど笑えない都市伝説だよ」

「で、でも、龍りゆう之の介すけの照れハラはみんなに平等なものだし……」

　なおも煮え切らない花か梨りんに、真ま衣いは深く息を吐いた。

「はー、もう……ほら、いいからちょっとスマホ貸して」

「え、あっ……」

「『今度の日曜日空いてる？　カップルチケットがあるんだけどいっしょに水族館に行かない？』っと……はい、オッケー、送信完了。あとは返信を待つだけだね」

「ま、真ま衣い……！」

「ふふ、後輩くんのことだから五分と待たずに何かリアクションがあるんじゃないかな……あっ」

　ブブブ……

　花か梨りんの小さな手の中でスマホが振動する。

　ＲＩＮＥのメッセージが送られてからわずか十秒後のことだった。

「え、ちょっ、はや……っ……！」

「うわー、さすがは後輩くんだね。パブロフの犬ならぬ花か梨りんだけのおっきなワンちゃんって感じ？　で、何て返事が来たの？」

「あ、え、えっと……」

　赤くなった頰に手を当てながら花か梨りんがスマホの画面に目を落とす。

　そこには短くこう表示されていた。




『たとえその水族館が人食いザメの襲来を受けて血の海になった現場でも必ず行きます』




「……」

「……」

「……」

　それを見た花か梨りんは、こう叫んだのだった。




「そんなフラグが立ちまくった地獄みたいな水族館、あたしが行きたくないよ……！」







　２




　日曜日。

　龍りゆう之の介すけにとって、その日は朝から特別だった。

　胸の奥から何ともいえないような高揚感が湧き上がってきて、世界の全てがまばゆい光に包まれているかのようにキラキラと輝いて見える。

　昨日の深夜に泥でい酔すいした状態で帰宅をして玄関のチャイムを鳴らしまくった挙げ句に龍りゆう之の介すけにさんざん絡からんでからそのままソファでゾンビのように寝てしまった姉の姿でさえ、どこか優しい目で見ることができた。

　その理由は一つであって……

「……」

　──先輩に誘われた。

　二人だけで水族館に行かないかと提案された。

　それだけでまるで野球部時代の練習試合で先発を任された時のように身体からだの奥から力がみなぎってくるのを感じる。

「もう……行くか」

　前回の夏祭りの時と同じく、何があっても絶対に遅れるわけにはいかない。

　たとえ途中で山から下りてきたヒグマの一家に遭遇しようとも、それら全てをなぎ倒してでも進むくらいの覚悟だ。

　強い決意とともに、龍りゆう之の介すけは家を出た。







　待ち合わせ時間は午後の一時だった。

　電車が若干遅れていたため目標（三十分前）よりもわずかに遅い待ち合わせ二十五分前に辿たどり着つくと……

「──あ、あれ、龍りゆう之の介すけ？」

　先輩はもういた。

　待ち合わせ場所である改札を出てすぐのデジタルサイネージの陰で、スマホを手にしながら目をぱちぱちとさせていた。

「花か梨りん先輩？　どうしたんですか。まだ約束の二十五分前ですよ」

「え、そ、それはこっちの台詞せりふだって。何でもういるの？」

「俺は先輩とのデートが待ちきれなくていてもたってもいられなくなっただけですが」

「ひょ……っ……！」

　先輩がＲＩＮＥの送信音みたいな声を上げた。

「まさか花か梨りん先輩からデートに誘ってもらえるなんて思ってもいませんでした。休日に花か梨りん先輩とデートができるなんてまさに望外の極み、恐悦至極もいいところです。嬉うれしさのあまり、デートを提案されたＲＩＮＥをもらったその日から一日十回は辞書でデートの項目を引いていました。ゆえに今日はデート記念日と言ってもいいかもしれません」

「な、何でＪポップの歌詞みたいなことしてるの！　て、ていうか、デ、デートデート言いすぎでしょ！　こ、これはそーいうことじゃ……」

「違うんですか？」

「ち、ちが……っ……」

　と、そこで先輩は上げかけていた声を小さくした。

「……」

「……」

「……」

「……わなくもない……」

「……」

「……」

「……」

「……かも、しれなくもなくない……」

「……」

「……」

「……」

「……気がするかもしれない……今日この頃、だけど……」

　顔をうつむかせながらごにょごにょと言葉を濁す。

　そのまま声をしぼませるようにして黙りこんでしまった。

　人見知りな仔こ猫ねこみたいなその姿もやはりかわいいのは太陽が東から昇るのと同じくらい当然として……それよりも、龍りゆう之の介すけには嬉うれしい気づきがあった。

　デートであることを先輩が否定しなかった。

　最後の方は言葉を濁していたものの、以前とは違いはっきりそうではないと断言することはなかった。

　そのことは……龍りゆう之の介すけにとってこの上なく喜ばしいことだ。

　湧き上がる気持ちを抑えつつ、龍りゆう之の介すけは先輩に言った。

「とにかく、俺は先輩とのデートが楽しみすぎて一日千秋の思いだったのですが……」

「う、うん……」

「花か梨りん先輩はどうしてこんなに早く？　……もしかして俺が待ち合わせ時間を間違えてしまっていたのでしょうか」

「え？　や、そんなことはないよ！　時間は合ってる！」

「ではどうして……？」

「そ、それは、その……」

　首をひねる龍りゆう之の介すけに先輩が再度顔をうつむかせながら指をくるくるとさせる。

　何かに迷っているかのような仕草。

　だけどやがて小さく顔を上げて、微妙に目を逸そらしながらもこう言った。

「……ったから……」

「？」




「……あ、あたしも……きょ、今日がすっごく楽しみだったから……」




「え？」

「……りゅ、龍りゆう之の介すけといっしょに水族館に行けるのが待ち遠しくて……き、気づいたらうきうきで支度して、家を出てたっていうか……あ、そ、その、別に二人だけで出かけることを意識してたわけじゃないんだよ……！（してるけど……！）　た、ただ普通に、きっと今日は素敵な一日になるだろうなって思ったっていうか……りゅ、龍りゆう之の介すけと二人で何かするのは、そ、その、いっつも楽しいし、どきどきしたりもするし……だから今日も……って、あ、あたし、にゃにを言って……うわぁあああ……」

　そこまで言って両手で顔を覆いながらしゃがみこんでしまう。

「……」

　何だろう。

　今日の先輩は……何となくだけどいつもとは雰囲気が違った。

　さっきのデートを否定しなかったこともしかり、今日を楽しみにしていたという今の発言もしかり、普段の先輩からは出てこないリアクションだ。

　それに何より──声が違った。

　どこか弾むような、どこか甘い響きを含んでいるような、耳に柔らかく染しみこんでくる声。

　龍りゆう之の介すけにとってこの上なく愛いとおしく感じられるその声は……夏休み明けから先輩が頻繁に発するようになった第三の声だった。

「……う、うう……え、えっと、とにかくそーいうわけだから……あ、あんまり深く考えないで今日は一日楽しめればって……」

「……」

「龍りゆう之の介すけ……？」

「……」

「ちょ、ちょっと、急に黙らないでって……な、なんか恥ずかしいじゃん……」

　顔を赤くしながら見上げる先輩に、龍りゆう之の介すけは言った。

「いえ、何だか花か梨りん先輩を抱きしめたいと思ってしまって……」

「にゃ、にゃっ!?」

「もちろん俺はいつだって先輩との距離を縮めたいと思っています。二十四時間三百六十五日そう思い続けています。そのことは揺るぎない事実です」

「そ、そこは揺らいでいいよ！　す、少しは自重して！」

「すみません……それはできません。先輩のことを想おもうのをやめたら死んでしまうので」

「お、泳ぐのをやめたら死んじゃうマグロじゃないんだから！」

「だけど今はその気持ちがさらに大きくなってしまったといいますか、想おもいがほとんどあふれてしまいそうで……」

「……っ……」

　この胸の奥から湧き出てくる、温かいようなほっとするようなそれでいて弾むような感情が何なのかは龍りゆう之の介すけにはよくわからない。

　少し前から先輩に感じているヒットやホームランに近いような新鮮な感情だけど、それとも少し違うような気がする。

　ただ少なくともそれは悪いものじゃない。というか間違いなく龍りゆう之の介すけの心に活力を与えてくれるものだ。

　だから……

「もちろん、だからといってここで実際に先輩を抱きしめるようなことはしません。したいのは山々なのですが」

「そ、それは当たり前だよ！」

「ですが……」

「……？」

「今日のデートを記憶に残るものにしたいという気持ちは変えることはできません。なので今日はよろしくお願いします。忘れられない素敵なデート記念日にしましょう」

「あ……」

　龍りゆう之の介すけのその言葉に、先輩は目をぱちぱちとさせていたが。

　やがて。

「え、ええと……は、はい。こ、こちらこそ……よ、よろしくお願いします……」

　ぺこりとお辞儀をしてそう小さくつぶやいたのだった。
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「わー、お魚がいっぱいだー！」

　一面に広がる水槽を見て、先輩が楽しげに声を上げた。

「色んなお魚がいるなー。あれがアジで、あれがイワシで、あっちがサバかな」

「詳しいですね。さすがは先輩です」

「え、そ、そんな大したことじゃないよ。普段料理とかでよく見てるから知ってたってだけで」

　そうは言いながらもそこはかとなく照れくさそうな先輩（かわいい）。

　水槽のあちこちを指さしながら、さらに魚の説明をしてくれる。

「これはスズキで、あっちはサヨリ、そこの岩の下にいるのはカサゴで……」

　先輩の言葉通り、水槽の中ではたくさんの魚が優雅に泳いでいた。

　先ほど説明されたアジやイワシのように馴な染じみの深いものから、サメやエイ、深海魚のような珍しい種類も多く見られる。さらにはカニやイカや貝などの魚以外の生き物もバラエティに富んでいて、見ているだけで楽しいものだった。

「お、あれとか龍りゆう之の介すけにちょっと似てない？　ナポレオンフィッシュ」

「そうですか？」

「うんうん、おっきくて迫力あるけどどこか愛あい嬌きようがあるところとかそっくり」

　スカートの裾をひるがえしながら、少しからかうような口調で先輩が笑う。

　その姿は、水槽のガラスにゆらめく光を背景にして、まるで水の中で踊っている人魚のようだった。

（んん、龍りゆう之の介すけが何を考えてるのかいまいちよくわかんないけど……龍りゆう之の介すけも今日を楽しもうとしてくれてるんだから、あたしもできるだけ普段通りにしないと……）

　両手を握り締めながら何やらうんうんとうなずく先輩。

　ちなみに今日の先輩の服装は、淡い水色のワンピースにニットのカーディガンを合わせたものだった。

　かわいらしくとてもよく似合ったその姿は控えめに言ってもこの上なく魅力的であって、どうしても龍りゆう之の介すけの目はそちらに釘くぎ付づけになってしまう。

　ただそれ以外にも、気になっていることがあり……

「……ちょっと龍りゆう之の介すけ、またヘンなこと考えてない？」

　先輩が疑うような目でそう見つめてくる。

「いえそんなことは」

「ほ、ほんとにぃ……？」

「はい。花か梨りん先輩の服装があまりにもかわいくてまるで水の中を可か憐れんに泳ぐ熱帯魚のようにとてもよく似合っていたので、感慨にふけっていただけです」

「ちょ、そ、それ、十分にヘンなことだから──」

　顔を赤くして声を上げかけた先輩に。

「そのワンピース……水族館に合わせたものですよね？」

「えっ？」

「動くと波が立ったように見える薄い水色が、水槽の光のきらめきにとてもよく合っています。それに髪型もいつもと少し違って見えます。たぶんなのですが、髪に着けているピンは魚のヒレをモチーフにしているんでしょうか」

「……」

「先輩？」

「……え？　あ、う、うん。えっと、それで合ってる。て、ていうか完全に正解。だけど……」

「？」

「よ、よくわかったね？　龍りゆう之の介すけがそこまで気づいて見てくれてたとは思わなかったから、ちょっとびっくりして……」

　意外なものを見たという顔で見上げてくる。

　だけど龍りゆう之の介すけにとって、それは何ら不思議なことではない。

「花か梨りん先輩のことなら、たとえ遺伝子レベルの変化であっても即座に気づく自信があります」

「でぃ、ＤＮＡが出てきちゃった……!?」

「それくらい、おはようからおやすみまでいつだって花か梨りん先輩のことを見ているので」

「そ、それはちょっと怖いけど……で、でも、そ、そっか……ちゃんと見ててくれてるんだ……」

「はい。ですが、あの、余計な感想だったでしょうか……？」

　口にした言葉にウソはなかったけれど、先輩が少しだけ戸惑っているように見えたのが龍りゆう之の介すけには気になった。

　だけど龍りゆう之の介すけのその言葉に、先輩は即座に首をぶんぶんと横に振った。

「え、う、ううん！　そんなことない！　余計なんて、そんなこれっぽっちも！　むしろそうゆう普段とは違う細かなところに気づいてもらえると、女の子はうれしいものっていうか……」

「そうなんですか？」

「そ、そうだよ。それに……」

「？」

「……今日の服と髪型は、龍りゆう之の介すけに似合うって言ってもらえるかなって思って一日かかって選んだやつだから……」

　もにょもにょとそう口にする。

　最後の方は水槽の稼動音にかき消されてしまうほど小さくて、よく聞こえなかった。

「あ、い、今のはにゃんでもない！　それはいいっていうか！　と、とにかく、ありがと、龍りゆう之の介すけ。気づいてくれて……すごくうれしい」

　本当に心からうれしそうな顔でそう言ってくる。

　その笑顔は花がこぼれるような、光り輝くようなもので……

「……」

　思わず目を奪われて、龍りゆう之の介すけはその場で立ち尽くしてしまった。

　やっぱり今日の先輩は……何かが違う。

　雰囲気や態度だけではない、何かが。

　それが何であるのか龍りゆう之の介すけには説明することができないのが歯がゆいところであって……

　その傍かたわらで。

「え、えへへ……気づいてくれた……う、うれしいな……いっつもこうやって普通に褒めてくれれば百点満点なのに……」

　先輩が両手で頰を押さえながらぽつりとそうつぶやいていて。

　どこからか、いつもよりも心もち静かなワンアウトの声が響いたのだった。







　水族館は思いのほか広く、見所がたくさんあった。

　水中トンネル、ペンギンのお散歩、イルカコーナー。

　それらをゆっくりと眺めながら、青い光に浮かび上がる通路を二人並んで進んでいく。

「お、マンタだ。あの子たちでっかくて迫力があるから見ごたえがあるんだよねー」

「マンタ？」

「あ、うん、あそこで泳いでるおっきいエイのこと。大きいものだと横幅が八メートルくらいになって、ダイビングとかやる人たちに人気らしいよー」

　ヒレをはためかせる巨大なシルエットを指さして先輩が言う。

「さっきもそうでしたが、詳しいですね。先輩は水族館によく来られるんですか？」

「うん、水族館って昔から好きなんだー。よく家族で来たりもしたし」

「家族と、ですか」

「そうそう、お兄ちゃんとか花か恋れんとかもいっしょで。ていってもお兄ちゃんは見ている間ずっとつま先立ちとかの筋トレをしてたし、花か恋れんはとにかく映えスポットで写真を撮るのに夢中だったけど」

「何というか……らしいですね」

「でしょー？　せっかく水族館に来てるのに二人ともぜんぜんお魚を見てなかったんだよねー。だから今日みたいに龍りゆう之の介すけがいっしょに楽しんでくれるのは新鮮なんだー」

　先輩はこの上なく上機嫌だった。

　終始にこにこ笑顔で、歩きながら時々「にゃんにゃんにゃーん、にゃんざえもーん♪」と鼻歌のようなものを歌っている。

　それが何に起因するものなのかはよくわからなかったけれど、先輩が楽しげな表情を浮かべていてくれればそれだけで龍りゆう之の介すけは無条件に幸せだった。

　やがて海水魚ゾーンを抜けて、新しい区画へと足を踏み入れる。

　他の場所に比べて少しだけ薄暗いその空間は……

「うわぁ、きれい……」

　先輩が放心したように声を上げる。

　そこにあったのは……円筒状の水槽の中にたくさんのクラゲが浮かぶスペースだった。

　緩やかに流れる水の中を、ゆらゆらと何種類ものクラゲが揺れながらたゆたっている。数が多すぎてどれくらいいるのか見当も付かないが、百匹以上いるのは確実だろう。中にはぼんやりと光っているように見える個体もあって、それはもう幻想的といっていい光景だった。

　先輩が興奮したように言う。

「ここ、クラゲホールっていうんだって。千五百匹以上のクラゲが集められてて、水族館の中でも人気スポットらしいよ」

「そんなにたくさんいるんですね」

「ね、びっくりだよね。ていうかあたし、クラゲって好きなんだー。なんか見てるだけで気持ちが落ち着いてくるっていうか。ほら、たくさんのクラゲがゆらゆらふわふわしてるのってまるで星みたいで、宇宙にいるみたいに感じるんだよねー」

　それは的を射た表現だと龍りゆう之の介すけは思った。

　周囲には青い照明に照らされて何かのオブジェのように浮かんでいるたくさんのクラゲ。さらに辺りが薄暗くゆったりとしたヒーリング音楽が流れていることもあいまって、何だかこの場所だけ現実から切り離されたような不思議な気分になってくる。

　周りにいるのがカップルばかりというのもまたそれに拍車をかけているのかもしれない。

「何だか……落ち着きますね。ずっと見ていられそうです」

「でしょ？　なんか無になれるっていうか、クラゲって癒やしの極みだよねー」

「はい。俺もクラゲが好きになりそうです」

「おっ、ほんと？　ふふ、龍りゆう之の介すけも気に入ってくれてうれしいなー。クラゲ推し仲間が増えた♪」

　本当に嬉うれしそうに先輩が笑う。

　そんな先輩の様子に目を細めながら、少しリラックスした心地で龍りゆう之の介すけは一歩水槽に近づこうとして。

　その時だった。

　ピタリ……

「？」

　柔らかくて温かな何かが、龍りゆう之の介すけの手に触れた。

　何かと思い見てみると……特に何も考えずに遊ばせていた龍りゆう之の介すけの手が、先輩の右手に触れていた。

「あ……っ……」

　先輩が小さく声を上げる。

　それは本当に偶然の接触だった。

　もちろん龍りゆう之の介すけとしてはいつだって先輩に触れたいという願望はある。だけどそれは当然時と場所くらいは弁わきまえている。同意なしにそういった行動に出ることはまずあり得ない。

　だからこの接触はある意味でイレギュラーの極みだ。

　そう考えれば、すぐにでも離れるべきなのだろう。

　だけど……

「え……？」

「……」

　触れていたその手を……龍りゆう之の介すけはぎゅっと握り返した。

「!?　りゅ、龍りゆう之の介すけ……？」

　先輩が弾はじかれたように顔を上げる。

「……」

「そ、その、こ、こここここれってどういう……」

「……」

「え、ええと……て、手指マッサージ……ってわけじゃ、な、ないよね……？」

「……」

「……」

「すみません……気づいたら、自然にこうしてしまっていました」

「え、し、自然にって……あ、え、あ、あの……」

「先輩の温ぬくもりを感じていたらどうしても離したくなくなってしまい……。花か梨りん先輩は……イヤでしょうか？」
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「えっ……？」

「できるならしばらくこのままにしていたいのですが……ダメですか？」

「え、や、そ、その、ダ、ダメってことはにゃいけど……」

「……」

「あー、え、えっと、にゃ、にゃんていうか……」

　ネコ耳ヘアーをぷるぷるとさせながら、しばらくの間先輩は落ち着かない素振りで口をぱくぱくとさせていた。

　何かを言いたいような、だけどそれが言葉にならないような、そんなもどかしそうな素振り。

　だけどやがて観念したようにぎゅっと目をつむって。




「い……いいよ」




「え？」

「い、いいよって……言ったの。も、もうちょっと……このままで、いよっか……？　こ、ここ、暗いからはぐれちゃうかもしれないし……りゅ、龍りゆう之の介すけの手はあったかくて何だか気持ちいいし……」

「……はい」

　その返答に、龍りゆう之の介すけは再度先輩の手を握り締める。

「ひゃ……っ……」

「すみません、強すぎましたか？」

「え？　あ、だ、だいじょうぶ。ちょっとびっくりしただけだから……」

「……」

「……」

「……」

「……龍りゆう之の介すけの手、おっきいね……」

「先輩の手は小さいです。すっぽり収まってしまいます」

「う……よく言われる。ＳＳサイズっていうか、子どもの手みたいだねって。花か恋れんと比べてもぜんぜんちっちゃいし……」

「ですが……」

「？」

「これはこれで、バランスがいいのではないでしょうか。おかげで宝物のような先輩の手を余すことなく全て包みこむことができます」

「ひょ……っ……ま、またそーいうことを……」

　先輩が声を上ずらせて。

「で、でも……なんかこの包みこまれてほっとできる感じって、嫌いじゃない……かも……。も、もうちょっとこうしてたいっていうか……」

　もにょもにょとそう口にする。

　そのまましばらくの間、クラゲホールで過ごした。

　ゆっくりとクラゲを眺めながら、とりとめもないことを口にし合う、穏やかで静かな時間。

　だけどその間……先輩と龍りゆう之の介すけの手は、しっかりと繫つながれたままだった。




　青い光に包まれる静かなクラゲホールに、ツーアウトの声が響いたのだった。
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「そ、それじゃあ次はどこに行こっか？」

　クラゲホールに十五分ほど滞在した後に。

　声を上ずらせた先輩が、どこか落ち着かない様子でそう口にした。

「タラバガニゾーン？　サメコーナー？　それとも深海魚スペース？　きゅ、休憩がてらお土産売り場でお魚グッズを見るのもいいかにゃ……。りゅ、龍りゆう之の介すけはどうしたい？」

「そうですね、俺は……」

「……」

（う、うう、まだ龍りゆう之の介すけの手の感触が残ってるような感じがする……余韻っていうのかじんわり龍りゆう之の介すけの体温が染しみこんでる感じっていうか……）

「先輩？」

「……」

（て、ていうか、何で龍りゆう之の介すけはこんなに平然としてるの……？　あ、あたしはもういっぱいいっぱいで油断したらこの場でごろごろ転がってニャン左ざ衛え門もんローリングみたいに悶もん絶ぜつしちゃいそうなのに……）

「あの、どうかしましたか？」

「……」

（りゅ、龍りゆう之の介すけが鉄仮面だってことは知ってたけど……な、なんかこんなの不公平っていうか……あ、あたしばっかり龍りゆう之の介すけのことが好きみたいじゃん……！）

「ええと……」

「……はっ。え、あ、な、なに……？」

「はい、これからどうしたいかについてなんですが」

「あ、う、うん、そう、どこに行きたい？」

「俺はそろそろあれに向かいたいです」

「あれ？」

　先輩が小さく首を傾ける。

「はい。チケット特典の一つの……」

　龍りゆう之の介すけの言葉に、先輩は思い当たったように顔をうなずかせた。

「あー、あれね。う、うん、いいよ。あたしもそう思ってたから」

「ならよかったです。行きましょうか」

「そ、そだね」

（と、とにかく……龍りゆう之の介すけが微動だに反応してないんだから、あたしだけひとりうにゃうにゃするわけにはいかないって！　い、いいかげん年上の余裕を見せつけて先輩の威厳ってやつをびっと見せつけないと……）

　何やら先輩がふんす！　と両手を握り締めながら気合いを入れているのを横目に。

　隣に並んで歩き出す。

　龍りゆう之の介すけたちが向かった先は、とあるコーナーだった。

『触れ合いドキドキアザラッシュ体験』と書かれた看板のあるそこは、本日のハイライトでもある場所の一つであって……

「わ、アザラシちゃんだー！」

　隣の先輩が黄色い声が上げる。

「かわいいなー。身体からだはおっきいのに小さな真ん丸な目してる。ふふ、元気だなー」

　先輩の視線の先では、女性の飼育員さんに背中を撫なでられて一メートルはあろうかというアザラシがバタバタとヒレを動かしていた。

　ここはプールの脇に設置された常設コーナーで、通常はアザラシの芸を見ることができるだけらしいのだけれど、カップルチケットを持っている入場者は特別に触さわったり写真を撮ったりできるとのことだった。

「いらっしゃいませ。カップルチケットのお二人ですか？」

「あ、はい」

「そうですか。でしたらこちらへどうぞ。お触りができますよ」

「ふふ、お触りお触り～♪」

　笑顔の飼育員さんに促されて、プールの前にブルーシートが敷かれたスペースへと先輩と二人で上がっていく。

「それじゃあまずは自己紹介から。この子は──」

　飼育員さんがアザラシを指さして。

「かりんちゃんっていいます」

「え？」

　その声に合わせてアザラシがおうおうっ♪　と鳴き声を上げる。

「かわいい名前ですよね。かりんとうに似てるからこの名前が付けられたんですよー。呼んであげると喜ぶので、遠慮なく声をかけてあげてくださいね」

「え、あ、は、はい……」

　先輩が複雑そうな声でそう返事をする。

「あー……」

　オウオウ♪

「え、ええと……」

　オウオウオウッ♪

「か──かかかか、かり……」

　戸惑うように声を詰まらせる。

　偶然とはいえ、さすがに自分と同じ名前のアザラシには声をかけにくそうだ。

　なので。

「──かりん」

　オウッオウッ♪

　龍りゆう之の介すけが代わりにそう呼びかけた。

「……っ……」

「かりん、いい名前だな。俺は龍りゆう之の介すけだ。よろしく頼む」

　オウオウオウッ♪

「わぁ、いい反応ですね。かりんちゃん、あなたのことが好きみたいですよ」

　飼育員さんがにっこりと微ほほ笑えむ。

「そうですか。俺もかりんのことが大好きなので、嬉うれしいです」

「……！」

「人ひと懐なつこい性格、耳みみ馴な染じみのいい声、つぶらな瞳……どこから見てもかわいらしく、愛いとおしく思えます」

「……!!」

（ア、アザラシちゃんだよね？　アザラシのかりんちゃんのことだよね!?　う、うう、あ、あたしじゃないってわかってるけど……で、でもなんか……名前を呼ばれてそんなことを言われるとむずがゆいっていうか……）

「ふふ、仲良しさんですね。それじゃあお兄さん、よかったら相思相愛のかりんちゃんの頭を優しく撫なでてあげてください」

　飼育員さんがそう勧めてきてくれる。

「わかりました」

　それにうなずき返して龍りゆう之の介すけは一歩前に出ると。




　なでなで……




「ちょ、ちょっと龍りゆう之の介すけ、なんであたしの頭を撫なでてるの！」

「……え？」

「りゅ、龍りゆう之の介すけが撫なでるのはアザラシのかりんちゃんでしょ！　な、撫なでる相手が違うよ……！」

「……ハッ、すみません。俺にとって『かりん』と言われれば先輩かうちの金魚なので、つい……」

「び、微妙な二択!?」

「しかしどちらも俺にとっては傍そばに置いておきたい麗しの赤い宝石という意味では変わりません」

「だ、だれがうまいこと言えと!?」

　金魚みたいに顔を赤くしながら先輩が肩で息をする。

「あ、あのう……」

　聞いている方が恥ずかしくなってきそうなやり取りに、飼育員さんが困ったような様子で声をかけてきた。

「あ、す、すみません、騒がしくて……」

「いいえ、大丈夫ですよ。あ、それよりよかったらお二人とかりんちゃんとで、記念撮影をしませんか？　その方がよさそうですし……」

「あ、は、はい。お願いします」

　真っ赤なまま先輩がうなずいて。

「ほ、ほら、龍りゆう之の介すけも」

「はい」

　上機嫌のかりんちゃんを真ん中に、左右それぞれに先輩と龍りゆう之の介すけが立つ。

「それじゃあ撮りますよー。ポーズを取ってくださーい。はい、チーズ──」

　飼育員さんの合図とともにスマホのシャッター音が辺りに響く。

　と、その時だった。

　ビッタン……！

　ふいに、かりんちゃんが身をよじらせるようにしてその大きな尾を強く振った。

　後から聞いた話だとそのジェスチャーはかりんちゃんが最高に喜んでいる時にやる絶頂のポーズなのだということらしいのだけれど……その時はそんなことは知る由よしもなく。

　勢いで、後ろにあったプールに振り下ろされた尾が叩たたきつけられる。

　辺りに響く轟ごう音おんとともに大きく舞い上がった水みず飛沫しぶきが、運が悪いことにちょうど先輩のいた場所を直撃しようとして……

「危ない……！」

　ガバッ……！

「え……!?」

　龍りゆう之の介すけが覆おおい被かぶさるようにして先輩の前に立ち塞がった。

　直後に大量の水が背中から龍りゆう之の介すけの全身に降り注いだ。

「りゅ、龍りゆう之の介すけ……！」

「大丈夫ですか、花か梨りん先輩」

「え……？」

「濡ぬれたりしていませんか？　せっかくの素敵な服と髪なんですから」

「あ、う、うん、あ、あたしはぜんぜん！　で、でも龍りゆう之の介すけが……！」

「俺は大丈夫です。ただ水を被かぶっただけですから」

「で、でも……」

「野球部の時はよく練習中に頭から水を被かぶったりしていましたからこれくらい何ともありません。花か梨りん先輩が濡ぬれるのを防ぐことができたならそれだけで俺は満足です」

「龍りゆう之の介すけ……」

　先輩が言葉を詰まらせる。

「だ、大丈夫ですか！　す、すみません、かりんちゃんが大変なことを……」

　飼育員さんが慌てた様子で走り寄ってくる。

「いえ、平気です。大したことはありません」

「で、ですが……」

「かりんのちょっとしたイタズラから花か梨りん先輩を守っただけです。かりんにもきっと悪気はなかったんでしょう。花か梨りん先輩に何もなかったのでかりんのことは𠮟らないでやってください」

「は、早口言葉みたいになってる!?」

「それにこの花か梨りん先輩は、俺にとって世界で一番大切な存在です。身体からだを張って守るのは当然ですから」

「……っ……」

　龍りゆう之の介すけのその言葉に先輩だけでなく飼育員さんまでもが顔を赤くして、さらにはかりんちゃんが嬉うれしそうに尾とヒレをビッタンビッタンさせる中。

　スリーアウトチェンジ！　の声が大きく辺りに響いていたのだった。
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「ほ、ほんとにだいじょうぶ、龍りゆう之の介すけ……？」

「はい、何も問題ありません」

『触れ合いドキドキアザラッシュ体験』コーナーでの一件を終えて。

　龍りゆう之の介すけはその足で売店へ向かうと、お土産用の服を買って着替えたのだった。

　その後、水族館巡りは特に大きなアクシデントは起こらずに滞りなく終了して……今は胸元に『ビンチョウマグロＬＯＶＥ』と書かれたＴシャツ姿で、先輩と並んで駅へと向かって歩いている。

「ほんとごめんね、あたしのせいで……」

「いえ、気にしないでください。むしろ愛らしい一輪の花のような花か梨りん先輩を守る壁となれたことを誇りに思います」

「う、うう、あいかわらず照れハラだけど……今はあんまり強く言えにゃい……」

　気まずそうに目を逸そらしながら先輩が小さくそう漏らす。

（ていうか龍りゆう之の介すけの手……おっきかったな……握ってもらってると何かほっとするっていうか、守られてるような感じがして……）

（あのまま……ずっと繫つなぎっぱなしでもいいかにゃ、とか少しだけ思っちゃったし……）

（……今とかも、もし繫つなごうとしてくれたら……）

（……）

（……って、ダメじゃん……！　りゅ、龍りゆう之の介すけに対する態度を普通に戻すために今日はいっしょに来たはずなのに、余計に意識しちゃうなんて本末転倒だよ……！）

　首を振りながら頭を抱える先輩に。

「花か梨りん先輩？」

「え？　あ、な、なに！」

「いえ、駅に着いたので……」

「あ、そ、そう……」

　先輩が今気づいたかのように慌てて顔を上げる。

　どうして心ここにあらずなのかはわからなかったけれど、龍りゆう之の介すけにはまだ先輩と別れる前にやるべきことがあった。

「あ、じゃ、じゃあ、今日のところはここで解散かな。色々あったけど今日は一日ほんと楽しかったよ。また明日学校で──」

　先輩がそう言いかけたところで。

「あの、花か梨りん先輩、これを」

　呼び止めて、あるものを差し出した。

　手のひらに載るサイズのそれは……

「？　これって……」

「タコクラゲのキーホルダーです。花か梨りん先輩、クラゲが好きなようだったので、さっき売店でＴシャツといっしょに買いました。よかったら今日の記念にもらっていただけないでしょうか？」

「え……」

　先輩が不意打ちを食らったような表情になる。

「い……いいの……？」

「はい、ぜひ。というか花か梨りん先輩のために買ったものですから。もらってもらえないと割と俺が困るのですが……」

「そ、そうなんだ……」

「はい」

「そ、そっか……じゃあ遠慮なくいただくね」

「どうぞ」

「あ、ありがと。ふふ、かわいい」

　手にしたクラゲを大切そうに見つめて、先輩が笑みをこぼす。

　その笑顔は本当に心から喜んでくれているであろうことが伝わってくるもので……そんな先輩の姿を見ることができただけで、龍りゆう之の介すけはノーヒットノーランを達成できた時のような満足した気分になることができた。

「それじゃあ俺はここで失礼します。今日は本当に楽しかったです。また学校で」

「あ、う、うん、またなー」

「失礼します」

　手を振る先輩に頭を下げて、龍りゆう之の介すけはその場を立ち去った。

「……」

　そんな龍りゆう之の介すけの姿を見送りながら、先輩は心の中で一人つぶやいていた。

（も、もう……こ、こんなことされちゃったら、余計に意識するしかないじゃんか……。ず、ずるいっていうか……）

（ほ、ほんと、クラゲホールでの、あの、て、手て繫つなぎといい、アザラシちゃんゾーンでのあれといい、そ、それにこのサプライズプレゼントといい、今日はもう惨ざん敗ぱいっていうか……龍りゆう之の介すけは天然もののブリみたいな照れハラ出世魚だよ……）

（……でも……）

（……ふふ……）

（……うん……このクラゲは、大事にしよ……）







　先輩と別れて改札に入って、龍りゆう之の介すけは一人で左手を見つめていた。

　ついさっき、先輩の右手を包みこんでいた手。

　その手の先には、まだ先輩の柔らかな温ぬくもりが残っているかのようだった。

「……」

　女子と手を繫つないだのは、今回が初めてというわけではない。

　小学校や中学校の行事などで隣になった女子と繫つないだことはあるし、そもそも姉がいることから姉本人やその友だちとそういうことをした経験は正直数え切れないほどある。

　しかし今回の先輩とのそれは……今までのものとは決定的に違うように感じられた。

　もちろん相手が先輩だからというのはある。

　ちっちゃくてかわいくてつい家にぬいぐるみのようにお持ち帰りしたくなる先輩と手が繫つなげるなんて、それだけで龍りゆう之の介すけにとっては天に昇ってしまうほどの僥ぎよう倖こうだ。

　だけど……それだけじゃないような気がした。

「……」

　胸の奥がずっとドクドクと音を立てて止まらない。

　時速百六十キロのピッチングマシーンのように激しく鳴動して、身体からだ中じゆうの血液が勢いよく駆け巡っているのを感じる。

　さっきまでは先輩といっしょにいた手前平静を装よそおっていたが、実際のところかなりギリギリな状況だった。

「ツーベースヒットを打たれたような気分だ……」

　先輩の感触が残る左手を胸元に当てる。

　その奥では、やはり心臓が激しく鼓動をしていたのだった。








・本日のアウト数：３

・本日のヒット数：２

・累計のアウト数：48
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　おかしいな、と思ったのは、花か梨りんが放課後に放送室に入ってから三十分ほどが過ぎた頃のことだった。

　龍りゆう之の介すけが来ない。

　いつもだったら遅くともホームルームが終わってから十分以内──何もなければほぼ終了と同時に即座にやってくるはずの龍りゆう之の介すけが、一向に放送室に姿を見せないのだった。

「どうしたんだろ……？」

　何か事情があって遅れているのだろうか。

　だけどそれならそれで、龍りゆう之の介すけならＲＩＮＥか何かで連絡の一つくらいしてくるはずだ。

　それがないということは、これはもしかして……

「うう、やっぱり昨日の水族館が影響してるのかも……」

　そうとしか思えなかった。

　色々とアクシデントがあったとはいえ、改めて思い返してみれば花か梨りんの行動はあまりにもグダグダだった。

　グダグダというか、ほとんど壊滅的だったと言っていい。

　先輩の余裕と威厳はどこにやら。完全に迷子になっていたと言っていいだろう。あれを見て先輩としての花か梨りんに龍りゆう之の介すけが見切りをつけたとしても……おかしくはないかもしれない。

「ど、どうしよう……！」

　思わず声が出る。

　もしもこのまま龍りゆう之の介すけが来なくなってしまったら、部員不足で『放送部（仮）』の存続の危機だ。

　というかそんなことよりも何よりも……龍りゆう之の介すけがいないなんて、今の花か梨りんには考えられない。

　それはもうほとんど地球上から酸素がなくなってしまったようなもので……

「……」

　とにかく、ここでこうしてうにゃうにゃとしていても始まらない。

　何であれ、龍りゆう之の介すけの様子を確認しないと。

「……っ……」

　カバンを手にして、花か梨りんは放送室を飛び出したのだった。







「あれ、高たか遠とお先輩ですか？」

「！」

　花か梨りんがやって来たのは二年一組の教室。その入り口ドアの陰から仔こ猫ねこのように恐る恐る中を覗のぞいていると、ふいに声をかけられた。

　そこにいたのは見覚えのあるコミュ力の高そうな男子生徒──龍りゆう之の介すけの友だちでもある、日ひ野の明あき良らだった。

「あ、ひ、日ひ野のくん……」

「やっぱそうだ。どうしたんですか、二年の教室に来るなんて珍しいですね」

「あ、う、うん、ちょっと……」

「もしかして龍りゆう之の介すけですか？」

「！」

　ズバリな名前に、思わずびくりと身体からだを震わせる。

　その名前を聞いただけで、心臓が口から飛び出してしまいそうなほど衝撃を受けた自分に驚きつつ、何とか気持ちを落ち着けて花か梨りんは言葉を続けた。

「う、うん、そうなんだ。放課後になっても放送室に来ないから、どうしたのかなって……」

　花か梨りんのその言葉に。

「龍りゆう之の介すけ、今日は休みっすよ」

「……え？」

「なんか風邪を引いたとかって担任が言ってました。皆勤賞常連のあいつが休みなんて、九月に雪でも降るんですかね」

　冗談めかしながらそう口にする。

　だけど花か梨りんにとっては、その前に出た言葉の方が重要だった。

「えっと、休……み……？」

「あれ、先輩には連絡いってないんですか？」

「あ、き、きてない……かも……」

「そうなんですね。連絡できないくらいしんどいのかな」

「！」

　その言葉に花か梨りんは顔を青くした。

「え、そ、それってまずいんじゃない……!?　龍りゆう之の介すけ、確かご両親とは離れて暮らしてるって言ってたし、まさか倒れて動けなくなったりしてるんじゃ……」

「え？　あー、確かに龍りゆう之の介すけはお姉さんと二人暮らしのはずですけど、別に山奥で周囲との関係を絶って暮らしてるってわけじゃないし、それにあのお姉さんもこういう時ばかりは頼りになるはずだからそこまで心配するようなことじゃ──」

　日ひ野のの声を最後まで聞かずに。

「ひ、日ひ野のくん、龍りゆう之の介すけの家って知ってる!?　確か隣町にある公園の近くだよね……！」

「あ、はい、それは」

「教えて！　スマホに地図送って……！」

「えっと、ここっすね」

「わ、わかった、あ、ありがと！　とにかく行ってみるから……！」

「あ、ちょ──」

　続く言葉も待たず、花か梨りんは勢いよく身をひるがえすと全速力で教室を出ていった。

　そんな一生懸命な小動物みたいな後ろ姿に、日ひ野のは一言こうつぶやいたのだった。




「あんなに必死になってかわいいなぁ……。それに風邪を引いて寝こんでるところに大好きな先輩からのお見舞い……くぅ、青春かよ。いいなぁ、龍りゆう之の介すけは……。俺も家系ラーメンを食べすぎて寝こんだら真ま衣い先輩が来てくれないかな……」
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　白い天井が、まるで見知らぬ家のもののように龍りゆう之の介すけには見えていた。

　視界がぼんやりとかすみ、熱を持った頭は思考をうまくまとめてくれない。

　熱い息を吐き出しながら、ベッドの中で鉛のように重い身体からだを動かした。

「……」

　さっき脇に入れた体温計は三十八度を示している。まだまだ上がりそうな勢いだ。

　風邪を引いたのなどいつぶりだろう。

　記憶を掘り起こしてみても、ここ数年ではまったく思い当たらない。

　見た目の通り頑強な体質であったため、普通の風邪はおろか、インフルエンザすらもただの一度たりともかかったことはなかったのだ。

「……こんなにしんどかったっけか……」

　寝返りを打ちながらそうつぶやく。

　頭だけでなく身体からだの節々も痛い。

　全身は汗でじっとりと濡ぬれている。

　とにかく今は安静にして熱が下がってくれるのを待つしかない。

　目をつむり、ひと眠りしようとした時だった。




「龍りゆう之の介すけ……！」




　声が聞こえた。

　耳心地がよく、まるで岩に水が染しみ入いってくるかのように頭に優しく響く澄み渡った先輩の声。

　最初は幻聴かと思った。

　弱った身体からだが癒やしの極みともいえる先輩成分を欲ほつするあまり、脳内で先輩の声を捏ねつ造ぞうしてしまったのだろうと。

　とはいえ幻聴であっても先輩の声が聞けるのならば、それはそれでいいと思ったりもしたのだけれど……




「龍りゆう之の介すけ……！」




　再度響く声。

　気のせいかさっきよりも声が近くなったような気がする。

　幻聴でも先輩の声は妖精みたいで心地良いな……などと思いながら小さく目を開ける。

　するとうっすらと開いた視線の先に、真まっ直すぐに龍りゆう之の介すけを見つめるネコ耳ヘアーのちっちゃくてかわいい先輩の姿が見えた。

「……」

　とうとう幻聴だけじゃなく幻覚まで見え始めてきたのだろうか。

　これはいよいよまずいかもしれない……と思い始めたその時。




「龍りゆう之の介すけ……！　だ、だいじょうぶ……!?　い、生きてる……！」




「え……？」

　幻覚じゃなかった。

　思わず手を伸ばしたベッドの脇。

　その手を握り返しながら必死な顔で龍りゆう之の介すけに向かって呼びかける先輩が……確かにそこにいた。

「花か梨りん先輩……？」

「う、うん、そうだよ！　あたし！　わ、わかる？」

「……はい。もちろんです……先輩のかわいらしくこの世界に二つとない顔を俺がわからないわけがありません……」

「……っ……こ、こんな時まで照れハラなんてほんと龍りゆう之の介すけだな……！」

　ひるんだように目を細めながら顔を赤くする。

「で、でも、よかったよ……お風ふ呂ろ場ばとかで倒れてたらどうしようかと思ったんだから……」

　ほっと胸を撫なで下おろす先輩に。

「……先輩、どうしてここに……？」

「あー、うん、えっと……日ひ野のくんから龍りゆう之の介すけが風邪引いて欠席してるって聞いて、心配になってお見舞いに来たんだよ。ご両親がいっしょじゃないから困ってるんじゃないかって思って……」

「日ひ野のが……」

「で、住所を聞いてここまで来たんだけど、でもチャイムを鳴らしてもだれも出てこなくて……それでドアノブを触ってみたら鍵が開いてるから、まさか龍りゆう之の介すけに何かあったんじゃないかって思って……」

「……そう、なんですね……」

　だいたいの事情を龍りゆう之の介すけは理解した。

　ドアが開いていたのは……おそらくまたあのズボラな姉が鍵をかけ忘れていったのだろう。

「そ、それで、だいじょうぶなの？　倒れてはなかったけど、龍りゆう之の介すけが風邪引くなんて珍しいって日ひ野のくんが言ってたから……」

「……ええ……おそらく十年ぶりくらいです……」

「そ、そんなに？　ほんと健康体なんだね……って、それってもしかして、昨日びしょ濡ぬれになったのが原因じゃ……」

　不安そうな表情になりかけた先輩に。

「……いえ、それは関係ないと思います……濡ぬれた服はすぐに着替えることができたので」

「そ、そうなの……？」

「……はい。むしろあの後、家に戻ってからバットで素振りを三百回ほどしてそのまま寝てしまったので、それが原因かと……」

「す、素振り？　な、何でそんなことしたの!?」

「……それは……」

　そこで口ごもる。

　先輩と手を繫つないでから、壊れたピッチングマシーンのようになってしまった胸の高鳴り。

　帰宅してからも消えなかったそれを頭から払ふつ拭しよくするために無心で素振りをしていたとは……どうしてか言い出しづらかった。

　龍りゆう之の介すけが黙っていると、何かを察したのか先輩が首を振った。

「あー、うん、それはまあいいや。それよりも大事なのは、今どうするかだよね」

「……どうするか、ですか……？」

「うん、そ。とにかく、龍りゆう之の介すけはここで寝てて。ちょっと台所とか色々借りるから」

「え……？」

「任せといて！　今日はあたしが先輩としての経験をフルに活用して、全力で龍りゆう之の介すけのことを看病してあげるから……！」

　そう言って、先輩は小さな胸をドンと叩たたいたのだった。
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　何ともいえない良いい匂いが部屋中に漂っていた。

　食欲をそそる、ダシと調味料が入り混じった温かな香り。

　ベッドの上で待てをされた大型犬のように待機をする龍りゆう之の介すけに。




「──じゃじゃーん、お待たせ。花か梨りん先輩特製、たっぷり生しよ姜うが入いり卵とじおじやだよー！」




　エプロン姿の先輩が、満面の笑みとともに鍋を運んできた。

「どうどう、おいしそうでしょ？　へへー、風邪の時は卵とじのおじやってうちでは決まってるんだー。これ食べたら汗をいっぱいかいて熱なんてすぐに下がっちゃうんだから」

　ベッドの脇にローテーブルを設置して、その上に鍋と小鉢を置く。

「……すみません、わざわざこんなことまでしてもらって……」

「いいっていいって。龍りゆう之の介すけは大事な後輩なんだから。それにああは言ってくれたけど、やっぱりあの時濡ぬれちゃったのも原因の一つだと思うし……」

　そう小さな声で申し訳なさそうに口にして。

「あ、それじゃあ冷めないうちに食べちゃお。おじやは熱々がおいしいんだから」

「そうですね。ではいただきます」

　おいしそうな湯気を上げるおじやに龍りゆう之の介すけが手を付けようとして。

「あ──ちょっと待った」

「？」

　先輩がストップをかけた。

「どうしましたか？　入れ忘れたものがあったとか……」

「あ、いや、そうじゃないんだけど……」

「……？」

「え、ええと……」

　目の前の鍋と違いどうしてか煮え切らない様子の先輩。

　何かに迷うように、鍋と龍りゆう之の介すけの顔をちらちらと見比べている。

　だけどやがて勢いよく顔を上げて真まっ直すぐに龍りゆう之の介すけの目を見ると。

「りゅ、龍りゆう之の介すけ……！」

「はい」




「あ、あ～ん……！」




　そう言って、レンゲに載ったおじやを差し出してきた。

「……」

「……」

「……ちょ、ちょっと、そこで壊れたドローンみたいに止まらないでって！　は、反応に困るから……！」

　レンゲを差し出した体勢のまま、先輩が顔を真っ赤にしてそう叫ぶ。

「……いえ、あまりにも突然のことだったので」

「う、そ、それはそうかもだけど……で、でも、ほら、風邪の時はだれかにあ～んして食べさせてもらうものだって相場は決まってるでしょ？　まだ本調子じゃないだろうから、こぼしたりもしちゃうかもしれないし……」

「確かに……それはそうですね」

「で、でしょ？　だからこれは看病の一環なんだよ、う、うん。ほら、そーいうわけだからおとなしくあ～んされなさい」

　そう言ってずいっとレンゲを差し出してくる。

（た、確か前に読んだマンガでこうしてたから間違いないよね……？　こ、こんな時くらいは年上の余裕をば～んと見せつけて、逆に龍りゆう之の介すけを照れさせてやるんだから……！　い、いつかはポテトチップスでおんなじようなことをやられてうにゃうにゃだったけど、あ、あの時のあたしとはくぐってきた照れハラの修羅場が違うんだし……！）

「ほ、ほら、あ～ん」

「わかりました、お願いします」

　うなずいて、龍りゆう之の介すけが開いた口をおもむろに差し出す。

　そんな雛ひな鳥どりのような龍りゆう之の介すけに、先輩がそっとレンゲを運んだ。

「……」

「ど、どう……？」

「美お味いしいです。素材の旨うまみがしっかり活いかされていて、好きな味です」

「ほんと？　ふふ、よかった、龍りゆう之の介すけは薄めな味付けが好きだから絶対合うと思ったんだー」

　うれしそうに笑う先輩。

「それに……」

「？」

「花か梨りん先輩があ～んをしてくれることで、ただでさえ美お味いしいおじやがさらにバージョンアップしています」

「にゃ……っ……」

　先輩が手に持ったレンゲを落としそうになった。

「ダシを活いかした上品な風味が深みを増してかつまろやかになっているような感じがします。お歳暮にお勧めしたいワンランク上の逸品です」

「あ、あたしのあ～んは味を変えてくれる電流が流れるスプーンかなにか……？」

「いえそれ以上の魔法の手でしょうか。なのでもう一度お願いしたいのですが」

「え、あ、も、もちろん。ほ、ほら、あ～ん」

「……」

　モグモグ……

　姿勢を正して規則正しいリズムで丁寧に咀そ嚼しやくする。

（な、なんか大型犬におやつでもあげてる気分……ま、舞まい原はらさんの気持ちが少しだけわかった気がする……）

　先輩の頭の中でジョンが「わふぅ」と高らかに鳴いていたのはともかくとして。

「は、はい、あ、あ～ん」

　モグモグ……

「も、もういっかい。あ～ん」

　モグモグモグ……

「ま、まだいくよー。あ、あ～ん」

　モグモグモグモグ……

　そんなやり取りを繰り返し。

　十分も経たたないうちに、山盛りだった鍋はきれいに空になっていた。

「とても美お味いしかったです。ありがとうございました」

「よく食べたねー。どういたしまして。うん、心配したけど、これだけ食べられる体力があればとりあえずはひと安心かな」

　ほっとしたような表情を見せる先輩に。

「それにしても……今日は幸せな日です」

「え？」

「花か梨りん先輩がお見舞いに来てくれただけでも天にも昇る心地なのに、こうやって手ずからあーんでおじやを食べさせてもらえるなんて。天国にいるのかと錯覚してしまったほどです」

「いや体調悪い時に天に昇ったり天国にいたりしちゃダメでしょ！」

「しかも花か梨りん先輩のエプロン姿を拝むこともできました」

「お、拝むって……!?　ほ、仏……!?」

「花か梨りん先輩のエプロン姿……それはまるで初うい々ういしい新妻のようであり、視界が幸せ一色でした。見ることができて本当によかったです。ごちそうさまでした」

「な、何に対してのごちそうさま……!?」

「花か梨りん先輩の全てに対してです」

「にょっ……」

（お、おかしいな……こんな時くらい龍りゆう之の介すけを照れさせて骨抜きにしちゃうはずなのに、なんで気づけばあたしの方がいつもみたいに耳の先まで照れさせられてうにゃうにゃになってるの……!?　お、おかしいでしょ……）

　先輩が赤面しながら言葉を失って。

　アウト！　の声が龍りゆう之の介すけの部屋に高らかに響き渡ったのだった。
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　おじやを食べ終わって、部屋にはまったりとした空気が流れていた。

　鍋や食器の片付けを終えた先輩は、龍りゆう之の介すけの額の冷却シートを替えてくれた後に、今はベッドの脇にある人をダメにするソファにちょこんと座ってスマホに目を落としている。

　そんな先輩に、龍りゆう之の介すけは気になっていたことを口にした。

「あの、先輩」

「ん？」

「こんな時間まで傍そばにいてくれるのはありがたいのですが、そろそろ帰った方がいいんじゃないでしょうか。暗くなってきてしまうので……」

　だけどその言葉に先輩は小さく首を振って。

「んー、お姉さんが帰ってくるまではいるよ。いくらちょっとはよくなってきたからって、やっぱり体調が悪いままの龍りゆう之の介すけを一人にしておくのは心配だからさ」

「しかし……」

　龍りゆう之の介すけとしては先輩が同じ空間にいて同じ空気を吸うことができるだけで他に何もいらないくらい喜ばしいことだったとはいえ、結果としてそれが先輩に迷惑をかけることになっては本意ではない。風邪を移してしまう心配もあるわけだし、ここは龍りゆう之の介すけの個人的願望は抑えて帰ってもらう方が正解のように思えた。

　けれどそう伝えると先輩は両手で龍りゆう之の介すけの頰を挟んで。

「こーら、病人は余計なことは気にしなくていーの。体調の悪い時くらいおとなしくしてなさい」

「ですが……」

「ですがもモスマンもないの。先輩の言うことは聞くこと」

「花か梨りん先輩……」

「ね？」

「……はい。ありがとうございます」

　先輩の真まっ直すぐな視線を受けて、龍りゆう之の介すけがうなずく。

「ふふー、それでいいんだよ。ヘンな遠慮とかいらないの。龍りゆう之の介すけとあたしの仲でしょ？　龍りゆう之の介すけのために何かするのはちっとも迷惑とかじゃないんだから」

　両手をぎゅっとグーにしてにかっと笑う。

　その言葉と表情は龍りゆう之の介すけにとって、何よりも嬉うれしいものだった。

「あ、でもせっかく龍りゆう之の介すけの部屋にいるんだからあれかな、アルバムとかを見てもいーい？」

　と、きょろきょろと部屋を見渡しながら、先輩がそんなことを口にした。

「アルバム……ですか」

「うん、そ。子どもの頃のとか卒アルとか。ほら、龍りゆう之の介すけはうちに来た時にあたしのをさんざん見てるんだから、やっぱりあたしもチェックしておかないと不公平でしょ」

「不公平かどうかは判断しかねますが……わかりました。あそこの棚に入ってます」

「棚ね。さんきゅ」

　楽しそうに立ち上がって、先輩がアルバムを数冊手に戻ってくる。

「ふっふっふ、この中に龍りゆう之の介すけの恥ずかしい写真が……」

「期待するようなものがあるのかはわかりませんが……」

「いいのいいの。あたしの知らない龍りゆう之の介すけの昔の姿が見れるってだけで楽しいんだから。ふふー、どんなのがあるかなー」

　声を弾ませながらページをめくっていく。

「お、さっそくこれは……」

「それは小学校の頃のものですね。五年生くらいでしょうか」

「わー、坊ぼう主ず頭あたまだ。かわいー」

「入っていたリトルリーグでは全員こうすることになっていたので」

「そなんだ？　でも、うん、これはこれで似合ってるよ。野球少年って感じ」

　先輩が小さく笑う。

「あれ、こっちの写真、龍りゆう之の介すけが見切れてる。口から上が写ってないね」

「ええ。俺はよくこうなることが多くて」

「あはは、じゃあ龍りゆう之の介すけとあたしがいっしょに写ったら、二人とも上下で見切れちゃうのかな？　……って、なんであたしが下で見切れるって決まってるんだって……！」

　珍しく先輩がそんなノリ突っこみをしたり。

「お、これは中学校の写真かな。あ、日ひ野のくんもいる」

「あいつとは一年の頃から同じクラスだったので」

「そっかー、仲良いんだね」

「そうですね、親友です。花か梨りん先輩と真ま衣いさんのような感じでしょうか」

「し、親友って、はっきり言うなー。まあ、真ま衣いとはそうだといいなって思ってるけど……」

「お二人は間違いなく親友だと思います。普段のやり取りを見ていればわかります。お互いがお互いのことを大切に思い合っているのがヒシヒシと伝わってくる尊い関係……まさに親友中の親友と言っても過言ではないでしょう」

「う、嬉うれしいけど、人からそう言われるとちょっと恥ずかしいかも……」

　先輩がいつも通り照れてふにゃふにゃになったりと。

　とても和やかな時間だった。

　穏やかで笑いが絶えない、優しい時間。

　先輩と二人のこんな時間が無限に未み来らい永えい劫ごう続いてくれればいいと龍りゆう之の介すけは本気で思う。

　と、先輩も。

「あー、楽しいなー。なんか龍りゆう之の介すけといると時間があっという間に経たっちゃう。って、お見舞いに来てこんなこと言うなんてほんとは不謹慎かもしれないけど……」

「いえ。俺もとても楽しいです」

「ふふ、ならよかった。病は気からっていうし、少しは回復に貢献できたかな？」

「そうですね。楽しすぎて風邪を引いていたことなど忘れてしまいそうです」

「だったらいいんだけど……あ、そういえば熱は今どんな感じ？　おじや食べて汗かいたから少しはよくなった？」

「そうですね、まだ少し熱っぽい気はしますが、おかげで花か梨りん先輩が来る前よりはだいぶ楽になりました」

「んー、そっか。まあ熱はそうそうすぐは下がらないからなあ……どれどれ」

　そう言って先輩は自分の前髪を上げると。




　ピタリ……




　その小さなおでこを、ピタリと龍りゆう之の介すけの額に押し当てた。

「うーん、やっぱりまだちょっと熱いかな……」

「……」

「でもそこまで高い感じでもないよ。たぶん三十八度はないんじゃないかと思う。だいぶ下がってきたんじゃないかな」

「……」

「ん、どしたの、龍りゆう之の介すけ。ツチノコがスネークダンスしてるとこを見たみたいな顔して」

　おでこを密着させた状態のまま小さく首を傾ける先輩。

　目の前には先輩の少しネコっぽいけどぱっちりとした目、きれいに通った鼻筋、桜色の唇がある。

　ふんわりと漂う柑かん橘きつ系けいの甘い匂い。どうしてこんなにいい匂いがするのか心の底から不思議に思う。いまだくっつけられたままの額からは先輩の少しひんやりとした感触が伝わってきて、とても気持ちよかった。

「？　んんんん……だからなんでそんな鳩はとが豆鉄砲を食らったような顔してるの……って、あっ」

　そこでようやく、先輩は自分がどういう状態にあるのかということに気がついたみたいだった。

「あ、こ、これは違うにょ……っ……!?」

　嚙かみながら転げるように飛とび退のいて、慌てた様子で手をぶんぶんと振る。

「そ、その、こ、これには深い意味とかはなくて……っ……！　う、うちでは熱を測る時はいっつもこれで、花か恋れんが熱を出した時とかにもやってたから、つ、ついクセで……！」

「……」

「って、そ、そんなの言い訳にならないよね……ご、ごめんね、か、勝手にヘンなことして……っ……！」

　がばっと頭を下げる先輩に。

「……いえ、ありがとうございます」

「あ、ありがとう……？」

「はい、先輩がおでこをくっつけてくれるなんて、俺にとってはご褒ほう美び以外の何でもありませんので」

「ご、ごほうび……っ……」

「天の恵みと言い換えてもいいかもしれません」

「う、な、なんかだいぶいつもの龍りゆう之の介すけに戻ってきたんじゃないの……？」

　頰を紅潮させながらも先輩がじろりと見上げてくる。

　その構図は一見するといつも通り表情一つ変えない龍りゆう之の介すけと照れまくる先輩のものであったのだけれど……

「……」

　実のところ……龍りゆう之の介すけも平常とは言いい難がたい状態だった。

　さっきから心臓がドクリドクリと鼓動を大きくして止まらない。

　何とか平静を保っている顔は、先輩に触れていた額から熱が拡散してきたかのように熱くなっていて、まるで全力のランニングを終えた時のようになっている。

　先輩の顔を真正面から見るのが、どうしてか恥ずかしい。

　これは一体何なのだろうか。

　湧き上がる初めての感情に、龍りゆう之の介すけは戸惑いを覚えていた。

「ん、龍りゆう之の介すけ。何だか顔が赤くない？」

「……いえ、そんなことは」

「ほんと？　また熱が上がってきたんじゃない。測らなくてだいじょうぶ？」

「……平気です。これはそういうのではないと思いますから」

「そうなの？　だいじょうぶならいいけど……」

　先輩が不思議そうな顔でそう言ってくる。

　だけど龍りゆう之の介すけの胸は依然として普段とは違う挙動を見せたままで。

　どこからかツーベースヒット！　の声が聞こえてきたような気がしたのだった。
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「んー、でもお姉さん、遅いね」

　アルバムなどをひと通り見終わって。

　壁にある時計を見上げて、先輩が言った。

「そうですね、今日は実習が少し遅くなると言っていましたので。とはいっても二十時までには帰ってくると思います。なのであれでしたら先輩はもう──」

　言いかけて、先輩の指が龍りゆう之の介すけの口をふさいだ。

「だーかーらー、そういうのはＮＧ。もう少しだっていうならなおさらでしょ？　ここまできたら最後まで見届けないとかえって寝覚めが悪いってば」

「ですが……」

「いいから龍りゆう之の介すけはおとなしく看病されてればいいの。わかった？」

「……わかりました。ありがとうございます」

「うん、それでよし」

　そううなずいて先輩がにっこりと笑う。

「さ、じゃあ時間もあることだし看病の続きでもしよっかなー。あ、どうせなら他に何かしてほしいこととかない？」

「してほしいこと、ですか……」

「そ、何でもいーよ。あたしがいるうちにやっておいた方がいいことがあったら言って」

「……」

　その言葉に龍りゆう之の介すけは数秒の間思案した後。

「でしたら……花か梨りん先輩に膝枕をしてもらい耳かきをしてもらいたいですが」

「……へ？」

　真顔でそう返した。

「晴れた昼下がりに縁側で膝枕をされながら先輩に耳かきをしてもらうのは……俺の生涯の目標の一つであり、理想だったので」

「な、なんか唐突に人生の目標を告白された……!?　し、してほしいことって、そ、そーいう龍りゆう之の介すけの個人的な願望を言ってるんじゃないの……！」

「そうなんですか？」

「あ、当たり前でしょ！　風邪の看病で必要なことだよ……！」

「ですが俺は先輩に膝枕をしてもらえれば元気になると思うのですが……」

「そ、それはそうなのかもしれないけど、そういうことじゃなくて……！」

　もどかしげに手をぱたぱたとさせる先輩。

　だけど「あ、あー、もう……」とぶつぶつとつぶやいた後、上目遣いでちらりと龍りゆう之の介すけの方を見てきた。

「……ど、どーしても、やってほしいの……？」

「え……？」

「そ、その……膝枕をして耳かき……」

「はいそれはもう！」

「へ、返事速いな！　声でっかいし！」

「そのために生きていると言っても過言ではないという、今生における究極の目標の一つですから」

「さ、さらに仰々しくなってる！　う、うう……」

　先輩がのけぞりながらうめく。

　だけどやがて龍りゆう之の介すけに視線を戻して。

「……だ、だったら、いーよ……」

「え？」

「い、いいって言ったの。そ、そこまでしてほしいんなら膝枕してあげても。ほ、ほんとだったら絶対ダメだけど、今日の龍りゆう之の介すけは病人だから、特別サービスっていうか……」

　もにょもにょと口ごもりながらそう小さく見上げてくる。

「ほ──本当ですか……！」

「そ、そんな雪の日に無理だと思ってたお散歩に連れていってもらえるワンコみたいな目をしないでって！　お、大人の女に二言はないよ」

　そう言って先輩はベッドの端にぺたりと座りこむと、ぽんぽんと自分のヒザを叩たたいた。

「ほ、ほら、す、好きなだけマクラにすればいいよ。べ、別に減るものじゃないし……」

　その誘いに。

「わかりました。それでは……失礼します」

「う、うん……」

　龍りゆう之の介すけはおもむろに起き上がり近づくと。

　無防備な先輩のヒザに……頭を乗せた。

「……」

「……ど、どう、かにゃ……？」

「……」

「……りゅ、龍りゆう之の介すけ……？」

「……感動です……」

「え……？」

「まさか夢にまで見た花か梨りん先輩の膝枕を現実に体験することができるなんて……俺は今、猛烈に感動しています。人生の目標の中でも大きめの一つを達成できた今、もはやここに骨を埋めてもいいかもしれません……」

「お、大げさ……！　っていうか勝手にあたしのヒザをお墓にされても困るから！」

　先輩がぱしぱしと頭を叩たたいてくる（痛くない）。

「も、もう、ほんとどこまでいっても龍りゆう之の介すけは……そ、それじゃあ、耳かきをするよ？」

「はい、お願いします」

「て、ていっても……こ、こんなことするのは初めてだから気持ちいいとかそーいうのを求められても困るからね。ハードル上げられても無理だからね……？」

「大丈夫です。俺の先輩に対するハードルはいつでも変わりません」
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「だ、だからその普通のハードルが三十メートルくらいありそうで怖いんだって……ま、まあいいや。じゃあ、やるよ？」

　そう口にして。

　コチョコチョ……

　龍りゆう之の介すけの右耳に差しこまれた耳かきを、恐る恐るといった感じで動かした。

「ど、どう、別に大したものじゃないでしょ？」

　探るように小刻みに動かしながらそう言ってくる。

　コチョコチョ……

「な、なんていうか……こんなのただ耳掃除をしてるだけで……」

　コチョコチョ……

「み、耳かきがあればだれにでもできる単純作業で、特別なことは何もないっていうか……」

　コチョコチョ……

「これが人生の目標って大げさっていうか……」

「いえ……まるで耳の中に桃源郷が生まれたかのような心地です」

「にゃ……っ……」

「丁寧でツボを押さえた耳かきの動きと花か梨りん先輩のゾクゾクと響くささやき……まるで耳の中を優しくいたずらな風が縦横無尽にかけめぐっている感じというか、ＡＳＭＲの最高峰と言ってもいいかもしれません。それにとても甘い匂いがします。それこそ桃のような」

「ちょ、ちょっと、フンフンしないで……！」

「きっと先輩のヒザの上は全ての生命の還かえるべき場所なんだと思います。できれば毎晩こんな夢のような安眠環境で眠りたいです」

「は、母なる海じゃないんだから……！　あ、あたしのヒザには生命は還かえったりしないよ……！」

「それくらい快適で安心できるということです。果てしない母性を感じます」

「あ、ああ言えばこう言って照れさせてくる……！　も、もう、いいからしばらくおとなしく耳かきされてにゃさい……！」

　そう言って龍りゆう之の介すけの頭を押さえこむようにして先輩が耳かきを再開する。

　コチョコチョ……

　コチョコチョ……

　コチョコチョ……

　互いに言葉はなく、耳かきの音と時折龍りゆう之の介すけが身じろぎをする音だけが小さく響くひと時。

　だけどそれはどこか心が落ち着くような時間。

　声はなくとも心が一つになっていた瞬間だった。

　そんな静かな時間が十分ほど経過して。

　ふと先輩が、ぽつりとつぶやいた。

「で、でも……」

「……？」

「りゅ、龍りゆう之の介すけだったら……また、機会があったら……やってあげても……いい、かにゃ……」

「え……？」

「そ、その、膝枕と耳かき……やってみたら思ってたよりも悪くなかったっていうか……フ、フンフンは絶対禁止だけど、龍りゆう之の介すけの気持ちよさそうな顔を見てると嬉うれしくなってくるし、な、なんか、やっててぴったりはまったっていうか……」

「……」

「つ、付き合いたてのカップルって、きっとこんな感じなのかにゃって……」

　真っ赤な顔でそんなことを口にしながら、さわさわと龍りゆう之の介すけの頭を撫なでてくれる。

　何だか不思議な空気だった。

　いつものように先輩は耳までトマトのように赤くしながら照れていて、龍りゆう之の介すけも龍りゆう之の介すけで実のところ今の状況にまたスリーベースヒットを打たれたような心地になっているのだけれど、それでもどこか落ち着くような心が通い合っているような空気が辺りを漂っている。

　こうしていることがこれ以上ないくらいに自然な雰囲気であって……

「って、こ、これはあれだよ……！　べ、別に龍りゆう之の介すけとあたしが、つ、付き合うとかそーいうことじゃなくて、ただ膝枕と耳かきに対しての客観的な感想っていうか、な、何となくそう思っただけっていうか……」

「はい、ただの付き合いではなく結婚を前提とした真剣な交際ということですよね。理解しています」

「ぜ、ぜんぜんわかってない！　それは理解じゃなくて誤解だよ……！」

　先輩が声高に叫ぶ。

　とはいえそんなやり取りも、またどこか親密な空気をはらんだもので……

「も、もう、ほんとに龍りゆう之の介すけは……」

　このままずっと先輩に膝枕をされたまま耳かきをされ続けていたいと夢想しかけて……と──そこで、龍りゆう之の介すけはとあることに気づいた。

　いつの間にか開かれていた部屋のドア。

　そこに……人影があることに。

「！」

　寺などにある仁王像のような迫力あるたたずまいでジッと龍りゆう之の介すけたちを見つめるその人物は……

「え……っ……!?」

　先輩も気づいたみたいだった。

　耳かきを手に持った体勢のまま、フリーズしたように動きを止める。

「あ、え、ええと……あ、あの……ど、どちらさま……？」

「ん？　いや、私には気にしないで続けてくれ。弟が膝枕をされつつ頭を撫なでられているところを邪魔するなんていう野暮なことはしない」

「お、弟……？」

「ああ。そこで飼い慣らされたシロクマのようにだらしない顔をしているのは、私の弟だ」

「りゅ、龍りゆう之の介すけが……弟……？」

「……」

「…………ってことは……つ、つまり、龍りゆう之の介すけのお姉さん……？」

「そういうことになるかな」

「……」

「……」

「……」

「ん、どうしたのかな？」

「……に……」

「に？　肉球かな……？」

「……に……ににににににに……にゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ……!?」

　これまでで史上最大の先輩の鳴き声が、周囲およそ三百メートルに響き渡り。

　同時にツーアウト！　の声もどこからか聞こえてきたのだった。
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「──改めて自己紹介させてもらおう。私は市いち村むら桐とう子こ。そこにいる龍りゆう之の介すけの姉だ」

　耳元でタイヤのパンク音を聞いた仔こ猫ねこみたいだった先輩を落ち着かせた後。

　部屋に入ってきた女性──龍りゆう之の介すけ姉がそう静かな口調で名乗りを上げた。

「あ……た、高たか遠とお花か梨りん、です。え、ええと、お、お見苦しいところをお見せしてしまって……あの、龍りゆう之の介すけ──弟さんは後輩で……」

「ああ、話は聞いている。放送部の部長さんなんだろう。いつも弟が世話になっている。ありがとう」

「あ、い、いえ、そんな……！」

　先輩が恐縮する。

「今日は弟の見舞いに来てくれていたのだな。すまない。弟のことは私も気にはなっていたんだが、今日は大学の──医学部の実習でどうしても早く帰ることができなかったんだ」

「そ、そんな……！　あ、あたしは何もしてないですし……」

「そんなことはありません。花か梨りん先輩は愛情のこもった夕飯を作ってくれて、あーんをしてくれました。おでこを使って熱も測ってくれましたし、それだけでなく俺の人生の目標の一つである膝枕で耳かきも……」

「そ、そこまで詳細に言わなくていいから!?　て、ていうか客観的に聞くと何をやってるのあたし……!?」

「ですが花か梨りん先輩にやっていただいた珠玉の看病をあますことなく伝えないわけには……」

「そ、そこはダイジェストでいいから！　ほ、ほら、お姉さんだって引いちゃうでしょ……！」

「いや、素晴らしいことだ」

「え？」

　そこで龍りゆう之の介すけ姉はうんうんと大きくうなずいた。

「まさか不肖の弟のためにそこまでしてくれるなんて……感動以外の何ものでもない。私にはわかる。先ほどの膝枕と耳かきはこの上なく愛情に満ちたものだった。龍りゆう之の介すけがだれかに対してあんなに心を許した顔をしているのは初めて見た。きみはあれだ、もしやこの世界に降臨した聖女なのではないか？」

「せ、聖女っ……!?」

「それだけじゃない。きみのことは龍りゆう之の介すけがよく話してくれているのを聞いている。面倒見がよくて普段からお世話になっているだけでなく、ちっちゃくて可か憐れんで思わず抱きしめたくなってしまうようなかわいらしい容姿で、女神や天使のような声がこの世の何よりも魅力的な先輩だと」

「ちょ、あの……」

「とても素敵な女性だと想像はしていたのだが、実際に会ってみてそれは確信に変わった。きみはとてもかわいくて魅力的だ。まさに生きる奇跡と言えよう。このままきれいなリボンでラッピングをしてリビングに飾っておきたいと心からそう思うよ」

「い、いえ、だ、だから……」

（う、うう、や、やっぱりこの人、龍りゆう之の介すけのお姉さんだ……っていうか、照れハラは市いち村むら家けの血筋なの……？）

　顔をリトマス紙のように赤くしながらじりじりと後ずさりをする先輩。

　完全にキャパオーバーな様子だ。

　そんな先輩に、龍りゆう之の介すけ姉は。

「まあその、何だ。色々と持って回ったことを言ったが、私が最終的に言いたいことは……」

「い、言いたいことは……？」

　ごくりと息を吞む先輩。




「いつでもお嫁さんに来てくれていいということだ。きみならきっと、龍りゆう之の介すけといい夫婦になれるだろう、うん。入籍はいつにしようか。やはり十一月二十二日の『いい夫婦の日』だろうか。いやここは婚約と結ゆい納のうが先かな？」




　とどめとなる致命的な一言を投げかけて。

「お、おおおおお嫁さん……!?　ふ、ふふふふ夫婦……!?　あ、あああああたしが龍りゆう之の介すけの……!?　て、ててててていうか入籍って……付き合ってもないのに!?　交際０日婚……!?」

　先輩が完全にパニック状態になる。

　どこからか響き渡ったアウト！　の声とともに。

　今日も見事にスリーアウトチェンジが達成されたのだった。








・本日のアウト数：３

・本日のヒット数：５

・累計のアウト数：46





















　＊




「や、後輩くん。おはよ」

「真ま衣いさん」

　とある九月末の朝。

　登校すべく通学路を歩いていた龍りゆう之の介すけに、真ま衣いさんが声をかけてきた。

「偶然だね。よかったらいっしょに行こうよ」

「はい。わかりました」

　断る理由もなかったので、真ま衣いさんの提案にうなずき返して並んで歩き出す。

　すると真ま衣いさんが下から見上げるようにして楽しげな視線を向けてきた。

「？　どうかしましたか？」

「ふふーん、日ひ野のくんから聞いたよー。後輩くん、この前風邪を引いて、花か梨りんがお見舞いに来たんだって？」

「はい、そうですね」

「おー、花か梨りんにしては思い切った行動だねー。で、どうだったどうだった？　なんかいいことあった？」

「いいこと……花か梨りん先輩には夕飯を作ってもらいました」

「お、いいねいいね。それじゃああーんとかもしてもらったとか」

「はい、してもらいました。それも一度や二度ではなく、食べ終わるまで何回も何回も。まるで夢のような幸せな時間でした」

「おお、あいかわらず聞いてるこっちが照れるようなことをはっきり言うね……さすがは後輩くん」

「いえそれほどでも」

「手放しで褒めてるわけでもないんだけどなー……まあいいや、それでそれで？」

　さらに興きよう味み津しん々しんといった様子で尋ねてくる。

「そうですね、その後に額同士をくっつけ合わせて熱を測ってもらいました。先輩のおでこは冷たくて柔らかでとても気持ちがよかったです」

「え？」

　その言葉に真ま衣いさんの表情が変わる。

「それだけではなく膝枕をして耳かきをしてもらうという人生における念願の一つをなし遂げることができました。感無量です」

「え、か、花か梨りん、そ、そんなことまでしたの……!?」

「はい。先輩の膝枕はそれはもう至高の寝心地と言っていいものでした。耳かきもまたしかりだったのですが……」

「……あー、うん、すごくよかったっていうのは後輩くんのアゴの下を撫なでられたワンコみたいな表情を見てればわかるんだけど……」

　真ま衣いさんが苦笑気味にそう言う。

「で、その後はどうなったの？　そのままいい雰囲気になったりとか？」

「いえ、その途中で姉が帰ってきてしまい……」

「え、姉？　それって後輩くんの？　膝枕で耳かきの最中に？」

「はい」

　それを聞いた真ま衣いさんが複雑そうな顔になる。

「うわー……それは花か梨りん、あいかわらず間が悪いっていうかご愁傷様っていうか……」

「？」

「や、何でもない。それで後輩くんはそんな状況でもいつも通り動かざること山の如ごとしな感じだったんだよね？」

　訊きくまでもないという表情を浮かべながらそう確認をしてくる。

　だけど……

「いえ、それは……」

「ん？」

「……ヒットを打たれたような感覚が抜けないんです」

　龍りゆう之の介すけのその言葉に真ま衣いさんが首を捻ひねる。

「あー、ええと……もうちょっとわかりやすく説明してもらっていい？　ヒットってなに、野球？」

　それは確かにその通りだったので、龍りゆう之の介すけは言葉を続けた。

「はい。実は少し前から……花か梨りん先輩のかわいらしい姿を見たり照れているところを目にしたりすると、胸の奥でドクドクと何かが激しく動くことがあるんです。まるで野球部時代にヒットを打たれた時のような、グラウンド周回を終えた時のような……」

「え、胸の奥が……？」

「はい。それが何なのか、よくわからなくて」

「ちょっと待って、それって……」

　真ま衣いさんが目をぱちぱちとさせる。

「？」

「あ、う、ううん、それで他にどんな症状があるの？」

「そうですね……顔が熱くなったり、落ち着かない心地になるなどでしょうか。先日の水族館でもそうなってしまい、最後の方は先輩の顔を真まっ直すぐに見られなくなってしまいました。今までこんなことはなかったのに……」

　それどころか先輩と別れてからもずっと胸の中が壊れたピッチングマシーンのようになったままだった。

　何とか解消すべく素振りに没頭したものの、結局それは収まらなかったわけであり……

「……」

「真ま衣いさん？」

「あ、う、うん……」

（そ、それ……どう考えても後輩くんも花か梨りんのことを意識してるってことだよね？　ていうかもしかしたらそれ以上……）

「わかった、私に任せておいて！」

「え？」

「後輩くんのその悩み……いい方向にいくように私が手伝うから。こういうのは得意だしね」

　真ま衣いさんが胸をドンと叩たたいてそう言った。

「よくわかりませんが……もしそうしてくれるのなら助かります」

「うん、おっけー。きっとそれは花か梨りんのためにもなるしね」

「先輩のために……？」

「あ、あー、うん、それはこっちのこと」

　曖昧な感じに首を振る。

「でもそっか、そうだなー、こういう場合はやっぱり何かイベントごとをやるのが基本よね。何かいいのは……あ、そういえば来月はあれがあったか。季節行事でもあるし、ちょうどいいかも。撮影会とか宝探しとかと絡からめたりすれば……うん、いけそういけそう。よし、いっちょやるかー」

「？」

　詳しいことは何もわからなかったが、その口ぶりから真ま衣いさんにお願いしておけば問題はなさそうな気がした。

　それよりも龍りゆう之の介すけには……そんな真ま衣いさんに伝えておきたいことがあった。

「真ま衣いさん」

「ん？」

「ありがとう……ございます」

「ちょ、ちょっと、どうしたの急にそんな改まって」

「いえ、真ま衣いさんにはお世話になってばかりだなと思いまして」

「えー、いいっていいって。後輩くんは花か梨りんの大事な相手だし、私にとっても大切な後輩でもあるし、それくらい当たり前っていうか」

　そう言って笑うものの。

「いえ、以前にも言いましたが人と人との関係といっても様々です。先輩後輩ということでここまでよくしてくれるのは、ひとえに真ま衣いさんが自分の周りの人たちを大切にしてくれる人だからです」

「え、や、それは……」

「それは簡単なように思えてなかなかできることではありません。そのことを当たり前と言えるのは、ひとえに真ま衣いさんが本当に優しくて慈愛に満ちた素晴らしい女性だからゆえだと思います。そんな真ま衣いさんのことを俺は……」

　そこで龍りゆう之の介すけは真ま衣いさんの顔を真まっ直すぐに見て。




「──そんな真ま衣いさんのことを、俺は本当に心から尊敬しています」




「……っ……」

「それだけでなく人として先輩としてとても好ましく思っています。というか大好きです。俺ごときがこんなことを言うのはおこがましいかもしれませんが、どうかこれからも後輩として友人として、よろしくお願いいたします」

「……」

「真ま衣いさん……？」

「え、あ……」

　不意打ちを受けたような表情をしながら落ち着かなく目を瞬しばたたかせる。

「……も、もう、本当に的確にいいところをついてくるっていうか、何の他意もなくこれを言うのが天然っていうか何ていうか……ほんと、きみって歩く全方位照れハラ放射器みたいなんだから……」

「……？」

「あー、うん。これはちゃんと手放しで褒めてるから。きみはわからなくていいよ。その無自覚なのがいいところだと思うし。それよりも……」

　そこで真ま衣いさんは龍りゆう之の介すけを見返すと。




「──私も後輩くんのことは大好きだよ。人としても後輩としてもね。だからこちらこそこれからもよろしくね」




　そう言って、にっこりと笑ったのだった。
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　放送室は、シンと静まり返っていた。

　いつもの先輩の賑にぎやかな声は今日はこの場にはなく、ただ窓越しに校庭から響く運動部のかけ声だけがかすかに聞こえてきている。

　そして龍りゆう之の介すけの目の前には──頰を赤らめた舞まい原はらさんの姿があった。

「……そ、それじゃあ……ぬ、脱いで……ください……」

　促すようなその声に従って、龍りゆう之の介すけは制服の上着を脱ぎ、椅子の上に置いた。

「これで大丈夫か？」

「……あ、は、はい……え、ええと……そ、その……わ、わたしごときウスバカゲロウがこんなリクエストをするなど恐縮なのですが……シャツの方も……ぬ、脱いでいただけると……ありがたい……です……」

「わかった」

　うなずいてシャツも脱ぐ。

　結果、龍りゆう之の介すけの上半身を覆っているのは、『ビンチョウマグロＬＯＶＥ』と書かれた薄いＴシャツ一枚となった。

　そんな龍りゆう之の介すけに、舞まい原はらさんは言う。

「……そ、それでは……これから……い、市いち村むら先輩の身体からだを……隅から隅まで……ぜ、全部この手で触れて……し、調べ尽くしていきます……」

　意味深な台詞せりふ。

　その言葉とともに、舞まい原はらさんは何かを覚悟したような表情で龍りゆう之の介すけへと迫ってきた。

「……す、全てを……さらけ出してください……な、何もかも包み隠さずに……し、失礼……いたします……」

　そしてその細い両手で、ゆっくりと龍りゆう之の介すけの上半身に触れる。

「……っ……」

「……あ、す、すみません……わ、わたしなんかの……しょ、触手のような手に触れられるのは……不快でしたでしょうか……？」

「いや大丈夫だ。少しくすぐったかっただけだから」

「……そ、そうですか……き、気をつけます……」

　そう口にして小さくうなずくと、再び舞まい原はらさんの手が龍りゆう之の介すけの身体からだへと伸びる。

　それはまるで大切なものを慈いつくしむフェザータッチのような手付きであって……

「……」

　どうしてこうなったのかというと。

　話は一時間ほど前に遡る──
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「──あのね、ハロウィンパーティーをやろうと思うんだ」

　とある日の放課後。

　放送室にやって来た真ま衣いさんが、レッスン中だった先輩、龍りゆう之の介すけ、舞まい原はらさんに向かってそう言った。

「？　急にどうしたの、真ま衣い。ハロウィンってあのテレビで話題になったりする、トリックオアトリートのやつだよね？」

「そうそう。今年はいつものみんなであれをやりたいなーって思うんだよね。どう？」

「どう、って言われても……」

　先輩が困惑したように龍りゆう之の介すけたちの顔を見る。

「俺からは何とも。ただ花か梨りん先輩が参加するのなら俺は無条件で必ず出席しますが」

「……あ、わ、わたしは……い、市いち村むら先輩が参加されるなら……ぜひごいっしょしたいです……」

「んー、それってつまり花か梨りんが参加すれば芋づる式に後輩くんと後輩ちゃんも来てくれるってことだよね？」

「って、何で責任が全てあたしに!?」

　ネコ耳ヘアーをぴょこんと立てる先輩。

「そこはほら、部長だからってことで？　放送部の命運を握ってる感じ？」

「え、で、でも、いつものみんなって日ひ野のくんと委員長さんも人数に入ってるってことでしょ？　あたしがやるって言ってもその二人が何て言うか……」

「あ、それは大丈夫。実はもうそっちには話を通してあるから」

「え？」

「ほら、来て来てー」

　真ま衣いさんのその声に放送室の防音ドアがガチャリと開かれて、その向こうから日ひ野のと委員長が姿を現す。

「真ま衣い先輩の誘いとあっては日課のラ●ンドワン通いをパスしてでも駆けつけるっす！」

「……いいんだけど、どうして今回も私が……」

　さすが真ま衣いさんは用意周到だった。

　それぞれのテンションは真逆だったけれど、二人とも参加する意思があることには間違いなさそうだ。

「あと花か恋れんちゃんにもちゃんと聞いてるから。というわけだからあとは花か梨りんがいいって言えば全員参加で万事オッケーなんだけどな。どう、やろうよ？」

　真ま衣いさんのその言葉に。

「そういうことなら別にあたしはいいけど……」

「お、ほんと？」

「うん、急だったから驚いただけで、ハロウィンパーティーってやったことなかったから興味はあるし、みんなで色々するのは好きだから」

　先輩がネコ耳ヘアーを揺らしてうなずく。

「では俺も参加させてもらいます」

「……あ、わ、わたしも、お願いいたします……」

　それに従い、自動的に龍りゆう之の介すけと舞まい原はらさんの参加も決定して。

「よーし、決まり。じゃあ全員参加で開催決定だね。うん、作戦通り。よかったよかった」

　真ま衣いさんがうなずきながら楽しそうに声を上げる。

「作戦？」

「え？　あ、それはこっちのこと。気にしない気にしない」

「……？　まーいいけど。それで真ま衣い、やるのはわかったけどハロウィンパーティーって言っても具体的にどこで何をやるの？」

　先輩のその質問に。

「ふっふっふ、よくぞ訊きいてくれました。当然ちゃーんと考えてあるよ。まず場所だけどとりあえず私の家でいいかなって。で、ハロウィンなんだからもちろんみんなで仮装するの。せっかくだから写真を撮ったりインステに載せたりして、一番いいねをもらった人には何か賞品があるとかはどう？」

「あ、それちょっと面白そう」

「でしょ？　他にもパンプキンビンゴとか骨骨かくれんぼ大会とか、ハロウィンっぽいイベントを色々考えてるからさ」

「お、いいねー。うんうん、盛り上がってきたー！」

　二人して楽しそうに声を上げる。

　確かにそのアイデアは、聞いているだけでなかなかに面白そうな内容だった。

「あ、それじゃあみんな、せっかくだしここで何の仮装するか決めちゃおっか。花か梨りん、何かやりたいのある？」

「あたし？」

「う、そうそう。まずは部長から」

「仮装かー、うーん……あ、そうだ、あたしあれやりたい！」

　先輩が何かを思いついたように勢いよく手を上げた。

「ん、なになに？　ネコ耳メイド？　巫み女こ服ふくネコ娘？　着物ネコマタ？」

「な、なんで全部ネコ関係なのかにゃ……。そうじゃなくてあたしがやりたいのはあれだよあれ、ええと……」

　そこで先輩は口元に指を当てて。




「──サキュバス！」




「「「!?」」」

　先輩のその発言に、放送室内がザワリと不穏な空気に包まれた。

「サキュバス……」

「高たか遠とお先輩、またすごいのを選んだっすね……」

「え、ええと、花か梨りん……？　いちおう訊きくけど、何でそれがいいの……？」

　真ま衣いさんのその質問に。

「え、だってサキュバスって確かセクシーでスタイルがよくてきれいなおねーさんなんだよね？　網タイツとかが似合う。だったら大人の女のあたしにぴったりだと思って」

　えへん！　とちっちゃい身体からだを反らして自慢げにそう口にする。

「……」

　沈黙。

　完全にサキュバスに対する認識が明後日あさつての方向にいっている。

　皆がどう説明をしようか顔を見合わせる中、舞まい原はらさんがおずおずと手を上げた。

「……あ、あの……高たか遠とお先輩……」

「？」

「……サ、サキュバスは……そ、その……」

「??」

「……い、淫魔……なの、ですが……」

「いんま？」

　先輩が要領を得ないという顔で首を傾ける。

　完全に漢字変換できていない顔だ。

「……は、はい……え、ええと……わかりやすく言えば、悪魔です……そ、その、淫みだらな格好で夜な夜な男性を性的に誘惑する……」

「!?」

「……な、なので……お、大人っぽいという意味では……確かにそうかもしれませんが……」

「……!!??」

　先輩の顔がみるみる真っ赤になる。

　キクラゲのことをクラゲの一種だと勘違いしていたことを指摘されたみたいな表情だ。

　先輩が困っている。

　恥ずかしさの波にさらされてぷるぷると小動物のようになっている。

　ここのところあまりそういった機会がなく忘れられがちだったが、龍りゆう之の介すけの本分は先輩にいつも笑顔でいてもらうことだ。

　なのですかさずフォローしようと、龍りゆう之の介すけは力強くこう言った。

「俺は花か梨りん先輩がやりたいと言うのなら、ぜひ先輩のサキュバスを見てみたいです……！」

「！」

「きっとサキュバスも花か梨りん先輩には似合っていると思います。ちっちゃくてかわいい可か憐れんなサキュバスでしょうか。花か梨りん先輩がサキュバスになれば、おそらく既存のサキュバスの概念をも見事に覆くつがえして新しいサキュバスの可能性を示してくれるものだと俺は信じています！　そう……サキュバス革命です！」

　龍りゆう之の介すけのその言葉に。

「サ、サキュバスサキュバス連呼するなー！　ど、どうせあたしはサキュバスのことを、い、淫みゃ（嚙かんだ）だって知らなかったおバカな先輩だよ……！　にゃ、にゃぁあああああああああああああああん……」

　涙目になった先輩の鳴き声が、切なげに響き渡ったのだった。







「そ、それじゃあ、あたしはもうネコマタでいいよ。ちょっと調べてみたらかわいいっぽいし、にゃんこは大好きだし……」

　サキュバス認識の相違からひとしきり鳴き声を上げた後、先輩が力なくそう口にした。

「そっか。じゃあ私も同じのにしよっかな。花か梨りんとネコ繫つながりで♪」

「……え、ええと……僭せん越えつながら、わ、わたしごときナメクジみたいな存在は……濡ぬれ女おんなか船幽霊などにさせていただければ……」

「龍りゆう之の介すけは狼おおかみ男おとこでいいんじゃないか？　ほら、お前犬っぽいし、狼おおかみなら近いだろ」

「別に構わないが」

「……私は何でもいいわ。露出がおかしいものでなければ」

　皆が自分のやりたい仮装について口に出し合って、概おおむね各人の仮装の方向性は決まりつつあった。

　ちなみにそれぞれが着る衣装は、真ま衣いさんの伝つ手てで演劇部から借りることができるのだという。

「さすが真ま衣い先輩っすね、顔が広い」

「えー、そんなんじゃないよ。ただ知り合いが何人かいるってだけだから」

「それを顔が広いっていうんじゃないですか。真ま衣い先輩のカリスマ性にみんな魅了されてるんですって！　みんな素敵な真ま衣いさんのことが大好きなんですよ！」

「な、なんかきみ、後輩くんみたいになってきてない……？」

　真ま衣いさんが複雑そうな顔になる。

　とはいえ衣装についてはほぼほぼうまくいっていると言えた。

　ただ……

「うーん、後輩くんのサイズにぴったり合うのだけは、もしかしたらないかも……」

「そうなんですか？」

「うん。演劇部は女子が多いから、後輩くんほど大きい衣装はなかなか珍しいっていうか……」

「まあ確かに、龍りゆう之の介すけはでかいからな……」

　身長はそこまで規格外というほどではないものの、肩幅や胸板などが標準をだいぶ超えていたため、昔から着るものにはそこそこ苦労してきた。

　なので多少窮屈であっても着られさえすればいいと思ったのだけれど……




「……あ、あの……そ、それでしたら、わたしが……つ、作りましょうか……？」




「え？」

　そこでふとそんな声が小さく響いた。

　舞まい原はらさんが目を落ち着きなく瞬しばたたかせながら遠慮がちに手を上げていた。

「作るって、舞まい原はらさんがか？」

「……え、ええと……は、はい……じ、実はわたし……こういった衣装を作るのが趣味で……た、たぶんなのですが、狼おおかみ男おとこなら作れると思うので……」

「え、そうなの？　すごいなー、舞まい原はらさん」

　先輩がびっくりしたように声を上げる。

「……い、いえ……そ、そんな大したものでは……」

「あ、そっか。後輩ちゃん、モデルをやってるもんね。やっぱり将来はそういった服飾とかアパレルとかの職種にも興味があるのかな？」

「……そ、そういうわけでもないのですが……」

　真ま衣いさんのその言葉に、少しだけ困ったように首を振る。

　舞まい原はらさんは文化祭に来ていた大学生が知っているくらいに有名な読者モデルをやっているものの、実はその夢は声優になることなのだった。とはいえそれを知っているのは、この中では龍りゆう之の介すけだけだったが。

「とにかく、舞まい原はらさんが衣装を作ってくれるというならありがたい。お願いしてもいいか？」

「……あ、は、はい……喜んで……！」

　舞まい原はらさんが大きくうなずいて。

「……あ、で、ですが……サイズだけ測らせていただいてもいいでしょうか……？　制作の際に必要となるので……」

「ああ、もちろんだ」

　断る理由などなかったためうなずく。

　そうして龍りゆう之の介すけのサイズ測定をすることになって──







　３




　──現在の状況に至るのである。

　他のみんなはそれぞれ用事があるということで帰ってしまったため（先輩だけは残りたそうな目で最後までうにゃうにゃとしていたが）、西日が射さしこむ放送室にいるのは龍りゆう之の介すけと舞まい原はらさんの二人だけである。

「……え、ええと……胸囲が百十四センチで……腰回りが……」

　自前のメジャーを手に、舞まい原はらさんが丁寧に採寸していく。

「……や、やっぱり……市いち村むら先輩は良いい身体からだをしていますね……脂肪が少なくて筋肉が多い、アスリートの理想的な体形です……」

「そうなのか。ここ最近は本格的なトレーニングはしていなかったが……」

「……そ、そうとは思えないくらい引き締まっています……現役の身体からだと言いますか、逆三角形で……す、すごくいいと思います（はあはあ……）」

「そうか。ありがとう」

「……い、いえ……ひ……ひく……っ……（どきどき）」

　そんなことを話しながら、最初に言っていた通り龍りゆう之の介すけの身体からだを隅から隅まで計測していく。

　どうして息遣いがそこはかとなく荒かったのかはわからなかったが、その手付きは龍りゆう之の介すけの目から見ても慣れたもので、言葉通り普段からこういった衣装作りをやっているんだろうことがうかがえた。

　やがて大きな問題もなく採寸は全て終了して。

「……は、はい、大丈夫です。これで衣装を作るのに支障はないと思います……」

「そうか。お疲れさま」

「……ふ、ふふ……市いち村むら先輩の身体からだを……ぜ、全部、知っちゃった……」

「？」

「……あ、い、いえ……お、お疲れさまでした……」

　メジャーをカバンにしまいながら、どこかぎこちなく舞まい原はらさんが言う。

　若干挙動不審ではあるものの、舞まい原はらさんに限ってはそれはある程度いつものことなので特に突っこみを入れることはしなかった。

「それじゃあサイズ計測も終わったことだし、帰るか。よかったら駅までいっしょに行こう」

「……あ、そ、その……」

「？」

　龍りゆう之の介すけのその言葉に、舞まい原はらさんは申し訳なさそうに小さく首を横に振った。

「……え、ええと……ごめんなさい……わたしは、その、これから生地を買いに行こうと思いまして……」

「生地？」

「……は、はい……今測らせていただいた数字をもとに衣装を作っていこうと思っているのですが……手持ちの生地だとたぶん足りないので、買えたらと思いまして……」

　考えてみればその通りだった。

　一から衣装を作るのだから、そのための材料となる生地が必要になるのは当たり前だろう。

　そこまで考えが至っていなかったことを、龍りゆう之の介すけは恥ずかしく思った。

「わかった。それじゃあ俺も行く」

「……え……？」

「そういうことなら衣装代を出さないとならないし、荷物持ちも兼ねてだ。俺の衣装を作ってもらうんだ。できる限りの手伝いはするのが筋だと思う」

　それが龍りゆう之の介すけとしては最低限の礼儀だった。

「……で、ですが……」

「全部舞まい原はらさん任せなのは気が済まない。邪魔でなければ同行させてほしい」

「……じゃ、邪魔だなんて……！　……そ、そんなことはこれっぽっちも……！」

「だったら頼む」

「……」

　舞まい原はらさんは少しの間迷うような素振りをしていた。

　けれどやがて龍りゆう之の介すけを見上げて。

　遠慮がちながらも小さくうなずいて……こう言った。

「……わ、わかりました……そ、それではお願いしてもよろしいでしょうか……？」







　舞まい原はらさんに案内されてやって来たのは、電車を乗り継いで十五分ほど行った先だった。

　八つの路線が乗り入れるこの辺りでは大きな駅。

　そこの東口に、舞まい原はらさんがいつも生地を買う店があるのだという。

「……え、ええと……こちらです……」

　声は小さいもののはっきりとした足取りで舞まい原はらさんが道を示す。

「舞まい原はらさんはよくここらに来るのか？」

「……え？　……あ、は、はい……え、ええと、塔とうヶが崎さき先輩がおっしゃっていたようにモデル関係で必要になってお洋服を作ることもあって……」

「そうなのか」

「……で、ですが……そ、その、それ以外にも……」

「？」

「……あ、い、いえ……そ、それはいいんです……！」

　小さく首を横に振る。

「……え、ええと、これから行くお店ですけれど……たぶんですが、月に二、三回は来ていると思います……」

「そんなに？」

「……は、はい……生地やボタンなどは意外と消耗品ですし、それに店長さんが顔見知りなので……」

「そうか……ぜんぜん知らなかった」

　舞まい原はらさんと知り合ってから半年近くが経たつが、それは完全に初耳だった。それなりに気心が知れる仲になってきたと思っていたけれど、まだまだ知らないことも多いのだと改めて考えさせられる。

　そんなことを話しながら賑にぎわう街並みを進んでいく。

　舞まい原はらさんの馴な染じみの店は、駅から歩いて十分くらいのところにある商業施設の三階にあった。

「……つ、着きました……ここです……」

「お……」

　エスカレーターから降りるなり、まず目に入ってきたのは大量の布地だった。

　様々な色や質感の生地がおそらく種類ごとにまとめられて、店内にところ狭しと陳列されている。

　それだけでなくて糸やボタン、造花やビーズなどの小物も目につき、さらに店頭にはミシンまで置いてある。

　中には何に使うのか龍りゆう之の介すけにはまったくわからないような生地もあって、思わず息を吞のんでしまった。

「生地っていっても色々あるんだな。こんなにたくさんあるとは思わなかった」

「……あ、は、はい……よく使われるものだけでもざっと十種類以上はありまして……」

　舞まい原はらさんが説明をしてきてくれる。

「……例えばこちらはアムンゼンという種類になります。シワになりにくくきれいなドレープが出るのでドレスなどによく使われたりするもので……」

「……」

「……こっちのハイミロンは逆に少しシワになりやすいのですが、高級感があって様々なものに使えて……」

「……」

「……こちらにあるのはサテンです。光沢が特徴で比較的一般にも使われているので、見たことがあるかもしれません。ただこちらは仕上がりが安っぽくなることもあるので使い方には注意が必要で……あっ……」

　と、そこで舞まい原はらさんがはっとしたように言葉を止めた。

「……あ、す、すみません……ひ、一人で喋しやべってしまって……」

「いや、大丈夫だ」

「……ご、ごめんなさい……つい、調子に乗ってしまいました……こ、こんな布地とか服作りのことなんて、聞いてもつまらないですよね……う、うう、自分の世界に入ってしまうと、周りが見えなくなってしまうからわたしはアオミドロなんです……」

　しょんぼりしたように声を小さくする。

　だけど。

「そんなことはない」

「……え……？」

「舞まい原はらさんの話、ぜんぜんつまらないなんてことはなかった。生地についての知らなかった知識を聞くことができて、それだけでも興味深い。それに……」

「……？……」

「生地や服のことについて話す舞まい原はらさんの表情はとても活いき活いきとしていた。そういう舞まい原はらさんの表情を見るのは初めてだったし、その内容も聞いていてとても面白いものだった。もっと聞いてみたいと思った」

「……え……ほ、本当……ですか……？」

「ああ。たぶんその人が心から興味を持っていることの話は、自然と人を惹ひきつけるものなんじゃないか？」

　それは本当にそうだと思った。

　遠慮がちながらも積極的に説明してくれる舞まい原はらさんからは、それだけでエネルギーが感じられた。目の奥の光が違うというか表情がキラキラと輝いているというか、とにかくいつもとは違う雰囲気を感じたのだ。

「……こ、心から興味……そ、そうなのでしょうか……？」

「ああ。だから俺はもっと舞まい原はらさんの話を聞きたいと思う。舞まい原はらさんの好きなことや興味のあること、がんばっていることを知りたい。よければ話してくれ」

「……あ……」

　舞まい原はらさんがぱあっと表情を輝かせる。

「……は、はい……！　ぜ、ぜひ……っ……！」

　大きくうなずきながら返事をして。

「……あ、あの……布地もそうなんですが、服を作るにあたっては実際に裁縫をする時にも色々と注意しなければいけないことがあって……」

「そうなのか」

「……は、はい……例えば買ったばかりの生地には歪ゆがみがあるので、それを直すために下処理をする必要があったりして……」

「下処理？」

「……そ、そうです……地直しと水通しというのですが、これらも生地によってどれを行うかや細かなやり方の違いなどがあるので、それらをうまく見極めないといけなくて……」

「それは……大変だな」

「……で、ですよね……？　ふ、ふふ、でも、そういう工程もまた楽しかったりもするので、苦にはなりません……。あ、そ、それとその先の工程でも面白いところがいっぱいあって……」

　身振り手振りを交えながら一生懸命に説明をしてきてくれる舞まい原はらさん。

　その様子は今までよりもずっと打ち解けたもので、明らかに距離が近づいたように思える。

　そんな姿を見られただけでも今日来てよかったな……と龍りゆう之の介すけが思った、その時だった。




「──あれ、『月下の堕天使』ちゃんじゃない？」




「……！……」

　ふいにかけられた声。

　それを受けて、舞まい原はらさんがビクンッ！　と激しく反応した。

「あ、やっぱりそうだ。ん、今日は新しい生地の買い物？　今度は何をやるのかな？」

「……あ、え、ええと……あ、あの……」

　話しかけてきていたのは若い女性だった。

　店員らしき前掛けをしていて、ネームプレートのところに『店長』とある。ということはこの人が舞まい原はらさんの知り合いだと言っていた相手なのだろうか。

「いつもの『ときめき☆ブロードキャスト』？　それとも今期の新しいやつ？　『月下の堕天使』ちゃんのコスは毎回クオリティが高いからいつも楽しみなんだよねー」

「……そ、その……そ、それは……」

「あ、『ときめき☆ブロードキャスト』だったらお勧めの生地があるよ。このウイッグとかも『月下の堕天使』ちゃんにはピッタリなんじゃないかなあ」

「……うぅううう……」

　そしておそらくなのだが……さっきから連呼されている『月下の堕天使』というのは舞まい原はらさんのことを言っているのだろう。

　なぜそんな風に呼ばれているのかはさっぱりわからなかったが、状況から見てたぶん間違いない。

　と、そんなことを考えていたら、女の人が龍りゆう之の介すけを見た。

「ん？　そっちの男の子は友だち？　あ、もしかして、デートとか？」

「……！！！……」

　その言葉に、舞まい原はらさんが飛び上がるような盛大なしゃっくりをした。

「……ち、違います……デ、デデデデデートだなんて……！　……ひ、ひっく……そ、そんな、わ、わたしごときエンマコオロギが尊い市いち村むら先輩とそのようなことができるなど……あ、あり得ません……！　夢のまた夢といいますか……ひ、ひっく……起こらない奇跡みたいなものです……」

「……」

「……そ、それは……ま、万が一、本当にそうだったら……こ、光合成をしてしまうほど嬉うれしいですけど……」
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　最後の方はもにょもにょと小さくつぶやく。

「えー、そうなんだ。二人とも背が高くてスタイルいいし、お似合いに見えたんだけどなあ」

「……お、おおおおおおお似合い……!?」

「うん、仲良さそうだったし目立ってたし、そうだと思ったんだけど」

「……な、なななななな仲良さそう……!?」

「だって『月下の堕天使』ちゃんが男の子とあんなに楽しそうにお喋しやべりしてるの、初めて見たかも。あ、だったらコス友だち？　きみも衣装用の生地を買いに来たの？」

「コス……？」

　首を傾かしげる龍りゆう之の介すけの隣で、それまでフリーズ気味だった舞まい原はらさんが慌てたように声を上げた。

「！　……あ、あの……す、すみません……そ、それも違いまして……！」

「え？」

「……い、市いち村むら先輩は……部活の先輩です……こ、こちらの世界とは何ら関係のない一般人で……その、こ、今度学校のみなさんとハロウィンパーティーの仮装をするので、そのための生地を買いに来たんです……」

「ハロウィンパーティー……あ、そ、そうだったんだ？」

「……は、はい……」

　その返答に女の人がすまなそうな顔になる。

「そ、そうなんだ？　あちゃー……やっちゃったかも……ご、ごめんね、仲が良さそうだったからてっきりコス仲間かと勘違いして……」

「……い、いえ……わ、わたしがちゃんと最初に説明をしていれば……」

「う、ううん、私が早はや合が点てんしちゃったから……ほんとにごめんなさい！　せめてゆっくり見ていってね。『月下の堕天使』ちゃ──じゃなかった、星ほし菜なちゃん」

「……は、はいぃ……」

　いつもよりもさらに消えそうな声になる舞まい原はらさんに何度も頭を下げて、女の人はバックヤードに消えていった。

　後には何となく気まずい沈黙が残される。

「……」

「……」

「……あ、え、ええと……すみませんでした……か、買い物を済ませてしまいましょうか……？」

「……そう、だな」

　無理矢理笑みを浮かべた舞まい原はらさんの言葉に、龍りゆう之の介すけはうなずいたのだった。
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　その後、買い物は無事に終わった。

　舞まい原はらさんが買ったのは、様々な生地の他に糸やボタン、ファーなどのその他の雑貨類。

　それらの入った紙袋を手に、龍りゆう之の介すけたちは駅へと歩いていた。

「……」

「……」

　何となくどちらとも無言だった。

　舞まい原はらさんも龍りゆう之の介すけももともと口数は多い方ではないけれど、いつにも増してお互いに出る言葉がない。

　その原因となっているのが何かは明らかであって……

「……え、ええと……気になって……いますよね……？」

　と、駅の近くまで来たところで、舞まい原はらさんがぽつりとそう口にした。

「……さ、さっきお店で言われていたこと……そ、その……と、特に『月下の堕天使』とか……」

「それは……」

　答えに窮する。

　龍りゆう之の介すけにとって、正直気になっていないと言えばウソになった。『月下の堕天使』だとか、およそ日常生活で出てくる単語ではない。だがあの時の様子からして、あれは舞まい原はらさんにとってあまり触れられたくないことではないのだろうか。

「……た、確かに……か、隠していたことではあります……い、今まで……学校のだれかには言ったことがありませんから……」

「だったら無理には……」

「……で、でも……！」

　そこで舞まい原はらさんはいつもより少しだけ強く声を上げた。

　両手をきゅっと握り締めながら大きく首を振って。

「……で、でも……い、市いち村むら先輩になら……言ってもいい……う、ううん……」




「……い、言いたいと……思ったんです……っ……」




　そう、訴えかけるように言い放った。

「舞まい原はらさん……」

「……だ、だって市いち村むら先輩は……こ、こんなわたしを肯定してくれた人です……いつだってわたしが気づかなかったことを教えてくれて、背中を押してくれた恩人です……そ、その人が……わ、わたしのことを……少しでも知りたいと、思ってくれるなら……」

「……」

「……つ、伝えられることは……全部言いたいって……思いました……っ……！」

　必死に言葉を紡つむぐその表情からは、これ以上ないくらいに真剣な様子がうかがえた。

　真まっ直すぐに、龍りゆう之の介すけを見つめる眼まな差ざし。

　それならばここでこれ以上遠慮するのはかえって失礼だと思った。

　だから……

「わかった。聞かせてくれ」

「……は、はい……」

　そう答えると、舞まい原はらさんは緊張したように大きく深呼吸を何回かして。

　そして……絞り出すような口調で、こう言った。




「……じ、実はわたし……コ、コスプレが趣味なんです……っ……」




「コスプレ？」

「……は、はい……その、ア、アニメやマンガなどのキャラクターの服装やヘアスタイルなど真ま似ねて、そのキャラになりきって楽しむことで……」

　決して詳しくはないが、龍りゆう之の介すけもそれがどういうものであるのか何となくは知っていた。

　舞まい原はらさんは続ける。

「……い、衣装を作ることができるようになったのもその一環です……そ、その……塔とうヶが崎さき先輩が言っていたようなモデルのお仕事とは……ぜ、ぜんぜん関係がなくて……さ、さっきの……『月下の堕天使』というのは……コスプレをする時のハンドルネームです……」

「……」

「……そ、その……似つかわしくない、ですよね……わ、わたしごときクツワムシが……恐れ多くもそんな華やかな趣味を持っているだなんて……そ、そのことは……わたし自身、よくわかってはいるんです……」

　ぎゅっと胸元で手を固く握り締める。

「……で、でも……声優に憧れているのと同じくらい、わたしはコスプレが好きで……やりたいと思う気持ちを抑えきれないんです……気づいたら好きなキャラの声と衣装のことを考えていて……。……き、きっとわたしにとって……声優になりたいこととコスプレは同じなんです……憧れているキャラに、現実では届かない理想に少しでも近づきたいという願い……」

「……」

「……だから……ど、どうしても……市いち村むら先輩には言っておきたかった……分不相応だと思われるかもしれないし、引かれるかもしれないけれど……だ、だけど、大好きな市いち村むら先輩だけには……本当のわたしのことを……知ってもらいたかったんです……っ……」

　そこまで言うと、舞まい原はらさんは目をぎゅっとつむったままうつむいた。

　まるで審判を待つ罪人のような沈痛な面持ち。

　ただでさえ引っ込み思案で超がつくほどの人見知りな舞まい原はらさんだ。きっとこのことを打ち明けようと決意するのには、相当の勇気が要ったのだろう。

　そのことは、舞まい原はらさんの表情から痛いほど伝わってくる。

　だから龍りゆう之の介すけがそれに対してできることは……向けられた真まっ直すぐな感情に対して、誠実に応えることだけだった。

「──舞まい原はらさんは、すごいと思う」

「……え……？」

「年下なのに、まだ一年生なのにしっかりと自分の世界を持っている。コスプレが趣味で何も分不相応なことなんてない。自分で衣装を作るのも立派だし、それを着て表現をするのも素敵なことだと思う。ただでさえ好ましい舞まい原はらさんがさらに魅力的になるだけの話だ」

「……み、みりょく……っ……!?」

「ああ。鬼に金棒……はちょっと違うな。弁天様に琵び琶わというところか」

「……べ、弁天様……ひ、ひく……っ……」

　舞まい原はらさんが大きくしゃっくりをする。

　舞まい原はらさんのコスプレは、例えば龍りゆう之の介すけが野球を好きだったり、先輩が放送部を好きだったりするのと何ら変わらないと思う。

　どうしてそれを引け目に思ったり隠さなければと思ったりする必要があるだろうか。

　そうなる原因があるとしたら、それは舞まい原はらさんが自分で自身のことを肯定できていないからだ。

　だから……

「他のだれが、たとえ舞まい原はらさん自身がそう思えなくても、俺はその趣味は舞まい原はらさんに似つかわしいと思う。舞まい原はらさんの一部なんだと思う。別に隠すなとは言わない。色々と事情があるのはわかる。だけど心の中では胸を張って、何に憚はばかることなく肯定すればいい」

「……あ……」

「それに今回……そのことを話してくれて嬉うれしかった。舞まい原はらさんのことを今まで以上に知ることができたと思う。それだけでも何よりも大きな収穫だ」

「……い、市いち村むら……先……輩……」

　口元に手を当てながら舞まい原はらさんが声を震わせる。

　果たして龍りゆう之の介すけの言いたいことがどこまで伝わったのかわからない。

　だけどその表情は、どこか憑つき物ものが取れたようなすっきりとしたものになっていて……もう大丈夫だと思った。

「俺から言いたいことはそれだけだ。──ん、駅に着いたな。確か舞まい原はらさんはＪＲだったか。ならあっちの改札に──」

　そう言って、龍りゆう之の介すけは歩き出そうとして。

「……ま、待ってください……！」

「？」

　ぐい……っ……

　舞まい原はらさんに呼び止められた。

　正確に言えば、物理的に制服の袖をつかまれて動きを止められた。

「？　どうしたんだ？」

「……」

「舞まい原はらさん？」

「……」

　舞まい原はらさんはしばらくの間、押し黙っていた。

　だけどその手はしっかりと龍りゆう之の介すけの袖をつかんで離さない。

　目の前の信号が青から赤になり、もう一度青に戻る頃になって、ようやく舞まい原はらさんは口を開いた。

「……わ、わたし……」

「……」

「……そ、その……」

　わずかな沈黙。

　そして……




「……わ、わたしも……い、市いち村むら先輩のことが……もっと、知りたいです……っ……！」




「俺のこと？」

「……は、はい……好きな食べ物とか、休日に何をしているのかとか、お風ふ呂ろで身体からだのどこから洗うのとか……な、何でもいいんです、もっと、わたしの知らない市いち村むら先輩のことを、たくさん……！」

「それはいくらでも構わないが……」

「……ほ、本当ですか……？」

「ああ。好きなだけ訊きいてくれていい」

　その言葉に舞まい原はらさんはつかんだ袖に力をきゅっと込めて。

「……じゃ、じゃあ……朝ご飯は和食派でしょうか、洋食派でしょうか……？」

「和食派だ」

「……す、好きなネコちゃんの種類は……？」

「せんぱ──スコティッシュフォールドだと思う」

「……と、得意な教科は何でしょうか……？」

「体育と数学だ。どちらかと言えば理系の科目がやりやすい」

　それらは本当に他愛のない質問だった。

　本来ならこんな場所ではなく、休み時間の教室などで交わされるだろうやり取り。

　だけどそういった何気ないことを気安く話せる空気を共有できることこそ、他の何にも代かえ難がたい大事なことのように思えた。

　しばらくの間、そうしたやり取りを繰り返す中。

　ふと、舞まい原はらさんが改まったように言葉を止めて小さく見上げた。

「……そ、それと……」

「？」

「……あ、あの……っ……」

「??」

　何かを思い切るように、つかんだ袖にさらにぎゅっと力を込めて。

「…………せ、背が高くて、ムダに肩幅とかがあって、年相応には見えないゴリラみたいな年下の後輩がいるんですけど……い、市いち村むら先輩のことを、ずっと……す、すす…………っ…………そ、尊敬していて、もっと距離を縮めたいと思っている……みたいなんです……。……い、市いち村むら先輩は……そ、そういう相手なんかは……タ、タイプではないでしょうか……と、とか……っ……！」

「……」

「……」

「……」

「……って、わ、わたし……な、何を言って……!?　……ひ、ひ……っく……」

　しゃっくりをしながら目をぐるぐるとさせる舞まい原はらさんに。

「大きくて体格がいい相手は好みだと思うが」

「……え……っ……」

「自分としては細くて頼りないよりはそれくらいの方が共感を覚える。見ての通り自分もそっち側の人間だ。いっしょに筋トレや柔軟などをするのにもその方がいいだろう。だからきっとそういう相手は好きになれると思う」

「……す、すすすす好き……!?　そ、そそそそれって……い、市いち村むら先輩的に……あ、ありということ……ですか……っ……！」

　舞まい原はらさんがぐいっと身を乗り出してくる。

　その言葉に、龍りゆう之の介すけはうなずいた。

「ああ。そんな男の後輩に尊敬されているとしたら、個人的には嬉うれしい限りだ」

「……え……？」

「野球部を辞めてからなかなか後輩の知り合いができなくて困っていたんだ。そういった相手がいたら、ぜひ仲良くなりたい。舞まい原はらさんのクラスメイトとかなのか？　会うのならいつでも大丈夫だと伝えてくれ」

　舞まい原はらさんが言う後輩がだれかはわからなかったが、そういう話なら大歓迎だった。

　龍りゆう之の介すけは基本的には体育会系だったし、筋トレの話などができる後輩ができるのならありがたいことこの上ない。

「……」

「……」

「……」

「舞まい原はらさん？」

「……い、いえ……何でもないです……わかりました……」

　気が抜けたように舞まい原はらさんががっくりと肩を落とす。

（……そ、そうですよね……こ、こんなに遠回しに言っても……いつでもストレートな市いち村むら先輩には通じるはずもなくて……）

（……そ、それに……よ、よく考えてみたら……市いち村むら先輩は、高たか遠とお先輩みたいな小さくてかわいらしい人が好みなのはわかりきっていることなんですし……そ、それと真逆のわたしみたいなストロングタイプがそういったことを望むなんて、高望みもいいところ……）

（……で、でも……）

（……）

（……諦めたく……は、ないです……）

（……こ、この気持ちだけは……初めてがんばりたいって心の底から望んだ想おもいだけは……きちんと向き合いたい……）

（……だ、だって……市いち村むら先輩は……）

（……か、かけがえのない……わ、わたしの……初恋の、人……だから……）

「？　どうかしたのか、舞まい原はらさん？」

「……い、いえ、何でもありません……。……ただ……」

「？」

「……わ、わたし……あ、諦めませんから……っ……ぜ、絶対に……」

「……？」

　両手をぎゅっと握りしめて、真っ直ぐに龍りゆう之の介すけを見上げながらそう言ったのだった。
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「うわー、あいかわらずでっかい家ですねー」

　驚いたように声を上げながら、私服姿の花か恋れんがその小さな顔を上に向けた。

　目の前には、その言葉通り視界には入りきらないほどの大きさの立派な建物。

　キャッチボールくらいならできそうな庭と、軽く龍りゆう之の介すけの家の二倍はありそうな敷しき地ちが広がっている。

　そんな豪邸の前で、先輩をはじめとしたいつもの皆が顔を揃そろえていた。

「ここに来るのってずいぶんひさしぶりですよねー。前に来たのって一年くらい前だっけ、お姉ちゃん」

「ん、そうだなー。確か真ま衣いの誕生日で来たんだよね」

「そうだったそうだった。あ、センパイたちは初めてなんですよねー？」

「ああ、そうだな」

「真ま衣い先輩のお宅訪問なんてそんな幸せなイベントはなかったしなぁ」

「……今さらだけど私がお邪魔してよかったのかしら」

　インターホンを鳴らしつつそんなことを話していると。

「あ、いらっしゃい、みんな」

　門から十メートルほど離れた家のドアが開いて、そこから家の主が姿を現した。

　私服姿の、真ま衣いさん。

　内側から門を開けて、中へと招き入れてくれる。

「大丈夫だった、迷わないで来れたかな？」

「うん、それは平気。駅で待ち合わせしてから来たから」

「そっか、じゃあよかった。あ、とにかく入って。もう準備はばっちりしてあるから」

「ん、お邪魔するねー」

「おっじゃましまーす」

「失礼します」

「……お、お邪魔いたします……」

「おお、これが真ま衣い先輩の家……」

「……お邪魔します」

　口々に挨拶をしながら、先輩を先頭に家の中へと入っていく。

　そう、ここは真ま衣いさんの家。

　今日は十月末の日曜日の昼下がり。

　件くだんのハロウィンパーティーを開催するために、真ま衣いさんの家に『放送部（仮）』部員プラス日ひ野の、委員長、花か恋れんの六人で訪れたのだった。
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　豪ごう奢しやな外観と違たがわず、家の中も目をみはるようなものだった。

　入ってそのまま通された広々としたリビングにはおそらく七十インチを超えるだろうテレビが置かれていて、その周りには楽に十人は座れそうな大きさのソファとホームシアターセットのようなものが設置されている。

　リビングのあちこちにはドアがたくさんあり、おそらくその先にはそれだけの数の部屋があるだろうことがうかがえる。

　さらにリビングから続くアイランド型のキッチンには大きな冷蔵庫とオーブンが見え、キッチン自体の広さもまたそれに比例したものだった。

「はー、ソファ、ふっかふかですねー。埋もれるってこういうことを言うんだってここに来て初めて知りましたよー」

　反発という概念をどこかに置き忘れてきたようなソファに身体を沈ませながら花か恋れんがそんなことを言う。

「こら花か恋れん、お行儀悪いでしょ」

「え、いいじゃーん。せっかく座ってくださいとばかりにあるんだし。ソファはそのためにあるんだからー」

「そ、それはそうかもしれないけど、遠慮ってものが……」

「あはは、いいっていいって。花か恋れんちゃん、好きにくつろいでくれていいからね」

　そう言って真ま衣いさんが笑う。

「すげぇな、真ま衣いさん。美人で優しくて人気者でお嬢様って……もう完璧じゃないっすか」

　そんな真ま衣いさんを見ながら日ひ野のがキラキラとした目でそう言っていて。

「さ、それじゃさっそく着替えよっか？　衣装は用意してあるから、花か梨りんたちはこっちに来て」

「ん、りょーかい」

「あ、後輩くんたちはあっちのゲストルームを使ってくれていいから」

「わかりました」

「あざっす」

　そううなずき合って、男女に分かれて別の部屋で着替えをする。

　十分後。

　まずは元運動部だけあり着替えには慣れている龍りゆう之の介すけたちが先にリビングに戻ってきた。

「真ま衣い先輩たちはまだみたいだな。お、龍りゆう之の介すけ、狼おおかみ男おとこ似合ってるじゃん。ガタイがいいと迫力があっていいよなぁ」

「日ひ野ののそれは何なんだ？」

「俺？　俺は白馬の王子だ。ほら、真ま衣いさんはきっと姫のように素敵な格好で現れるに決まってるから、それに釣り合うようにこれを選んだんだよ」

「……そうか……」

　中身はまったくそうではないのにもかかわらずチャラい外見のせいでどちらかと言えばホストに見えたのだけれど、そのことには特に触れずにおくことにした。

　しばらくの間二人で話をしていると、ゲストルームのドアがガチャリと開かれた。




「はーい、お待たせー。こっちも着替え終わったよー」




　そんな声とともにまず姿を現したのは……

「おー、さすが男子は着替えるのが速いね。すごい、狼おおかみ男おとことホストだ」

　白猫のドレス姿の真ま衣いさん。

「はーい、ちゅうもーく。花か恋れんちゃんのかわいいウサギのバニーちゃんですよー。無料ですから、たーっぷり目に焼き付けていってくださいね」

　続いてウサギモチーフのドレス姿の花か恋れん。

「……う、うう……す、すみません……わたしの、お、お見苦しいメス犬のような姿をさらけ出してしまって……」

　さらに温かそうなフサフサの毛並みに包まれた舞まい原はらさん。

「……これ、露出が多すぎない？　だ、大丈夫かしら……？」

　その後ろに魔女姿の委員長が続く。

　と、舞まい原はらさんを見た日ひ野のが言った。

「あれ、星ほし菜なちゃんって濡ぬれ女おんなか船幽霊をやるって言ってなかったっけ？　それ、違うよね？」

「……え、あ、は、はい……そ、そのつもりだったんですが……」

「？」

「……あ、え、ええと……じ、実は市いち村むら先輩の衣装を作っていて生地が余ってしまったんです……そ、それなら、有効利用できないかと思って……」

「へぇ、そうなんだ。それ犬娘？　似合ってる」

「……そ、そうでしょうか……？」

「ああ、なんか龍りゆう之の介すけとペアって感じもするし」

「……っ……!?」

　どうしてかその言葉に舞まい原はらさんが真っ赤になる。

　大きな身体からだを小さくしながら「……ペ、ペア……ふ、ふふ……い、市いち村むら先輩と……ゆ、勇気を出してみた甲か斐いが……あ、ありました……」とつぶやいていた。

「はーい、センパイ、どうですか、花か恋れんちゃんの愛されバニーちゃんはー？」

「ん、似合ってると思う」

「へへ、そうでしょそうでしょ。眼福ですか？　抱きしめたいですか？　かわいい花か恋れんちゃんにめろめろですかー？」

「ただ……」

「？」

「今日はネコじゃないのか？」

「！」

　龍りゆう之の介すけのその言葉に、花か恋れんは何かを警戒するような目になった。

「ど、どうしてそう思うんです？」

「いや、前にカラオケでネコ耳メイドの衣装を着ていたからてっきり好きなのかと──」

「わ、わー、わー！　それはいいんです！　忘れてください！　記憶から完全消去してください！」

　花か恋れんが慌てたように大声を上げる。

「ま、まったく……あれはもうわたしの中では黒歴史というか、センパイのせいで次の日にアカネたちに色々問いつめられて大変だったんですからねー」

「そうなのか。悪かった」

「絶対どうして悪かったかわからないで謝ってますよね……？　まー、いいです。とにかく、あの日センパイに辱はずかしめられてからネコはやんないって決めたんですー。センパイのばーか」

　そう言ってベーと舌を出しながら真ま衣いさんたちのところへと行ってしまった。

「……」

「……」

「……何かしら」

「いや委員長がそういう格好をするのが少し意外だったから」

「……ハロウィンパーティーなんだから少しくらい羽目を外しもするわ。まあ、私なんかがこんな格好をしてもかわいげがないのはわかってるけど」

「そんなことはない。ちゃんとかわいらしいと思うが」

「……えっ……」

「委員長にはそういう女性的な格好がよく似合う。それに魔女の神秘的というか情緒的な雰囲気も委員長にピッタリだ。いいセレクションだと思う」

「……そ、そう……あ、ありがとう……」

　委員長が眼鏡の位置を何度も直しながら、明後日あさつての方角を向いていた。
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　そんな感じに、それぞれの仮装姿が披露されたわけだけれど。

　一人足りなかった。

　そこに龍りゆう之の介すけにとって最もその姿を見てみたいと思う相手がいないことに、当然のことながら気づいていた。

「花か梨りん先輩は……？」

　キョロキョロとリビングの中を見回してみる。

　すると……

「…………」

　何やらリビングの隅のカーテンからはみ出している二本のシッポのようなものが見えた。

　ぴょこぴょことかわいらしく揺れ動くそれの持ち主は……

「あ、また隠れてる。もー、お姉ちゃん、いいかげん慣れなって。恥ずかしいのはわかるけど、文化祭とか海の時からぜんぜん進歩がないよ？」

「う、だ、だって……」

　丸まるようにカーテンにくるまりながらうかがうように顔だけを出す……先輩だった。

「だっても何もないから。衣装は見せるためにあるものでしょ？　だいじょーぶ、お姉ちゃんはちゃんとかわいいよ。わたしが保証する」

「そ、そうは言ってもさー……」

「いいから。ほら、出てくる」

「あっ……」

　花か恋れんに引っ張り出されて、先輩が転げるように姿を現す。

　その格好はというと……




「……にゃ……っ……!?」




「……」

　まず目に入ってきたのはネコ耳だった。

　黒くてかわいらしいネコ耳が自前のネコ耳ヘアーと合わさって見事に一体化している。

　視線を下に移すとひらひらとしたドレスの腰の部分には二本のかわいらしいシッポ。さっき見えていたのはこれだろう。それらは可動式のようで、先輩の動きに合わせてぴょこぴょことかわいらしく上下に揺れている。

　何というか、完璧なネコマタだった。

「うう……え、ええと、ど、どうかな、これ……？　く、黒ネコマタなんだって……」

「……」

「ド、ドレスの裾がちょっと短いかもだけど……こ、これは、ほら、そういう仕様っていうか、この方がレースとかが映えるらしくて……」

　スカート部分の裾を両手で押さえながら、先輩がもじもじと見上げてくる。

「あ、あんまりこういう短いのははかないからスースーするっていうかちょっと落ち着かない感じだけど……で、でも、けっこうかわいくない……？」

「……」

「……う、あ、あんまり似合ってないかな……？　や、やっぱりあたしは大人の女だから、色っぽいっていうかセクシーな方がジャストフィットで、残念だけどこーいう小動物系とは相性が良くないのかも……？」

「……」

「って、にゃ、にゃんか感想とかがほしいとこなんだけどなー……」

「……」

　龍りゆう之の介すけが黙っているのは当然のごとく似合っていないと思っているからではない。

　逆にその圧倒的なかわいさの攻撃力に完膚なきまでに打ちのめされていたからだった。

　先輩の言う通り、少しだけ裾の短い黒ネコマタドレス。

　そのかわいらしくもありながら愛らしいデザインは、まるで先輩のためにしつらえられたかのようにハマりまくっていた。

　ぴょこんと立ったネコ耳、ふわふわとしたシルエット、短いけれどどこか上品なスカート。

　ネコ耳の先端からつま先まで、その全てが先輩の魅力をこれでもかというほどに引き出している。

　そしてその先輩仕様かと見み紛まがわんばかりのドレスの正式名称を……真ま衣いさんから聞かされて龍りゆう之の介すけは知っていた。

「いえ……花か梨りん先輩の『愛されゆるふわにゃんにゃん黒ネコマタ』姿があまりにも尊すぎて、危うく浄化されかけていました」

「な、何でそれ知ってるの！　て、ていうかフルネームで言わないで！」

「すみません。だけど見た瞬間に恋に落ちてしまいそうなほどとてもよく似合っていて、その名前通り愛らしくかわいいと思っているのは本当なので」

「……にゃっ……」

「とても……とても良いいです。心の底からそう思います。先輩のこんな姿を見ることができて、俺は幸せ者です」

「……っ……」

　先輩が真っ赤になってうつむく。

　だけどすぐにシッポを揺らしながら小さく見上げて。

「そ、そっか……あ……ありがと……」

　少し上ずったような声でそう言ってきた。

　その姿もまたこの上なく愛いとおしく思えるもので……さらには発せられている声もここ最近ではすっかり定番となった第三の妖精のような声であって……龍りゆう之の介すけは言葉を失って石像のようになってしまう。

　そして同様に先輩も胸の前で指を回したままかわいらしいネコの置物のようになってしまっているのであって……

「……」

「……」

「……」

「あー、ほらほら、もう、二人だけの世界を作るのはまだ早いってば。恋する乙女モードはちょっとストップだぞー」

「！　ま、真ま衣い、そ、そんなんじゃ……!?」

「あるでしょー。でも大丈夫大丈夫、そういうのは後でちゃんと用意してあるんだから」

「……？」

　真ま衣いさんの言葉に先輩が頭の上にハテナマークを浮かべて。

「──さ、それじゃあ衣装のお披露目も終わったことだし、ハロウィンパーティー、始めるよー！」

　そんなかけ声とともに、ハロウィンパーティーが始まったのだった。
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「さ、まずは撮影会だよ。この後には色々ゲームが控えてるから、衣装が崩れる前にいっぱい撮っておかないとね」

　真ま衣いさんがそう言って、スマホを構える。

　ちなみにリビングのあちこちは色とりどりの小物や風船などのハロウィン仕様の飾りつけがされていて、写真映えしそうなスポットがいくつもあった。

「わ、本物のジャックオーランタンがある！　すごいすごい！　ここで撮ったらすっごくハロウィンっぽいんじゃない？」

「ふふ、そう思って用意したからね。いい感じでしょ？」

「うん、ばっちり。ていうかいっしょに撮ろうよ、真ま衣い」

「はいはーい」

　ジャックオーランタンの前で並んでポーズをとる黒ネコマタの先輩と白ネコマタの真ま衣いさん。

　そんなダブルネコマタの二人を囲むようにして、皆で写真を撮っていく。

　その中でも龍りゆう之の介すけは、無心でひたすらスマホのシャッターを押し続けていた。

「うわー、センパイ、すごい勢いですねー……連写モードじゃないのにナチュラルに連写みたいになってる」

　呆あきれたように花か恋れんが言う。

「花か梨りん先輩のこの希少な姿は記録として後世に残さなくてはならない。これはもう俺の使命と言っていいかもしれない」

「や、いちおう言っときますけどそんな使命はないですからねー……？」

　呆あきれ果はてた顔の花か恋れんを尻目に、それでも写真を撮り続ける龍りゆう之の介すけ。

　やがて軽く百枚は撮影したのではないかというところで、真ま衣いさんが何やらにやりと笑って先輩に耳打ちをした。

「ねえねえ、花か梨りん」

「ん、なに？　……え？　そ、それは、でも……」

「いいからいいから。せっかくかわいい『愛されゆるふわにゃんにゃん黒ネコマタ』を着てるいい機会なんだからやっちゃいなって。こういうところでアピールすれば後輩くんも花か梨りんのことを意識するようになるかもよ？」

「そ、そうなの？」

「うん、間違いない」

「……だ、だったら……」

　何かを覚悟したように深くうなずいた先輩。

　ソファの上に上体を反らすようにしてうつぶせで横たわると、顔の横に肉球付きの手を添えて。

　ちらりと龍りゆう之の介すけの方を見ると。




「にゃ、にゃんにゃんにゃう～ん♪」




　そう、甘やかに鳴いた。

「……」

「ね、ネコマタテンプテーションポーズだにゃん。あ、甘い甘いまたたびのような魅惑のスイートハロウィンゾーンに、きみをにゃんにゃん誘っちゃうぞ～……♪」

「……」

「ご、ごろにゃ～ん♪」

「……」

「……」

「……」

「ちょ、ちょっと、龍りゆう之の介すけが珍獣を見るみたいな目で止まってるんだけど……」

　魅惑のネコマタテンプテーションポーズを決めたまま先輩が気まずそうに声を上げる。

「大丈夫。あれはたぶん喜びのあまり思考回路が一瞬停止してる顔だから」

「え……？」

「ほら、見てなって」

　その言葉通り。

「──最高です、花か梨りん先輩」

「え、え……？」

「そのポーズ、実にいいです。先輩のかわいらしさは十分に引き出しつつも今までにない蠱こ惑わく的てきな一面が垣かい間ま見みられる完璧なポーズ……そのままもう少し目線をこっちに向けてください」

「え、こ、こう……？」

「はい。そうしたら少しだけ首を傾けてもらえると」

「あ、う、うん、わかった」

　龍りゆう之の介すけの指示に合わせてポーズをとってくれる先輩。

　そのかわいらしくも少しだけ大人っぽい姿を次々にフレームへと収めていく。

　部屋の中にライフルの乱射のように響くシャッター音。

「……何だか、カメラマンとモデルの掛け合いみたいになっているわね」

「ヘタしたらスーパーカメラマン一歩手前って感じですよねー。でもお姉ちゃん、けっこうまんざらじゃない感じなのが妹として複雑っていうか……」

「……まあ、二人とも喜んでるならいいんじゃないかしら」

　委員長と花か恋れんがそんなことを口にする中。

「いいですね、先輩の魅力が十二分に伝わってきます。とてもかわいいです」

「ほ、ほんと？　にゃ、にゃんにゃんかわいい？　あ、ここでちょっとスカートの裾をつまんでみるのもよくない？」

「よいと思います。かわいさが二倍増しになりました。ナイスアイデアです。さすが花か梨りん先輩」

「え、えへへ、でしょ？　あたし、ポージングの才能あるのかも……」

　少しだけ自慢げな笑みを浮かべる先輩。

　やがて龍りゆう之の介すけのカメラロールが先輩の様々なにゃんにゃんポーズで埋め尽くされて、撮影会は終了した。

「ふう……」

「センパイ、何だかツヤツヤしてますねー」

「それは当然だろう。先輩のにゃんにゃんポーズは俺にとって何よりも崇あがめ奉たてまつるべきご本尊だ」

「うわー、その台詞せりふもけっこう引くんですけど……」

　花か恋れんが微妙そうな顔になるものの龍りゆう之の介すけはもちろん気にしない。

　ちなみにこの時撮られた写真の一枚が〝ちっちゃくてかわいすぎる猫神様〟と評判になって後にインステ上でバズることになるのだけれど……それはまた別の話なのだった。







　その後も、色々とゲームをやった。

　パンプキンビンゴ大会や骨骨かくれんぼ大会などのオリジナルから、ミイラゲームやアップルボビングなどの定番とされるゲームなど。

「わ、やった、当たりましたよ、ビンゴー！」

「お、すごいね、花か恋れん。あたしもあとちょっとだったのになー」

「ふふー、日頃の行いかなー？　センパイはぜんぜんそろってないみたいですしー」

「……む……」




「はい、後輩くん、見ーつけた」

「……見つけられてしまいました。うまく隠れたつもりだったんですが」

「上半身がほとんどはみ出てたよ。ふふ、後輩くん大きいから、かくれんぼには向いてないのかもね」




「え、ええと、手を使わないで水に浮かんでるリンゴを口でくわえればいいんだよね……？　う、意外と難しい……」

「がんばってください、花か梨りん先輩。なかなかくわえられずにリンゴを顔にぶつけている姿も一生懸命でとてもかわいいです」

「ちょ、こ、こんなとこ写真に撮らないでいいってば！」




「……え、ええと……このトイレットペーパーを身体からだに巻いていって……」

「……舞まい原はらさんは背が高いしスタイルもいいから、巻くのにも時間がかかって大変ね」

「……は、はいぃ……う、うう……やっぱりわたし……ムダに大きいだけのマウンテンゴリラです……」

「……あたしは一瞬で巻かれ終わったんだけど……」

「あはは、まあ花か梨りんは星ほし菜なちゃんと比べると背とかスタイルとかがね……」

「……うう……」

「大丈夫です。そんな先輩のミイラ姿も俺は大好きですから」

「だ、だから写真はいいんだってば……！」




　そんな感じの流れ。

　それらは全てハロウィンの雰囲気をたっぷりと楽しめるもので、パーティーはいい感じに盛り上がったのだった。

　そして一連のゲームが一段落し、気づけば時間は夕方になりかけていた。

　出されたお茶を飲みながら皆が少しだけまったりとしていたところで。

「さ、いよいよ今日の本番が始まるよー！」

　と、真ま衣いさんがそう口にした。

「本番……？」

「そ、今日のために仕込んだゲーム……名づけて『ドキドキトリックオアトリート宝探しゲーム』だよ！」
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「ま、基本的なルールは宝探しと同じなんだけどね」

　真ま衣いさんがみんなの顔を見渡して言った。

「あらかじめ家の中に隠した宝箱を探してもらって、うまくそれを見つけられた人はその中に入ってる賞品をゲットできるの。だけどちょっと違うのはトリックカードが入っていることがあって……」

「トリックカード？」

「うん、そう。ちょっとしたスパイスみたいなものかな」

　真ま衣いさんいわく、トリックカードというのはいわゆるハズレというか罰ゲームで、それを当ててしまった場合はそのカードに書かれている指示に従わなければならない……というものであるらしい。

「へー、それ面白そうですねー。罰ゲームかー、どんなのあるんですかねー」

　花か恋れんが楽しげに色めき立つ。

「ふふ、それは見てみてのお楽しみかなー。ちなみに賞品は色々あるけど、遊園地のチケットとかスイーツインフェルノの招待券とかアイキューンカードとかを用意したよ。あ、それとハロウィン仕様のニャン左ざ衛え門もんのぬいぐるみも」

「！　ハロウィン仕様のニャン左ざ衛え門もん……！」

　真ま衣いさんのその声に、先輩が激しく反応した。

「ま、真ま衣い、それってもしかしてあの等身大の？　イベント限定だった……」

「あ、やっぱ知ってるかー。そうだよ。がんばって手に入れたんだー。花か梨りんのやる気が出るかと思って」

「そ、それは出るよ！　ハロウィン仕様のニャン左ざ衛え門もんだよ？　ジャックオーランタンを被かぶってコウモリの羽をつけてるんだよ？　世界で三十個しか作られなかったんだから……！」

　ネコ耳とネコシッポをブルンブルン動かしながら先輩が奮い立つ。

　そのめったにない興奮度から、先輩の本気がうかがえた。

「よーし、がんばってアイキューンカード、ゲットしますよー！」

「スイーツインフェルノの招待券か、手に入れたら真ま衣い先輩を誘ってデートとかも……」

「……特に欲しいものはないけど、ゲーム自体は面白そうかもしれないわね」

「……ゆ、遊園地のチケットを手に入れられたら……い、市いち村むら先輩といっしょに……」

　花か恋れん、日ひ野の、委員長、舞まい原はらさんたちもそれぞれやる気のようだった。

「それじゃあ始めよっか。探す時間は今から三十分。宝箱は一階にしか隠してないから、範囲はその中でね。──はい、スタート！」

　真ま衣いさんが高らかに号令の声を上げて。

『ドキドキトリックオアトリート宝探しゲーム』は始まった。







　開始の合図とともに、龍りゆう之の介すけがまず向かったのはリビングに隣接している衣装部屋だった。

　どうしてかというとその理由は明快で。

「ハロウィン仕様ニャン左ざ衛え門もん……ハロウィン仕様のニャン左ざ衛え門もん……！」

　先輩が向かった先が、そこだったからだ。

　先輩にニャン左ざ衛え門もんのぬいぐるみを入手させる。あるいはそうでなくとも龍りゆう之の介すけがそれを手に入れて先輩に譲る。

　それこそが、今回の宝探しにおける龍りゆう之の介すけの至上命題だった。

「う、うーん、ないなあ。服はたくさんあるけど……」

　室内を見渡しながら先輩がつぶやく。

「棚の下とかはどうでしょうか？」

「そっちもさっき見てみたけど靴箱があるだけだったよ。この部屋にはないのかなあ……」

　先輩が諦めの声を漏らしかけた、その時だった。

「お、見つけたぞ！　宝箱ってこれだよな？」

　部屋の外で探索をしていた日ひ野ののそんな声が聞こえてきた。

　衣装部屋から出て見てみると、その手には大きめのオルゴールほどの大きさの宝箱のようなものが載せられていた。

「よしよし、俺が一番乗りだな。中身は何かなっと……げ、これって」

　日ひ野のが渋い顔になる。

　その手にはコウモリのイラストが描かれた真っ黒なカードのようなものが握られていて、そこには「一番近くにいる相手と〝愛してるゲーム〟をすること」と書かれていた。

「一番近くにいる相手……」

「ん、わたしが日ひ野のセンパイと何かやるんですか？」

　たまたま隣で巨大な壺つぼをひっくり返していた花か恋れんが首を捻ひねる。

「あー、これ……」

「愛してるゲーム？　日ひ野のセンパイと？　げー、どうせならセンパイとやりたかったなあ……」

　露骨にイヤそうな顔をする花か恋れん。

「いや俺だって真ま衣い先輩がよかったよ……」

「まあ気乗りはしないですけど、そういうルールなら仕方ないですね。日ひ野のセンパイでガマンしてあげますから、さっさとやっちゃいますか」

「だなー」

　お互いに文句を言いつつも、ちゃんとルールを守ろうとするのは二人とも根は真面目だからだろう。

「じゃあ俺からだな。愛してる」

「愛してますよー」

「愛してる」

「はいはい、愛してまーす」

「愛してるぜ」

「めっちゃ愛してまーす」

「愛してる」

「愛してまーす」

「……」

「……」

「これ……意味あるのか？」

「ですねー。日ひ野のセンパイに何回言われても、わたし、照れたりしないですよー。センパイに言われたら別ですけど」

「だよなあ……」

　顔を見合わせてため息を吐く。

　その後も何度か「愛してる」の応酬をしていたけれど。

「あー、これ無理だ。永遠に終わらないやつ」

「同感ですね。これ以上は無意味ですって」

　結局どっちも照れないまま、タイムアップということで終了した。

　それを見ていた先輩が微妙な表情で言う。

「なんか罰ゲームはアレな感じだったけど……ふう、でもとりあえずニャン左ざ衛え門もんが当てられなくてよかった……」

「そうですね。ですがニャン左ざ衛え門もんは一つしかないので油断はできないかと」

「う、うん……っ……。あ、じゃああたしは棚の下とか低い位置を探すから、龍りゆう之の介すけは天井とか食器棚の上とかの高い方を──」

　そう言って動き出しかけて。

　と、今度は。

「……あ、ありました……！　た、宝箱です……っ……」

「！」

　リビングの中を探していた舞まい原はらさんがそう声を上げた。

「……な、中身は何でしょう……も、もしかしたら大当たりの遊園地のチケットで……そ、そうだったら市いち村むら先輩と……デ、デートを……ふ、ふふ……あ」

　そこで舞まい原はらさんの声のトーンが落ちる。

　宝箱に入っていたのは、先ほど日ひ野のが手にしていたのと同じコウモリのカードだった。

「……う、うう、トリックカードです……そ、そうですよね、わたしごときミカヅキモに望みのものなんて当たるはずなくて……」

　がっくりと肩を落とす。

　しかもそのカードに書かれていたのは……

「……『一番近くにいる相手とポッキーゲームをすること』、ですか……？」

「……え、わ、私がそれをやるの……？」

　舞まい原はらさんのすぐ後ろで流しの下を覗のぞきこんでいた委員長が引き気味にそう口にする。

「……う、うう……みたいです……わ、わたしごときが皐さ月つき先輩とそんなことをするのは恐れ多いですが……そ、そういう取り決めなので……」

「……しょうがない、か……」

　委員長が諦めたように息を吐く。

　そのまま真ま衣いさんにより用意されていたポッキーを使って、二人でポッキーゲームをやった。

「……ポ、ポッキー……あ、甘いです……うう……」

「……ど、どうして私、こんなことをやっているのかしら……」

　ポリポリポリ……とポッキーを口にする音が空むなしく響く。

　その際に背景に何やら白い百ゆ合りのようなものが見えたようにも思えたのは何かの錯覚だったのだろうか。

「……ねえ龍りゆう之の介すけ、罰ゲームって全部あんな感じなの？」

「どうなのでしょうか……」

「なんか当たった人を照れさせようとする強い意思を感じるんだけど……」

　疑いのこもった声で先輩がリビングからこっちを見ていた真ま衣いさんに視線を送る。

　すると真ま衣いさんはすっと視線を横に逸そらして、わざとらしく口笛を吹き始めた。

「……あれは完全にクロだよね。はあ、もう、真ま衣いはあーいうところがあるんだよな。でもニャン左ざ衛え門もんのためには多少のことには目をつむらないと」

　そう言って再び辺りを見回して。

　と、そこで何かに気づいたかのように声を上げた。

「龍りゆう之の介すけ、あそこ……！」

「？　あ」

　先輩が指さしていた先。

　キッチンにある背の高い食器棚の上には、特徴的な形の宝箱が見えていた。

「あれ宝箱だよね！　くっ、で、でも、と、届かない……っ……」

　先輩がぴょんぴょんと飛び跳ねる。

　だけど残念ながら先輩の身長と跳躍力では軽く三十センチは足りないようだった。

　先輩がジャンプする度にネコシッポやスカートの裾がふわふわと揺れるのはかわいらしくその姿をいつまでも見ていたかったのだけれど……先輩に無事ニャン左ざ衛え門もんをゲットしてもらうためにはそんな悠長なことをしている余裕はない。

「先輩、俺が取ります」

「え、で、でも……」

「大丈夫です。たとえニャン左ざ衛え門もんが出ても譲りますから」

「あ……っ……」

　着地した弾みで軽く寄りかかってきた先輩の背中越しに手を伸ばす。

　ふわりと漂う先輩のいい匂い。いつだったかもこんなことがあったと思いつつ、難なく宝箱を手にする。

　そのまま開封すると、出てきたのは……

「……あ……」

　三度目の真っ黒なカード。

　そこには「一番近くにいる相手とお互いの好きなところを十個言い合うこと」と書かれていた。







「……こ、これって……」

　目をぱちぱちとさせながら先輩が龍りゆう之の介すけを見上げる。

　一番近くにいる相手など、もちろん先輩以外のだれでもなかった。

「……」

「……」

「……こ、これ、そーいうことだよね……？」

「はい、そうだと思います」

「りゅ、龍りゆう之の介すけと好きなところを十個ずつ……わ、わかったよ。これもルールだもんね。しょ、しょーがない……」

　自分を納得させるかのようにうなずく先輩。

「じゃ、じゃあ、やろっか？　え、ええと……」

「では俺からいきます。だれに対しても聖母のように優しくて面倒見がいいところが好きです」

「うにゃっ……!?　あ……た、頼りがいがあるところかな」

「声がまるで女神のようであり天使のようであり妖精のようであるところです」

「ひょ……っ……!?　え、あ、そ、その……ん、んーと、気遣いをしてくれるところ……？」

「何事にも一生懸命で前向きなところです。あとかわいいです」

「さ、最後のそれいる……!?　ていうか返事速くない!?　あ、あー……」

「……」

「せ、誠実なところ……！」

「もちろん先輩の見た目も大好きです。先輩のかわいらしく可か憐れんな内面がにじみ出たかのような愛くるしいその姿……重要文化財として永久に保存したいくらいです」

「な、なんかただの照れハラになってない……!?　う、うう、え、ええと……」

「……」

「あ、そ、その……な、何だかんだで守ってくれるところ」

「真面目で家族思いなところです」

「だ、だから速いって……!?」

　そんなやり取り。

　常に即答する龍りゆう之の介すけと、あわあわと混乱しながら耳まで真っ赤な顔で何とか答える先輩。

　見事なまでに対照的な様相ではあるものの、ただその物言いからは二人ともお互いに相手の好きなところをしっかりと把握していることは明らかであって……

「わたしたち、何を見せられてるんでしょうねー」

「だな。傍はたから見たら完全にカップルがいちゃついてるだけだってのに……」

「……茶番ね」

　花か恋れんたちが遠い目をしながらそうつぶやく。

　それは傍はたから見ている分にはおそらく花畑が辺りに生えてきそうなやり取りだったのだけれど……

（う、うう……な、なんで龍りゆう之の介すけは真顔でそんなスラスラと言えるの……？　あ、あたしなんて、いっぱいっぱいで口に出すだけで恥ずかしいのに……）

　当の本人である先輩はそうではないようだった。

（そ、それって、あたしのことをぜんぜん意識とかしてないからとかそういうことなんじゃないの……？　そういう目で見てないから、何とも思ってないからこんな風に簡単に言えるってことで……）

「先輩……？」

「……」

「あの……」

「……」

（うう、こ、これって、やっぱりあたしばっかり龍りゆう之の介すけのことが好きってこと……？　や、そ、それは龍りゆう之の介すけはいつもこんな感じだし、あたしのことをどう思ってるのかなんてどーこー言える立場じゃないことはわかってるんだけど……）

「すみません、先輩の番なのですが……」

「……」

（わかってる、わかってるんだけど……で、でも、なんかそれって……）

「ええと……」

「……」

（……すっごく……うにゃうにゃする……）

　きゅっと手を握りしめて、顔をうつむかせる先輩。

　先輩の反応の理由がわからず、龍りゆう之の介すけが困惑した表情を向ける。

「あの、大丈夫ですか、先輩。体調が悪かったりとか──」

「……ごめん、ちょっともう無理だにゃ……」

「え？」

　目を瞬しばたたかせる龍りゆう之の介すけに。

「……べ、別に龍りゆう之の介すけに悪気がないのはわかってるよ……？　龍りゆう之の介すけはただゲームを忠実にやってるだけだけど……で、でも、なんかそれがしんどいっていうか、引っかかっちゃって……」

「あの、それはどういう」

「ご、ごめんね……！　な、なんか自分でもよくわかんなくなっちゃった……！　ちょ、ちょっと頭、冷やしてくる……！」

　そう言うと先輩はクルリと踵きびすを返かえして。

　そのままたたたっと走って玄関を出ていってしまった。

「花か梨りん！　うわー、お互いを意識させるためとはいえちょっとやりすぎちゃったかな……！」

　様子を見ていた真ま衣いさんが慌てた顔で駆け寄ってくる。

「ごめん、こんなことになるなんて思わなかった！　後輩くん、すぐに追いかけて──あれ？」

「龍りゆう之の介すけだったら真ま衣い先輩が叫ぶ三秒前にダッシュで高たか遠とお先輩を追いかけていきましたよ」

「そ、そうなの？　いつの間に……」

「そういうところはさすがですよね、センパイ」

　そんなことを言い合う声を小さく背中で聞きながら。

　龍りゆう之の介すけは全速力で先輩の後を追ったのだった。
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「花か梨りん先輩！」

　先輩はすぐに見つかった。

　玄関から出たすぐのところにある、庭の開けた場所。

　そこに立ち止まって龍りゆう之の介すけに背を向けながら……静かに空に浮かぶ青い月を見上げていた。

「先輩……」

　龍りゆう之の介すけが声をかけると、先輩はどこか泣きそうな表情を浮かべて振り向いた。

「龍りゆう之の介すけ……」

「どうしたんですか、急に」

「あ、え、そ、それは……」

「もしかして俺が何かやってしまったんでしょうか……？」

　龍りゆう之の介すけにはどうして先輩が急に逃げ出してしまったのかわからない。

　ただおそらくだけれど、それには自分の言行の何かが原因となっていたのだろうことだけは理解できた。

　その龍りゆう之の介すけの言葉に。

「あ、そ、そうじゃないんだよ……！」

　先輩が慌てたように手を振って否定した。

「あ、あれは何ていうか、勝手な空回りっていうか、あたしの自爆っていうか……ご、ごめんね、なんか微妙な空気にさせちゃって。何でもないから……」

「いえそれはいいのですが……」

　だけど先輩がどうしてああいうリアクションをとったのか、龍りゆう之の介すけは気になった。

　少なくとも、先輩が言うように何でもないということはあり得ない。

　それくらいは龍りゆう之の介すけにもわかる。

　そんな龍りゆう之の介すけの内心に気づいたのか、先輩はぽつりぽつりと話し始めた。

「……その、さっきも言ったけど、ほんと龍りゆう之の介すけが悪いとかじゃないんだよ。な、なんかあたしばっかり照れちゃってたのが気まずくてさ。一人だけ意識しちゃってたみたいっていうか……」

「意識、ですか……？」

「うん、そ。ほら、あたしはもう龍りゆう之の介すけの好きなところを口にするだけで照れ照れであんな風になっちゃったでしょ？　でも龍りゆう之の介すけはぜんぜんそんな素振りがなくて……それがちょっとうにゃうにゃしちゃったっていうか……」

「……」

「あたしはこんなに龍りゆう之の介すけのことが気になって意識してるのに、龍りゆう之の介すけはぜんぜんあたしのことなんて意識したりしてないのかなーって。そう思ったら、いたたまれなくなっちゃったっていうか、さみしくなっちゃったっていうか、胸が痛くなってあの場にいられなくなっちゃったの……」

「……」

「や、りゅ、龍りゆう之の介すけがこういう時に鉄仮面なのはいつも通りなんだけどね……」

　そう言ってあははと笑う。

　月の光に照らされたその笑顔はいつもの先輩の向日葵ひまわりが咲いたようなものとはぜんぜん違っていて、とてもさみしそうに見えた。

「そういうわけで、あれは完全にあたしの一人相撲なんだよ。あーもう、先輩なのにかっこ悪いなー。だから龍りゆう之の介すけはぜんぜん気にすることないから」

「……」

「さ、あたしはもうちょっとだけ気分を落ち着かせたら戻るから、龍りゆう之の介すけは先に──」

　そう言いかけた先輩に。

「……俺も、ですが」

「え？」

　一歩前に出て、龍りゆう之の介すけは言った。

「その、俺も……花か梨りん先輩のことを意識していました。今日だけではなく、以前から」

　その告白に、先輩が驚いたように目を丸くした。

「そ、そうなの……？」

「……はい。花か梨りん先輩と話したりかわいらしい姿を見たりしていると、胸の奥で動どう悸きが激しくなって顔や全身が熱くなって……実はこれは今に始まったことでもなくて、かなり前からそうでした。水族館に行った時や花か梨りん先輩がお見舞いに来てくれた時、それより前のお祭りの時などでも同じような状態で……」

　気づいたらいつの間にか胸の内に存在していた感情。

　それはさっきまで先輩の好きなところを挙げている時もそうだったし、先輩に対してそのことを告げている今もそうだ。

　心臓がまるで早鐘のような鼓動を続けていて、スリーベースヒットを打たれた時のようになっている。

「どうしてこうなっているのかはわかりません。ですがそれは確かに今でもあるもので……。ただこの感情が何なのかわからなかったので、なるべく先輩にはそれを見せないようにしていたんです」

「見せない、ように……？」

「はい。余計な気遣いを先輩にさせたくなかったので。ですがそれで先輩を傷つけてしまったら元も子もありません。だからこうして話すことにしました」

「……」

「先輩……？」

「……」

「……あたしだけじゃ、なかった……？」

　胸元で手をきゅっと握り締めて、先輩がそうぽつりとつぶやいた。

「……そっか、あたしだけじゃなくて、龍りゆう之の介すけもおんなじように意識してくれて、それで悩んでたんだ……。ぜんぜん気づかなかった……っていうかそんなこと考えもしなかった。……でもそうだよね、龍りゆう之の介すけだって鉄仮面に見えても人間だもん。ただ感情を表に出すことが少ないからわかりにくいだけで、そのことはあたしだって知ってたはずなのに……」

　何かを嚙かみしめるようにそう口にする。

「それなのにあたしは一人でそれが自分だけの悩みだって思いこんで、空回りしてたんだね……あ、あはは、ほんと年上らしくないっていうかバカみたいっていうか……」

「先輩……」

「でも、うん、ありがと……なんかそれを聞けただけでだいぶ楽になったかな。あたしだけじゃないんだって、龍りゆう之の介すけもおんなじなんだってわかったから……」

　胸に手を当てたまま小さくうなずいて。

「みんなそうなんだよね。龍りゆう之の介すけも、あたしも……想おもいが強くなればなるほど、その分だけ胸の奥が熱くなったり痛くなったりして、うにゃうにゃってなって、悩むことは増えて……でもそれはしんどいことばっかりじゃなくて、楽しいこともうれしいこともあって……うん、きっとだれかを想おもうっていうのはそういうことなんだよね。やっと……わかったよ」

「花か梨りん先輩……」

「これもみんな龍りゆう之の介すけのおかげだよ……ありがとう」

　詳しいことはよくわからない。

　だけどきっと先輩が悩んでいたのも龍りゆう之の介すけと同じような理由であるのだと、何となく理解できた。

　それを共有できたのが……うれしかった。

　と、そこで先輩がイタズラ好きのネコみたいににやりと笑った。

「でも……そっかそっか、龍りゆう之の介すけもだいぶ前からあたしのことを意識してたんだー？」

「え？」

「ふふー、これはあれかな、とうとうあたしの隠しきれない大人の女の魅力のトリコになっちゃったのかな？」

　からかうような笑みを浮かべながらつんつんと龍りゆう之の介すけの脇をつついてくる。

「いえそれは」

「ほらほら、いいから白状しちゃいなってー。クールビューティーで大人びててセクシーな花か梨りん先輩が気になっちゃって、夜も眠れないくらいドキがムネムネしてましたーって」

「ですから……」

　さらににやにやと迫ってくる。

　と、そこで。

「くちゅん！」

　さすがにこの寒空の下でネコマタドレス姿は寒かったのか、先輩が小さくくしゃみをした。

「……」

「……」

「……な、なにかにゃ……？」

「いえ花か梨りん先輩はクシャミもかわいいなと思って」

「!!」

「小さくて可か憐れんで花が咲いたようで、まるで妖精のささやきのようでした。次からは耳元でやってもらいたいくらいです」

「バ、バカ！　こ、こんな時まで照れハラはいいから……！」

　暗くなった庭でもわかるくらいに頰を赤くしながら先輩が声を上げる。

　だけど次の瞬間。

「ふふ」

「ハハ」

　顔を見合わせて、二人同時に笑い出した。

「も、もう、なんかいつもと変わらないね、あたしたち」

「そうですね、普段通りです」

「あはは、さっきの今で何だかなー。でもきっとこれでいーんだよね。これがあたしたちのペースっていうか」

「はい。そうだと思います」

　そう言ってもう一度笑い合う。

　二人の間にある空気は、いつの間にかついさっきまでと同じ和やかなものに戻っていた。

「それじゃあそろそろ戻りましょうか。これ以上その格好で外にいたら風邪を引いてしまいます」

「ん、そだね。真ま衣いたちにも謝んないといけないし……」

　そううなずいて、部屋の中へと戻りかけて。

「あ、そうだ、龍りゆう之の介すけ」

「はい？」

　途中で先輩に呼び止められた。

　何かと思い振り返ると、呼び止めた先輩はすうっと真剣な顔になって。

　真まっ直すぐに龍りゆう之の介すけの顔を見ると。




「──あたしね、たぶん龍りゆう之の介すけのことが好きだよ」




　おそらくこれまで見た中で一番まぶしい笑顔とともに……そう言ったのだった。

「それだけ。じゃあ中に入ろ。うー、寒い寒い」

「……」

「どしたの、龍りゆう之の介すけも早くおいでよ」

[image: ]

「…………」

　両手で身体からだを抱えながら手招きをする先輩の表情は、もうすっかりいつものそれに戻っている。

　だけど。

　投げかけられたその言葉は……満塁ホームランと同じくらいの衝撃で、龍りゆう之の介すけの胸の奥を直撃していたのだった。
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「ごめんね、花か梨りん、ちょっと失敗しちゃったみたい……！」

　先輩と二人で室内へと戻ると、両手を顔の前で合わせた真ま衣いさんがガバッ！　とそう頭を下げてきた。

「あのカードは、花か梨りんたちをからかおうとかそういうつもりじゃなかったんだよ。ただ二人とも悩んでるみたいだったから、何か解決のきっかけになってくれればと思って……。その、さじ加減を間違えちゃったのは否いなめないけど……」

「あー、うん、だいじょうぶ。さっきは一瞬わーってなっちゃったけど、真ま衣いの気持ちはわかってるし、もう気にしてないから」

「ほ、ほんと……？」

「うん。ね、龍りゆう之の介すけも」

「え？　あ、はい。大丈夫です」

「そ、そっか、よかったよ……」

　真ま衣いさんが胸を撫なで下おろす。

　今さら確認するまでもないが、真ま衣いさんが先輩や龍りゆう之の介すけのためを思ってこのハロウィンパーティーを開いてくれたことは龍りゆう之の介すけもよくわかっていた。

「それじゃあ何だっけ、『ドキドキトリックオアトリート宝探しゲーム』の続きをしようよ。ハロウィン仕様のニャン左ざ衛え門もんをゲットするまでは終われないんだから！」

　先輩がそう元気よく腕を上げる。

「おー、お姉ちゃん、やる気だね。うん、わたしもアイキューンカード諦めてないしー」

「……え、映画のチケット……で、できるなら欲しいです……」

「スイーツインフェルノの招待券は俺がもらうぜ」

　花か恋れんたちもそう声を上げて。

『ドキドキトリックオアトリート宝探しゲーム』は再開された。

　その後、宝箱を新たにいくつか発見して、ニャン左ざ衛え門もんのぬいぐるみは無事に先輩が入手することができた。

「えへへ、やった！　ニャン左ざ衛え門もんニャン左ざ衛え門もん……♪」

　先輩と同じくらいの大きさのぬいぐるみを抱えながら嬉うれしそうに笑う先輩。

　だけどその先輩の顔が……龍りゆう之の介すけには、直視できないくらい輝くものに見えたのだった。








・本日のアウト数：３

・本日のヒット数：２

・満塁ホームラン：１

・累計のアウト数：43
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「それじゃあお姉ちゃんのこと、お願いしますね、セーンパイ」

　ハロウィンパーティーから三日ほどが経たった水曜日。

　とある事情から先輩の家を訪れた龍りゆう之の介すけは、玄関に通されるなり花か恋れんからそう言い渡された。

「わたしは今からちょっと出かけてきますんで。その間のお姉ちゃんの相手はセンパイに一任します。よろしく頼みましたよ」

「え？」

「え、じゃないですよ。だいじょうぶだいじょうぶ、センパイなら一人で何とかなりますって。それにこういう時は二人きりにさせてあげるものだって相場は決まってるじゃないですかー。空気が読める花か恋れんちゃんに感謝してくださいよー」

「いやだがそれは」

「はいはい、文句なら帰ってきてから聞きますから。それじゃいってきまーす」

　そう言って花か恋れんは本当に出かけていってしまった。

　静寂に包まれた家の中。

　先輩の両親はもともと共働きであるらしいし、兄である厳げん一いち郎ろうさんもまだ大学から帰ってきていない。

　ゆえに今この家の中にいるのはこの場の龍りゆう之の介すけと。




　自室のベッドで寝ている先輩のみ。




　そう、今日龍りゆう之の介すけが高たか遠とお家けを訪れている理由は……風邪で欠席した先輩のお見舞いのためなのだった。

「……よし」

　玄関で五分ほど心を落ち着かせた後、龍りゆう之の介すけは意を決して二階の先輩の部屋へと上がった。

「失礼します、花か梨りん先輩」

「……ん、どしたの花か恋れん、何かあった？　冷却シートなら足りてるよ……って、りゅ、龍りゆう之の介すけ……？」

　ノックをして中に入ると、ベッドの先輩が驚いたような顔で起き上がった。

「え、な、なんで龍りゆう之の介すけがここにいるの……!?　花か恋れんは……!?」

「真ま衣いさんから先輩が風邪で休んでいると聞いて、お見舞いに来ました。妹さんはさっき出かけてしばらく帰ってこないそうです」

「え、ちょ、花か恋れん……」

「ああ、そのまま寝ていてください。起き上がるのはしんどいでしょうから」

「あ……」

　パジャマ姿（ニャン左ざ衛え門もん柄）の先輩をベッドに寝かす。

「……」

「……」

「……」

　まだ状況を受け止め切れていない雰囲気の先輩。

　ちょっとした沈黙の後、龍りゆう之の介すけは口を開いた。

「それにしても、今度は先輩が風邪を引かれるなんて驚きました」

「え、あ、うん……」

「やはりあのハロウィンパーティーで外に長くいたのが良くなかったんでしょうか。『愛されゆるふわにゃんにゃん黒ネコマタ』はかわいかったのですが寒そうでしたから」

「そ、そのフルネームはもういいから！　あー、でも、うん、そうかも……」

「熱も少しあると聞きました。なので今日は俺が花か梨りん先輩のことを看病させてもらいます」

「え、か、看病……？」

「はい。あの時のお礼も兼ねて」

「そ、そうなんだ……あ、よ、よろしくお願いします……」

　先輩が少し頰を赤らめながらうなずく。

「それでさっそくなのですが、おかゆを作りたいと思います。梅と卵とシャケ、どれがいいでしょうか？」

「え、あ、じゃ、じゃあ、卵……」

「わかりました。少しだけ待っていてください」

　うなずき返して部屋を出ると、龍りゆう之の介すけは一階に降りて台所へと向かった。

　台所と調理器具の使用許可はすでに花か恋れんから取ってある。

　コンロの上に置かれていた小鍋に米を入れると、手順に従ってそれを調理していく。

　三十分ほどでおかゆはすぐにできた。

　飲み物を入れたコップといっしょにお盆に載せて、先輩の部屋まで戻ってくる。

「お待たせいたしました」

「あ、お、おかえり」

「おかゆ、できました。少しだけ起きられますか？」

「あ、うん、だいじょうぶ……」

　そう言ってパジャマにカーディガンを肩からかけた先輩がベッドの上で上半身を起こす。

「わ、いい匂い。おいしそー……」

「どうぞ、召し上がってください」

「うん、いただきます……」

　先輩が目の前のレンゲを手に取ろうとして。

「ストップです、先輩」

「え？」

「はい、どうぞ。あーん」

「！」

　先輩の目が十円玉みたいに丸くなる。

「ちょ、だ、だいじょうぶ、これくらい一人で食べられるから……」

「いえダメです。風邪の時は手元が狂いがちですし、もしこぼしてしまってもいけません。これは花か梨りん先輩が言っていたことです」

「う、それは……」

「なので今回ばかりは先輩の要望は聞けません。はい、あーんをしてください」

「で、でもさ……」

「あーん」

「え、えっと……」

「あーん」

「う、うう、と、特大ブ、ブーメラン……」

　観念したように声を上げながら、先輩が「あ、あーん……」と口を差し出してくる。

　そのちんまりとしたかわいらしい口に、親鳥が雛ひな鳥どりにご飯を与えるように龍りゆう之の介すけはレンゲを運んだ。

「あ、おいし……薬味のいい香り」

　もむもむと小さく口を動かしながら先輩が言う。

「先輩の家ではおじやだと言っていましたが、うちではおかゆにしてさらに大葉や茗みよう荷がなども加えます。食欲が増すので」

「そなんだ。これ、いいね。今度うちのレシピにも加えようかな……」

「ぜひ。ああ、どんどん食べてください。あーん」

「う、あ、あーん……」

「次いきます。あーん」

「あ、あーん……」

「続けてどうぞ」

「あ、あーん……」

　そんなやり取りを何回か繰り返し。

「ご、ごちそうさまでした……」

　小ぶりの鍋だったとはいえ、見事に完食してあーんの時間は終わった。

「お粗末様でした。食べられるかどうか心配していたんですが、食欲があって安心しました」

「あ、うん、龍りゆう之の介すけのおかゆがおいしかったからかな……」

「そうですか。気に入ってもらえてよかったです。先輩のためならこの先またいつでも作りますので」

「う、ま、また微妙に引っかかることを……」

　それから食べ終わった食器を片付けて、そのまま龍りゆう之の介すけは部屋に残った。

　先輩はベッドに横になっていて、龍りゆう之の介すけはそのすぐ脇で正座をしながら控えているという構図。

　ゆったりとした空気が辺りに流れる。

「でも……なんか不思議な気分」

「？　何がですか？」

「ん、風邪引いてる時にこうやって龍りゆう之の介すけが部屋にいて、看病してくれてるなんて」

「そうですね。俺の時も同じように思いました」

「ふふ、ほんの一ヶ月前にはあたしが看病する側だったのに、今度は看病される側になるなんてなー。これも巡り合わせなのかも」

「巡り合わせ……そうかもしれませんね」

「うん、きっとそうだよ。でも」

「？」

　そこで先輩はベッドで横になったまま龍りゆう之の介すけを見て。




「でも……来てくれてうれしかったよ。ありがとね、龍りゆう之の介すけ……」




「いえ、お礼には及びません。世界で一番大切な花か梨りん先輩を看病できることは、俺にとっても嬉うれしいことでありますから」

「う、やっぱり微妙に照れハラを混ぜて返してくるところは龍りゆう之の介すけだよね……」

　半目になりながらそう返してくる。

　とはいえそこまでまんざらでもないような表情だった。

「そういえば先輩、何かやってほしいことはありますか？」

「やってほしいこと？」

「はい。お兄さんか妹さんが帰ってくるまではいるつもりですが、それまでにもしも俺にできることがあれば言ってもらえればと」

「え、うーん……特にはないかな。あ」

　と、そこで何かに思い至ったように先輩が言葉を止めた。

「何ですか？」

「や、でも、それは……」

「何でも大丈夫です。今すぐに限定品の自家製本格クラフトコーラを買ってこいと言われれば喜んで従います」

「そ、そんなことは言わないよ！　た、ただ……」

「ただ？」

「あ、そ、その……」

「？」

「……あ、頭を……」




「……ちょ、ちょっとでいいから……あ、頭を撫なでてほしいかにゃって……」




　ほとんど消え入りそうな声でそう言った。

　直後に自分で言って恥ずかしくなったのか、毛布を口元まで被かぶって隠れてしまう。

「え、や、あ、あたし、何を言ってんだろ……は、恥ずか死……ね、熱でおかしくなってるのかも……」

「花か梨りん先輩」

「う、うう、わ、忘れてくれていいから──」

　さらに首を横に振る先輩。

　そんな先輩の頭に……龍りゆう之の介すけは優しく手を乗せた。

「あ……」

　そのまま宝物を扱うように丁寧に撫なでる。

　顔を真っ赤にしながらも、先輩はそれに身を任せてくれた。

「先輩の髪の毛……サラサラですね」

「そ、そう、かな……？」

「はい。まるで流れる水のようというか。俺のとは大違いです」

「あはは、龍りゆう之の介すけの髪はどっちかと言えば固いもんね。あ、でも龍りゆう之の介すけの髪、あたしは好きだよ。触ってて気持ちいいんだもん」

　そう言って、さわさわと龍りゆう之の介すけの髪の毛を触り返してきてくれる。

「……続けます」

「ふふー」

　軽くヒットを打たれたような心地になりつつ、龍りゆう之の介すけは先輩の頭を撫なでるのを再開した。

　静かで穏やかな時間。

　窓の外から時折聞こえてくる車が通る音と、室内の時計の針が動く音だけが辺りに小さく響いている。

[image: ]

　そのままどれくらい経たっただろう。

「……龍りゆう之の介すけの手、ひんやりしてて気持ちいい……なんか眠くなってきちゃう……」

「このまま寝てしまって大丈夫ですよ。俺はずっとここにいますから」

「……え、でも……」

「大丈夫です。もしも賊が押し入ってきたりした場合は俺が刺し違えてでも先輩を守りますから」

「……いや……どこの戦国時代だって……」

「たとえいつの時代でも、俺は先輩を全力で守ります」

「……それは……うれしいけど……」

「だから安心して眠ってください」

「……そっ、か……」

　応答する声も次第に途切れがちになっていく。

　やがて。

「……すー……すー……」

　穏やかな寝息を立てて、先輩は眠ってしまった。

　安心したような、心を預けてくれたような安らかな寝顔。

「花か梨りん先輩……」

　その寝顔に何となく呼びかけたその時だった。

　ふと違和感を覚えた。

　先輩に向かって発せられた自分の声。

　それが今までのものとはどこか違うように感じられたのだ。

　いや低音で野太いことには変わりはない。

　ただ込められた感情というか、含まれている響きが明らかに異なるように聞こえるのであって……

「……あ……」

　ああ、そうか。

　不意にわかった。

　声というものは……その相手に抱く感情が変化した時に、変わる。

　一度聞けばすぐにわかるほど、明確に。

　例えばその相手に深い共感を持った時、かけがえのない友情を感じた時、はたまた親愛の情を感じた時。

　そして……その相手に対して、恋心を抱いた時。

　その時に新しく発せられる声は、どこまでも優しく、甘く、相手を思おもい遣やった温かなものになるのだということを、龍りゆう之の介すけは突然に理解した。

「……」

　そうか、そうなのか。

　自分は先輩のことが……好きなのか。

　嚙かみしめるように、その感情を自分の中で反はん芻すうする。

　自分は先輩に対して好意を持っている。

　ただの年上への憧れでもなく、ちっちゃくてかわいくて可か憐れんだからでもなく、三年前に自分を救ってくれた相手だからだけでもなく。

　それらの要素を抜かしても、ただ純粋に自分は今目の前にいる先輩のことが好きなのだと……恋をしているのだということに、龍りゆう之の介すけは気づいた。

「……」

　静かに寝息を立てる先輩の顔を見る。

　愛いとおしいと思った。

　胸の奥から湧き上がるこの想おもいを守っていきたいと心から強く思った。

　まだ強すぎるその感情を持て余している部分はある。

　だけど。

「俺は……先輩のことが、好き……」

　改めて声に出してみる。

「先輩に……恋をしている……」

　するとその感情は実感を伴って宙に響き、再び胸の中へと染しみこんでいった。

　その声が聞こえたわけではないだろう。

　眠ったままの先輩が、答えるように小さく声を発した。

「……ううん、りゅ、龍りゆう之の介すけ……ま、またそんな照れさせるようなことばっかり言って……は、恥ずかしいって……」

「……」

「……も、もう、ほんとにいっつも照れハラなんだから……そ、そーいうところだぞ……で、でも……それがイヤなわけじゃないっていうか……」

「……」

「……むしろ……あたし……そんな龍りゆう之の介すけのことが……」




「……大好き……だよ……」




　これまでとは違う響きを、感情を含んだ、妖精のような先輩の声。

　龍りゆう之の介すけがたった今気づいたものと──同じ声。

「俺も……好きです、花か梨りん先輩」

　静かに頭を撫なでながらそう返す。

　放たれたその言葉は、先輩の小さな寝息と混じり合い、優しく空気に溶けていったのだった。







　あとがき




　こんにちはまたははじめまして、五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。

『ちっちゃくてかわいい先輩が大好きなので一日三回照れさせたい』４巻をお届けいたします。







　さて一年以上お待たせしてしまった今巻ですが……前巻で自分の気持ちを意識し始めた先輩と、それを受けて『ヒット』や『ホームラン』などの感情を抱くようになった龍りゆう之の介すけの、少しだけ以前とは変わった関係を楽しんでいただけましたらうれしいです。水族館でデートをしたり、風邪の看病があったり、ハロウィンパーティーをやったりと盛りだくさんです。もちろん今回も先輩をはじめとした他のキャラも照れますので、そちらも楽しんでいただけましたらと思います。







　ここからはお世話になった方々に感謝の言葉を。

　担当編集の小お野の寺でらさま、黒くろ川かわさま。今回ももろもろのご進行、ありがとうございました。

　イラストのはねことさま。今回も素敵なイラストをありがとうございます。カバーにもなっておりますネコマタ姿の先輩が見られただけで一日の疲れが吹っ飛びました……！







　そして何よりもこの本を手に取ってくださった方々に最大限の感謝を。







　それではまたお会いできることを願って──








二〇二二年二月　五十嵐いがらし雄ゆう策さく
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